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零章　解放者の空間　K/Night of Fate






『挑戦者が現れましたニユーチヤレンジヤー！』

　Ｒ３仮想現実に響きわたったシステム音声に、『ＲＥＮ』──蓮れん也やは待機モードを解除して正面を見据えた。

　全感覚投影型ＶＲオールネスヴアーチヤルリアリテイバトルゲーム『ＢＬＡＤＥ－ＬＩＮＫブレードリンク』。

　その非公式戦トレーニングバトルで、対戦を申し込んできた相手のＰＮプレイヤーネームを見て思わず眉まゆをひそめる。

『Ｋ／ＮＩＧＨＴ』

　ブレードリンクではＰＮプレイヤーネームの重複が許されている。だがある程度精通したプレイヤーにとって、『Ｋ／ＮＩＧＨＴ』というＰＮプレイヤーネームはただの同姓同名で流すことはできない。

　あらかじめ指定していた荒野のバトルフィールド。

　現れた『Ｋ／ＮＩＧＨＴ』は、長い髪を風になびかせた重装備の小柄な少女だ。

　大きなヘルムを被かぶっていて顔はよく見えない。ブレードも意図的に隠されていた。

　スタートアップタイムの硬直が解除され、少女騎士はその場で大きく手を振るう。

　すると、どこからともなくクラッカーが鳴り響き、フィールドが暗転。

　蓮也が立つその場所は天井からスポットライトが降り注ぐ、小劇場の狭いステージへと変わっていた。

　今にも奇術師がショータイムをはじめそうな空間で、少女騎士は両手で自身を抱きしめるようにして──一瞬のうちにその重厚な鎧よろいを脱ぎ捨てる。

　鎧は跡形もなく消え去り、後に残ったのは黒髪の少年だけ。

　黒を基調とした軽装に身を包んだその姿は、《不敗の王剣クラウン》『ＲＥＮ』そのものだった。

　ＰＮプレイヤーネームすら『ＲＥＮ』に変わった彼彼女は、仰々しく一礼してブレード《インディフィニット》を構える。

　舞台の改変に、対戦相手の姿のコピー。こんな能力はありえない。

　明らかにゲームの内部システムに干渉したチート不正行為。

　一連の出来事を呆ぼう然ぜんと見守っていた蓮れん也やは、この明らかな異常に際して不敵に笑った。

「……おもしろい」

　蓮也の声が聞こえたのか、対たい峙じする《不敗の王剣クラウン》も一度驚いたような表情を浮かべてから、唇の端をつりあげる。

　一瞬のアイコンタクトの後──二人の《不敗の王剣クラウン》は同時に動いた。

　ステージの真ん中でぶつかり合った二人は、まったく同じ斬ざん撃げきで一合二合と斬きり結び、いったん距離をとると、

「「『縮しゆく地ち・雷らい絶ぜつ』」」













　同じタイミングで補助系片手剣技ソードスキルの発動を受け、再度の接敵。

　蓮れん也やが片手剣を短剣に変化させれば、偽者もまた短剣へと変化させ、蹴けりを繰り出せば同じように蹴りを繰り出す。

　合わせ鏡のように同一の攻撃を繰り出す相手に、蓮也はいっそう笑みを深める。

「やっぱりな」

　──間違いない。蓮也の前に立つ『Ｋ／ＮＩＧＨＴ』は、《不敗の王剣クラウン》《斬虐の女王クイーン》と共に名を馳はせるプレイヤー《最弱の百騎ナイツ》と呼ばれるチート集団の一人だ。

《最弱の百騎ナイツ》の特徴はいくつかあるが、その一つに『Ｋ／ＮＩＧＨＴ』という共通したＰＮプレイヤーネームがある。

　彼らは完かん璧ぺきなセキュリティを謳うたうブレードリンク内で堂々とチートを使用し、けれど決して秩序を乱さない。

　あくまで愉たのしむことが目的らしく、舞台の改変や派手なエフェクト、ありえない技などを堂々と行う反面、公式戦ランクマツチに現れることはなく、またチートを使用した勝負では必ず最後に降参リザインする。

　一人一人は凄すご腕うでのチーターにもかかわらず、振る舞いは紳士的。

　その姿からついた二つ名が《最弱の百騎ナイツ》。

　だが蓮也が彼らについて抱いた関心は一つだけだった。

　彼らは──強いのか？

　答えを求めるように、《不敗の王剣クラウン》が一瞬で間合いを詰めて偽者へと斬きりかかる。

　迷いのない一閃。

　オリジナルの強烈な一撃を受けて、偽者はわずかにたたらを踏んだ。

「『縮しゆく地ち・光こう矢や』！」

　その隙すきを見逃さず、より高いレベルの反応速度上昇系スキルを利用した蓮也は、完璧なタイミングでがら空きの胴に一刀を入れようとして──

「『虚構の兵士インビジブルレイヴン』」

　斬りふせる直前で見えない壁に剣を弾はじかれた。

「……！」

　壁は、蓮也を嘲あざ笑わらうようにポップでコミカルな星ほし屑くずのエフェクトを撒まき散らす。

　バランスを崩した蓮也に、《最弱の百騎ナイツ》は見えない壁を蹴って距離をとった。

　蹴られる際にも星を放った壁は、それで耐久性が尽きたのか、可視化したのちに消えた。

　剣を弾かれ痺しびれた手を振った蓮也に、偽者は肩をすくめて戯おどけた仕草を見せる。

　蓮也はそんな偽者を目にして、唇を歪ゆがめた。

「退屈しないな」

　声と加速。《不敗の王剣クラウン》の《インディフィニット》に対して、偽者は合わせ鏡の動きと不可視の障害物、ときおり唐突な効果音や小規模の爆発エフェクトで対抗する。

　保護色を利用した錯さく視し、音波を利用した攻撃、舞台破壊オブジエクトブレイクを利用した攻防一体技。

　入れ替わり立ち替わり奇術チートを繰り出す《最弱の百騎ナイツ》に、《不敗の王剣クラウン》は徹底的に受け身に回った。

　──はじめこそ、いくつかの虚をつく攻撃を受けていたが、そのうちカスる程度になり、最終的にはすべて見切って的確な反撃で上塗りしていく。

　どれだけ規定外の手札を持っていようと、攻撃する瞬間──その瞬間への反撃だけは防ぎようがない。

《不敗の王剣クラウン》の劣勢が優勢になり、優勢が圧倒へと変わっていって、余裕の態度を漂わせていた《最弱の百騎ナイツ》が徐々に焦りを見せ始めた刹せつ那な。




　空気が、変わった。




「──！」

　とっさの判断で急制動をかけた蓮れん也やに、偽者は奇妙に無防備な姿勢で驚きに目を見開く。

　蓮也は《最弱の百騎ナイツ》のその反応に、寸前の直感を確信に変えた。

　──なにかある。

　張り詰めた緊張感の中。

《最弱の百騎ナイツ》は不意に弛し緩かんしたようにブレードを下げると、どこか残念そうに首を横に振り、あっさりとリザインしてきた。





　　　†×†






　暗転と共に荒野へと戻ったフィールドで、システム音声が『ＲＥＮ』の勝利を通告する。

　蓮也はそれらを無視し、《不敗の王剣クラウン》から元の姿に戻った少女へ声をかけようとして、

「おい、さっきのは──」

　近づこうとした蓮也の前に再び見えない壁が立ちはだかった。

　手も届きそうな距離で、少女は無骨な兜かぶとを脱ぎ、長い髪をかきあげると、




「次は正々堂々正面から正攻法で裏をかくから」




　鈴の音のような少女の声。

　その意味深な言葉が、少女の最後の行動と共に妙に蓮也の頭に残った──。














一章　光と影の対話　Like A Cat Studying Its Prey






「祈いのり刃はナイエ。祈刃ユウリとまったく同じＤＮＡを持つ──妹だよ」

　授業中の屋上。

　青みがかった銀髪をなびかせた祈刃ナイエの言葉に、千せん宮ぐう蓮れん也やは背後を振り返った。

　そこに立っているのはナイエそっくりの少女だ。

　照りつける太陽の輝きにも負けない美しい銀髪。冗談みたいに整った顔に、透き通る白い肌。そして見開かれたアメジストの大きな瞳ひとみ。

　祈刃ユウリは、自分の知らない事実を目の当たりにして驚いていた。

「妹……？」

「あはっ。そんなに素直に驚かれたらナイエ嬉うれしくなっちゃうよ？　おねーちゃん」

　手にした杖つえ形のブレードごと後ろに回し、ナイエは薄く笑う。

「信じられないなら……そうだなあ、背理法Reductioannonsabsurdumen辺りで証明してみせよーか」

　左手首のチャームを揺らしながらぴっと人差し指を立てると、その指先に《拡張認識レイヤードリアル》の共有ボードが表示された。

「祈刃ナイエは祈刃ユウリの妹ではない、と仮定する」

　ナイエが口にした言葉がそのままボードに書かれていく。

「したがって、祈いのり刃はナイエと祈刃ユウリには血縁がないか、血縁があっても祈刃ナイエは祈刃ユウリの妹以外である。ところで、祈刃ナイエのＤＮＡと祈刃ユウリのＤＮＡは一致している。また祈刃ユウリは祈刃ナイエより早く誕生している」

　ボードにはナイエとユウリのＤＮＡ情報、誕生時間が詳細な画像と共に提示され、

「ＤＮＡが一致するのは一卵性双生児のみである。一卵性双生児には血縁関係がある。ゆえに祈刃ナイエと祈刃ユウリには血縁関係があり、かつ出生順から、仮定した命題は矛盾する」

　赤字で大きく書かれた『祈刃ナイエは祈刃ユウリの妹ではない』という表記が、ナイエがパチンと指を鳴らしたことであっさりと消えた。

　後に残されたのは、笑みを浮かべ続けるナイエと眉まゆをひそめる蓮れん也や。

　そして。

「妹、なんて……そんな話、お母さんは一言も──」

「その『お母さんmamma』に言われてここに来たんだよね、ナイエは」

　震えるユウリの言葉に、ナイエはわざとかぶせるようにして続ける。

「正直ナイエもいきなりすぎて困ったんだけどねー。ずっと向こうの学校に通ってたのに、急に日本に行けだもん。少しはこっちの事情も察してほしいってゆーか」

「向こう……？」

　蓮也の呟つぶやきにナイエは一転して明るい笑みを浮かべ、拡張認識レイヤードリアル上に世界地図を表示する。ヨーロッパの北西が拡大されていき、スカンジナビア半島の下部分が赤く点滅した。

「スウェーデンSverigeだよ。ママmammaも仕事で日本に飛ぶことは多かったけど、基本的にはこっちに住んでたから」

「え──」

　ユウリの声に、ナイエは白々しく笑う。

「あーそういえばこれも知らなかったんだっけ？　まったくママmammaもひどいよねー、おねーちゃんにはなんにも伝えてないなんて」

　眉を寄せ、気の毒そうな表情で地図を消す。そのまま立てた人差し指を顎あごの下へ添わせ、

「でも、しょーがないよね。おねーちゃんは失敗作になっちゃったんだから」

　スッと指で首を斬きるような素振りを見せる。

　ナイエの露骨なパフォーマンスに、ユウリは顔を青ざめさせたままなにも言えない。

　黙ったままのユウリを見て、ナイエはさらに笑みを深めた。

「ま、ナイエもめんどーだけど、ママmammaから失敗作の代わりになんて言われちゃったら──」

「代わりなんだな」

　唐突に蓮也が口を挟む。

「え？」

「お前の言っている失敗がなんなのかは知らないが、代わりってことはこいつがファーストチョイスでお前はそのスペアなんだろ。スペアが予想外の出番にはしゃいでいる──俺にはそうとしか見えない」

　蓮れん也やの言葉に、ナイエがさっと表情を変えた。

「それに」

　口を開きかけたナイエを遮って、蓮也は目を細める。

「さっきの証明も間違ってる。仮定以前に前提条件から成り立たない。突然襲いかかってきたどこの誰だれかもわからない人間の言うことをどうして信じられる？」

　言いながらブレードを可視化して、その刃先をナイエに突きつける。

「なんなら『突然襲いかかってきたどこの誰かもわからない人間の言うことは信じられない』ということを背理法で証明してやろうか」

　皮肉った口調。

　徹頭徹尾挑発してみせた蓮也に、ナイエは唇の端を歪ゆがめて笑った。

「──あっは、さすがだね《不敗の王剣クラウン》」

　口元に手を当て、大げさなアクションで笑うナイエは、不意に酷薄な笑みを浮かべる。

「それでこそ──奪いがいがある」

「奪いがい？」

「そーだよJa、なんのためにナイエがここにきたと思ってるの？」

　ナイエが突き出した右手。その手に握られたブレードが戦闘時のものに変わっていた。

　本来Ｒ３仮想現実のブレードリンクの中でのみ変わる戦闘形態バトルモードのブレード。

　だが蓮也はそれがＲ２この現実で用いられる特殊な状況があることを知っていた。

「ＯＢＭアウトブレイクモード……」

　Ｒ２拡張現実で行われるブレードリンク──ブレードリンク・アウトブレイクモードＯＢＭ。

　認識拡張端末『ＱＤクオリアデバイス』の隠された機能を引き出し、世界を並行的に認識することで、通常の肉体限界を超越した、特定の人間プレイヤーだけが参加可能なゲーム。

　そして、そのゲームの勝者は敗者の記憶を自由に改かい竄ざんできる──。

「《不敗の王剣クラウン》──蓮センパイには、ナイエのパートナーになってもらうんだから♪」

『限定解除ブレイクアウト』

　軽い調子で口にしたナイエが、杖つえ形ブレードを大きく振った。





　　　†×†






「──先輩！」

　まだ表情の硬いユウリがブレードリンクの服装に身を包むのを目にして、蓮れん也やも視線操作アイジエスチヤーで呼びだしたメニュー画面から衣装の変更を選ぶ。

　黒を基調とした軽装に、黒塗りの可変型不定剣《インディフィニット》。

《不敗の王剣クラウン》『ＲＥＮ』になった蓮也は、いつ放たれたのか、眼前まで迫り来る黒い閃せん光こうを反射的に叩たたき伏せようとして、

「っ!?」

　蓮也の斬ざん撃げきをかわすように進路を変更した閃光に目を見開く。

　黒い光は次の瞬間、翼を広げ、巨大な大鷲へと変化した。

（『黒こく獣じゆう天てん恵けい』!?）

　完全に虚を突かれた蓮也は、その鋭いかぎ爪づめが──

「『クイックリープ』！」

　──突き立つ直前に反応速度を上昇させたユウリに背を押されることで、直撃を免れる。

「悪い──」助かった、とまで言う余裕はなかった。

　大鷲の広げた翼をブラインドにして、二頭の黒い虎とらがこちらへ飛びかかってきたのだ。

　とっさにユウリをかばうように前に出た蓮也は、一頭をぎりぎりのところで斬きりふせたものの、もう一頭の噛かみつき攻撃は甘んじて受けざるを得なかった。

「つっ」

　小さくないダメージエフェクトと感じないはずの痛みが走った気がして、顔をしかめる。

「先輩！」

　駆け寄ろうとするユウリを手で押しとどめ、主の下へと戻っていった黒い虎を睨にらむ。

　その姿が保たれたままなのを確認して、スキルレベルの高さに内心で舌を打った。

「『アイソレーションリンケージサクシード！』……ってブレードリンクゲームのほうでは言ってるんだろーね」

　軽い調子で話す主──紫のローブに無骨なガントレットとアンクレットに身を包んだナイエに、さっそく目ざとい観戦者オーデイエンスが『おお、閃せん獣じゆうのレベル高いな』とコメントを打っていた。

　相変わらずＲ２拡張現実で行っているにもかかわらず、Ｒ３仮想現実で行っているように認識されるＯＢＭアウトブレイクモードの違和感に眉まゆをひそめながら、蓮也は思考を走らせる。

『閃獣』というのは『黒獣天恵』や『紫し獣じゆう流りゆう星せい』に代表される、ブレードそのものやブレードが放つ剣閃を一定時間ＡＩを持った獣に変えるスキルの総称だ。

　変化する獣はスキルレベルが高いほど凶悪な姿に、また長時間顕現することができる。

　閃獣系のスキルはそのほとんどが杖技にあり、卓越した閃獣スキルの使い手の中にはそれのみを使用して戦う者すらいる。

　そしてそういったプレイヤーは──

『《閃獣使いテイマー》とか珍しくね』『『ＮＩＥＤ』？　聞いたことないＰＮプレイヤーネームだなー』

　ポップしたコメントから、蓮れん也やは着実に情報を収集していく。

　ｖｅｒ．バージヨン１の頃ころも、閃せん獣じゆうのみを使用して戦うプレイヤー《閃獣使いテイマー》は極めて稀まれだった。

　閃獣はＡＩを持って勝手に戦うため、コントロールが非常に難しい。

　その行動パターンを把握し、使用者の思惑通り動かすためには相当の習熟が必要になり、

《閃獣使いテイマー》は《閃獣使いテイマー》ということだけで目立ってしまう。

　にもかかわらず、その知名度が低いということは。

「なーにを考えこんじゃってるのかにゃ？」

　目の前に。

　小首を傾かしげたナイエが立っていた。

「な──」

　ユウリがあげた驚きの声に、彼女もまたその接近に気づかなかったのだとわかる。

　スキルの発動はなかったはず。

　ではどうやって──？

「このレギュレーションなら二重がけくらいはできるからねー」

「……二重がけ？」

　蓮也の問いには答えず、ナイエは杖つえを腰の後ろに回して囁ささやくように言う。













「ねえ蓮センパイ。やっぱりナイエのほうが役に立つんじゃない？」

　至近距離から上目づかいに見あげてくる少女に、蓮れん也やは──

「『レッドチップスコール』！」

　降り注ぐ鞭ウイツプの雨が蓮也の意識を現実へと引き戻した。

　あらかじめわかっていたかのように、悠々と鞭ウイツプの雨を避よけたナイエを尻しり目めに、ユウリが蓮也の腕を掴つかんでくる。

　それだけで、蓮也は次に取るべき行動を察した。

「『縮しゆく地ち・雷らい絶ぜつ』」

　ユウリごと不気味な《閃獣使いテイマー》から距離を取り、すぐに余計なことに集中してしまう『悪癖』を振り払うように頭を振る。今は敵の背景に思いを巡らせる必要はない。

　必要なのは、ナイエに負けないこと。

　思考はシンプルに。その身体からだは研ぎ澄まされた刃のように──。

　前衛の蓮也、後衛のユウリという陣形をとった蓮也たちに、ナイエは踊るように杖つえを振るって黒のエフェクトをまといはじめる。

　あまりにも自然な無言起動ノーランスキル。

　本来、スキル使用には起動言ランワードの発声が必要で、《刻印者ナンバーズ》レベルの達人でも無言起動ノーランスキル可能な技は数えるほどだ。

　だが、《閃獣使いテイマー》は使用スキルが極端に少ないため、手持ちの技はすべて無言起動ノーランスキルということも珍しくない。

「さーて、次はどう対処するのか、にゃ！」

　声と同時に、三つの閃光がこちらへと向かってくる。

　直進する閃光に、左右に折れ曲がった二閃。そのそれぞれが虎とら、大おお鷲わし、犀さいへと変化する。

　蓮也たちを包囲するように位置取った閃せん獣じゆうたちは、即座に攻撃行動へと移った。

　三方向からの多面攻撃マルチアタツク。

　先行したのは、左上空から急降下するような動きを見せた大鷲だ。蓮也とその背後のユウリを貫く軌道に、蓮也は中腰になって両手で片手剣を構える。

　攻撃を逸そらさず受け止める体勢の蓮也を見て、大鷲は着弾する瞬間に右へと旋回した。

　黒い翼が蓮也の視界を遮るように広がり、刹せつ那な、蓮也の思考に断片的なワードが走る。

　先程の戦闘。大鷲の翼。──目隠しブラインド。

「『燐りん火か迅じん衝しよう』！」

　果たして、大鷲の翼から飛び出してきた虎が牙きばを突き立てようとするのと、片手剣を短剣へと変化させた蓮也が起動言ランワードを叫んだのは同時だった。

　間一髪黒虎を霧散させた蓮也は、右側面からの黒犀の一撃には対処できなかった。

「──っ」

　黒犀の突き出した角に突きあげられた蓮れん也やは、数秒空中に浮き、いつの間にか背後に回っていた大鷲からの追撃を受ける。

「先輩っ」

　ユウリの鞭ウイツプをかわし、大鷲たちは主の下へと戻ると、しばらくしてからその姿を消した。

『おおお、かっけえ！』『マジで無名のプレイヤーかあれ！』

　にわかに活気づくコメントを横目に、蓮也はまっすぐナイエを見る。

　小首を傾かしげたナイエは、典雅な装飾の施された杖をくるくると回して目を細める。

「どうかにゃー？　気持ち変わったかにゃー？」

　挑発的な言葉と、人を食ったかのような仕草。その両方を受けて、蓮也は薄く息を吐く。

「確かに変えざるをえないな」

「お？」「え!?」

　ナイエとユウリ、そっくりな顔が正反対の表情を浮かべるのを目にして。

「変えるのは評価だ。お前は間違いなく強敵だよ」

　敵という言葉を強調した蓮也に、ナイエは一度目を見開いて。

「……ふーん、あっそ」

　好戦的に笑った。

「いーよいーよ、それならそれで──倒しちゃうだけだから！」

　言いながらステップを踏んで三度目の『黒こく獣じゆう天てん恵けい』を使用しようとしたナイエに。

「倒されるの間違いだろ」

『縮しゆく地ち・雷らい絶ぜつ』。ナイエがステップを踏むと同時に、反応速度上昇系の補助技を使用。

　蓮也を一瞬で刃の届く間合いへと運ぶ。

「──！」

　この行動はナイエにとっても予想外だったらしい。

　基本的に《閃獣使いテイマー》は閃獣を放ち、コントロールするという形で攻撃する。

　いわば遠距離攻撃のエキスパート。したがって近接戦闘には弱く、近づかれれば一巻の終わり……と誰もが考える。

　誰もが考えるなら、そこに対策を講じるのは当然だ。

「『黒の暗殺者ブラツクレムナント』」

　ステップを中断したナイエが起動言ランワードを口にすると、その身にまとうローブの陰から無数の刃が飛び出してきた。

　加速した蓮也と射出された黒き刃。

　完かん璧ぺきなタイミングで放たれた絶対のカウンターは、すべて蓮也の想定内だった。

　どれだけ高速で飛んでこようと、予測可能でさえあればかわすことはできる──。

　そんな馬ば鹿かげた理屈を、《不敗の王剣クラウン》は飛来する刃を捌さばききることで証明してみせた。

「──!?」

　驚きよう愕がくに目を見開くナイエを視界に収めた蓮れん也やは、

「弱点に対策を講じるのが当然なら、その対策への対策を講じるのも当然だろ？」

　言葉と共に両手で振りかぶった片手剣を大剣ツーハンデツドソードへと変化させる。

「──『烈震斬グランドクエイク』」

　火力重視の大剣技。その分、隙が大きく、本来であれば連携の中でしか使う機会のない技だが、完全に虚をついた上、《閃獣使いテイマー》はその性質上敏捷性アジリテイの低いプレイヤーが多い。

　あらかじめくるとわかっていなければ間に合わない計算ずくの一撃は──しかし、ぎりぎりのところで回避された。

　屋上の床で飛び散るエフェクトと、重く空疎な手の感触。

「あっぶな……！」

　至近距離から聞こえるナイエの焦ったような声。

　そのすべての感覚を拾いながら、蓮也の意識が向かったのはナイエのブレードだった。

　ほのかに淡く輝く杖つえ形のブレード。

　どこかで見たような光──

「さすが《不敗の王剣クラウン》。まさか読み切っても危ないなんて」

「──読み切る？」

　答えず、再度ステップを踏もうとしたナイエに、蓮也が突き出した剣は、あっさりとかわされた。

　まるであらかじめ来ることがわかっていたかのように。

「『黒こく獣じゆう天てん恵けい』！」

　無言起動ノーランスキルを諦あきらめたナイエが喚よび出した閃せん獣じゆうは、巨大な象の形をとった。

「……っ、『燐りん火か迅じん衝しよう』！」

　行く手を遮る黒い象を一瞬で消し飛ばした蓮也は、即座にナイエを追おうとして、

「──そーくると思ってた」

　眼前に振り下ろされる杖をぎりぎりのところで受け止める。

「なに……!?」

《閃獣使いテイマー》が近接戦闘を仕掛けてくる……？

　想定外に重い一撃につばぜり合いを続ける蓮也は、息も吹きかかる距離で睨にらみ合う。

「セオリーってものを知らないのか……！」

「……あはっ、その言葉、蓮センパイにだけは言われたくないってゆーか！」

　ローブの裾すそをはためかせたナイエがまとうのは、黒いエフェクト。

　その黒いエフェクトがさらなる力を与えるように、蓮也の片手剣を押し込んでくる。

　まずい、押しきられる──！

　そう思った刹せつ那な。




　一陣の朱あかい風が吹き抜けた。




　朱い風は眼前の《閃獣使いテイマー》を吹き飛ばし、屋上のフェンスへと叩たたきつける。

　煌きらめくダメージエフェクトは桜色。

　はためく緋ひ色いろの着物ドレス。どこまでも主張するウサ耳フード。白いニーソックスと編み上げブーツに覆われた足は、蹴けりを放った姿勢のまま美しく止まっている。

　背中に回された薙刀なぎなたの紅あかい『Ⅶ』の刻印を確認するまでもない。

「……《幻影の兎姫ミラージユラビツト》」

　蓮れん也やは窮地を救ってくれた幼なじみの名を呼んだ。





　　　†×†






『うおおお《幻影の兎姫ミラージユラビツト》!?』『なんでミララビが乱入イントルーデイングしてんだ!?』『テンション上がる！』

『大丈夫？　蓮也』

　盛り上がる観戦者オーデイエンスを尻しり目めにダイレクトメッセージを飛ばしてきた《幻影の兎姫ミラージユラビツト》『ＭＩＣＡ』──兎と神がみ舞まい花かに、蓮也は目を見開く。

「なんで──」

『こっちのセリフだよ。なんで蓮也がＯＢＭアウトブレイクモードをしてるの？　相手の子は何者？　それに』

　そこで一度ユウリを見た舞花は、はっきりと言った。

『同じ顔なのはどういうこと？』

　疑問はすべて提示したと言わんばかりの舞花に、蓮也は苦笑する。

　そのまま答えを返そうとして。

「──あーあ。こーゆうのなんてゆーんだっけ？　えーと……そうそう、水を差される、だ」

　服の乱れを直すようにしたナイエが、投げやりに言う。

「どーしてくれるのかな、《幻影の兎姫ミラージユラビツト》？」

　その冷たい眼まな差ざしを受けて、舞花は片手だけで器用に薙刀なぎなたを振り回す。

『さあ？　あたしにあなたの都合をきかれても困る』

「……いー度胸してるね。なーんかムカツクかも」

『だから？』

「とりあえず、同じ目には遭わせたいかな」

『……いきがるのはいいけれど、三対一だってわかってる？』

「だから？」

　挑発的なやりとり。ただの挑発ではなく──ナイエは本当にやろうとしていた。

　伸ばした右手に杖つえを握り、黒いエフェクトをまといはじめる。

　その反応に、舞まい花かのほうが小さく舌打ちをした。

　戦わずに相手を引かせるつもりだったのだろう。おそらくナイエの得体が知れないから。

　現ブレードリンク最強の一角《刻印者ナンバーズ》である《幻影の兎姫ミラージユラビツト》からも危険視される相手。

　数の上での優位はあまり当てにならない。

　細心の注意を払って戦う必要がある──片手剣を構え直した蓮れん也やがそう思って睨にらみ据えた瞬間。

　不意にナイエが目をまたたかせ、虚空を見ながら小声でなにか呟つぶやいた。

（……誰だれかと、話してる？）

　怪け訝げんそうに蓮也が見つめている先で、ナイエは構えをといて細い肩をすくめると、

「はー……興ざめ」

　唇をとがらせ、いかにも不満げに負けを宣告リザインしてきた。

　同時に武装が解かれて元の制服姿に戻ると、不服そうな表情を一変させて朗らかに笑む。

「いやー、ナイエは戦う気まんまんだったんだけどねー？　今日はいろいろ都合が悪いとゆーかなんとゆーか。まーとりあえずまた今度ってことで」

　ひらひらと手を振り、あっさりと踵きびすを返したナイエに、舞花が慌てて声をあげる。

「ちょ、ちょっと！　なに言って……」

　舞花の声など聞こえていないかのように無視し、屋上を後にしようとしたナイエは、

「──あ、そーだ」

　屋上の扉に手をかけたところで、ふと思い出したように振り返った。

　ふわりと翻る青みがかった銀髪。太陽の光にも負けない輝く白い肌。

　ユウリによく似た顔が、ユウリが絶対に浮かべない不敵な表情を浮かべる。




「次は正々堂々正面から正攻法で裏をかくから」




　その、セリフは──。

　口を開いた蓮也が声をかける前に、屋上の扉はゆっくりと閉じていった。






二章　羊頭狗肉　The Girl Triggers Strain






「──現実と夢を分け隔てるものはなんだろうか？」

　紅あかい月の光が差し込む王の間で、玉座に座った《斬虐の女王クイーン》が不ふ遜そんに足を組んでいる。

　輝くティアラ、揺れるツインテール、口元には微笑。

「論理的な連関の有無？　けれど論理的な連関の存在する夢もある。物理的な証拠の有無？　なら仮想現実は？　ボクたちがＲ３仮想現実と呼んでいる空間に物理的な肉体は存在しない。その一面だけを切り取れば仮想現実と夢は同じだと言えてしまう」

　拡張認識レイヤードリアル上で小さなペーパーナイフを可視化した彼女──兎と神がみ散ちる葉はは、蓮れん也やの目の前に存在していた無数のタグを斬きり刻んでいく。

「仮想現実が夢ならば、そこに存在するものもすべて夢だ。目覚めれば消える、泡沫うたかたの存在。そんなものに──蓮兄くんは価値を認めるのかな？」

　不意に話を振られた蓮也は、ため息を吐ついて言う。

「……お前は本当に言葉遊びが好きだな、散葉」

　そんな蓮也のリアクションに、なにが楽しいのか一つ年下の小さな幼なじみはイタズラめいた笑みを浮かべた。

「ホモ・ルーデンス。元来、人の本質は遊びにあると言った歴史家がいるよ、蓮兄くん」

「歴史家に人のなにがわかる……俺が今幼なじみにわけのわからないことを言われて困ってることも解決してくれるのか？」

　投げやりに返すと、散葉は声を出して笑った。

「少なくとも彼は蓮兄くんほど面白いことは言わないね」

　ペーパーナイフを消した散葉は玉座からぴょこんと降りると、立てかけていた巨大な鎌かまを手にこちらへと歩いてくる。

　瞬間、蓮也は右手に《インディフィニット》を可視化して構えた。

　迸ほとばしる威圧感、漲みなぎる興奮。

　ブレードリンクｖｅｒ．バージヨン１でプレイヤーに畏い怖ふと恐怖を撒まき散らした《斬虐の女王クイーン》は、しかし拍子抜けするほどあっさりと蓮也の横を通り過ぎていった。

「戦いたいのは山々だけど、今はまだそのときじゃない」

　不可解な言葉に、蓮也は思わず振り返り──そこにいた『少女』に目を見開く。

　騎士が身につける甲かつ冑ちゆうのような重装備。

　驚きに声もない蓮也を嘲あざ笑わらうかのように、騎士は重たいヘルムをゆっくりと持ちあげる。

　背中に広がる青みがかった銀髪。人差し指を立てた彼女は──祈いのり刃はナイエ。

「次は正々堂々正面から正攻法で裏をかくから」

　碧あおい瞳ひとみを細め、妖あやしげに笑うナイエに、蓮れん也やは──




「──蓮也！」




　耳元であげられた声が、蓮也の意識を覚かく醒せいさせた。

　視界に映るのは見慣れた自室の天井。背中に感じるのはマットレスのクッションだ。

　頭を押さえながら起きあがると、蓮也の意識覚醒を読み取ったＱＤクオリアデバイスが現在の時刻や温度などの雑多な情報を拡張認識レイヤードリアル上に次々と表示していく。

　それらを視線操作アイジエスチヤーで適当に消していると、すぐそばから声をかけられた。

「大丈夫？　うなされてたみたいだったけど……」

　気づかわしげな声と鼻び腔こうをくすぐるほのかな甘い香り。

（……舞まい花か？）

　蓮也はまばたきを繰り返しながら、直前まで見ていた夢のことを思い出して呟つぶやいた。

「……ああ、いや、少し夢見が悪かっただけだ」

「体調は？　慣れないうちのＯＢＭアウトブレイクモードは時間が経たってから影響が出ることもあるから」

　そう言いながら舞花がベッドの上に膝ひざを載せて、額に手を当ててくる。

　ひんやりと冷たい手。

「……少し熱い、かな？　蓮也、平熱は三六度二分だったよね」

　なぜ舞花が平熱のことを知っているんだろう。まだハッキリとしない頭でそんなことを考えていた蓮也は、突然顔を近づけてきた幼なじみにまったく反応できなかった。

　睫まつ毛げの数までかぞえられそうな至近距離で、目を閉じた舞花はさらに顔を近づけて自分の額を蓮也の額に当ててくる。

　これ以上ない近さとあまりに衝撃的な行動に、一気に目が覚めた。

「──っ」

「え、ちょ──きゃっ!?」

　弾はじかれたように離れようとした蓮也は、勢い余って舞花ごと後ろに倒れる。

　ぎしぎしと揺れるベッド。胸の辺りに感じる豊満な二つの膨らみ。乱れたブラウスからのぞく鎖骨。まくれたスカートと、剥むきだしになる刺激的な太もも。

「……蓮、也？」

　揺らぐ瞳。濡ぬれた唇。

　かすかに頬ほおを赤らめた舞花は、戸惑うような、恥じらったような眼まな差ざしを向けてきて。

　不自然に高鳴る鼓動。意味もなく拡張認識レイヤードリアル上で開く検索ウインドウ。

　思わず蓮也がそらした視線は、舞花が身につけた可愛かわいらしいエプロンへと向かい──

　……エプロン？

「ちょっと待て」

　唐突に冷静になった蓮れん也やは、通常運転をはじめた思考に目を細める。

「なんで舞まい花かがここにいるんだ？　というか、どうやってうちの中に入ってきた？」

「え？　もちろんセキュリティを解除してだけど」

　拡張認識レイヤードリアル上でパスを可視化してみせた舞花に、蓮也は思わず声を張り上げた。

「いやだからなんでそのパスを舞花が持ってる!?」

　通常、セキュリティパスはマンションの住人とその肉親にしか配布されない。住人でも肉親でもない舞花が持ちうるはずがないのだが。

「おばさんに特別認識許可証を発行してもらったから」

「母さんに……？」

「ほら、おばさんずっと研究所のほうに泊まり込んでるでしょ？　蓮也一人じゃ食生活とか絶対適当になるし、あたしが見に行きましょうかって言ったら」

　舞花が表示したそのときのチャットログには、蓮也の母親が送った『おねがーい』という文字がきらびやかに装飾されていた。

「当事者抜きで勝手に決めるな！」

「でも蓮也、実際にちゃんと食事してなかったじゃない。昨日はコンビニで適当なお総菜セットだったし、一昨日はファストフード、その前は──」

「なんで……そんなことまで知ってるんだ」

「え。……あー、えーと、それは……幼なじみだから、とか？」

　悪びれた様子もなく笑う舞花に、蓮也は頬ほおを引きつらせる。

　いったん場を仕切りなおそうと考えた蓮也は、近すぎる幼なじみから顔をそらし、

「とにかく、どいてくれ」

　身体からだを起こそうとして。

「……嫌だって、言ったら？」

「は？」

　わけのわからない返答に、いまさらながら両手両足が完かん璧ぺきに押さえつけられていることに気づく。

　それもただ押さえられているのではない。極きめられている。

「ま、舞花……？」

　兎と神がみ流古武術道場の跡取り娘は、戦せん慄りつする蓮也を見ていなかった。

　エプロンを外し、ブラウスの前を開け、虚うつろな目でここではないどこかを向いている。

「よ、よく考えたら、これってチャンスなんだよね……こんな機会、もう二度とないかもしれないし……もしかしたら、蓮也も──」

「お、おい──!?」

　ブツブツと呟つぶやく舞まい花かに、蓮れん也やが本気で身の危険を感じたそのとき。




「なにをしているんですか」




　冷め切った声。

　部屋の入り口へと首を振り向けた蓮也は、そこに救世主の姿を見た。

「……世せ良ら樹きユウリ」

　忌いま々いましそうに呟いた舞花に、ユウリは露骨に眉まゆをひそめた。

「祈いのり刃は、です。犯罪者の兎と神がみ舞花先輩」

「はあ？　犯罪者って──」

「言い訳する前にご自分の姿を客観的に見つめられてはいかがですか」

　そこでようやく我が身を省かえりみたのか、舞花は蓮也と目を合わせると顔を赤くしてそそくさとベッドから降りる。

「うぅ、しまった……早まったかも」

　頭を抱え込みながらなにやら呟いている幼なじみを意図的に無視して、危地から脱した蓮也は、再び起きあがりながら言う。

「……で、お前はなんでここにいるんだ？」

「え？」

「セキュリティ、かかってたよな」

　蓮也の問いに、ユウリはなんだそんなことかと言わんばかりに控えめな胸を張った。

「言ったはずですよ先輩。あの程度のものはセキュリティに数えられません。わたしならマイクロキーアドレスを導出するまでもなく──」

「そうじゃなく」

　得意げな表情のとことんズレた後輩に、蓮也はがりがりと頭をかく。

「セキュリティを勝手に破って侵入してきた理由を訊かせろって言ってるんだ」

　今日は平日で、今は朝の七時一二分だ。当然ながら幼なじみに予定より早く起こされることや、後輩に許可無く自室へ侵入される予定などない。

「そ、それは……その」

　蓮也の剣幕に驚いたのか、はたまた自分の非に気づいたのか、一転してドヤ顔から怒られた子猫のような顔になったユウリに、息を吹き返した舞花が追撃を浴びせる。

「そ、そうよ、あなたのほうこそ犯罪者じゃない。ちゃんと蓮也にアポはとったの？」

　いや、アポをとってないのは舞花もだが。

　そう蓮也が突っ込む間もなく、ユウリが声を張り上げる。

「もちろんです。事前にチャットを送りました」

　反撃するユウリに、蓮れん也やは拡張認識レイヤードリアル上でメニューを開き、未読のチャットを確認する。

　確かにユウリから『明日一緒に登校してもいいか』という内容のメッセージがあった。

　……夜中の三時に。

「先輩からお返事がいただけなかったので、なにかあったのかと思い、侵入するのはそんなに悪いことですか？」

「「悪い」」

　声を揃そろえた蓮也と舞まい花かに、けれどユウリはめげなかった。

「で、でも実際に先輩は兎と神がみ先輩に押し倒されていました！　わたしが来なければ、その、いろいろと問題が生じていた可能性もありましたよね？」

「あ、あれは別にそういういかがわしいことじゃなくて……仕方がないことというか」

「仕方がないで犯した罪が許されるとでも？」

「そういうあなたは不法侵入の件をどう考えてるわけ？」

「……非常時の場合は仕方が──」

「自分でも言ってるじゃない！」

　わーわー言い合う二人に、蓮也は頭を押さえて。

「──いいから二人とも出てけ」

　一喝するように低く呟つぶやいた。
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「で」

　ことあるごとにぶつかる二人に手を焼きつつ、蓮也が通学バスに乗り込んだのはそれから一時間後のことだった。

　そのことに対する苛いら立だちを隠さず、蓮也は左隣で縮こまるユウリに言葉を投げる。

「なんだったんだ結局」

「……その、わたしは先輩に相談したいことがありまして」

「それは早朝に人の家に不法侵入するほど緊急の要件だったのか？」

「………………いいえ」

　か細い声はほとんど聞こえなかった。

　うつむくユウリに蓮也は目を細め、そのまま右隣に座る幼なじみへと視線を動かす。

「舞花にも訊きいてる」

「あ……あたしはだから、おばさんに頼まれて──」

　無言で見つめる蓮也に、舞花は途中で押し黙った。

　そのまま気まずそうに目をそらす。

　舞まい花かは新入生歓迎会エキシビシヨンマツチのあと、かたる同様蓮れん也やたちへの手出しをしないと誓った。

　けれど同時に、情報提供も拒んだ。

《世界変革計画プロジエクトシフト》、『第六機関シツクスオルガン』。

　蓮也たちが止めようとしている計画とその首謀者について、おそらく《刻印者ナンバーズ》である舞花はユウリ以上に把握している。

　にもかかわらずそれらの情報を蓮也に伝えず、その理由ごと答えることを拒否していた。

　今回の突然の訪問がその件と関係していないとはとても思えない。

「本当のところは話せない、か」

　口調だけは柔らかく言った蓮也に、舞花は小さく「……ごめん」と呟つぶやき、

「でも、蓮也は……蓮也だけは絶対にあたしが護るから」

　意味のわからない、いや意味はわかるが文脈のわからない言葉。

　幼なじみの決意の横顔を見つめ、蓮也は一度目を閉じる。

「まあそっちはとりあえず置いておくとして……ユウリ」

「──え」

　不自然に驚いたリアクションを見せたユウリに、蓮也は眉まゆをはねあげる。

「どうした？」

「あ──い、いえ、なんでもないです」

「……お前まで隠しごとか」

「そ、そうではなく……あの、先輩に名前を呼ばれたのは、はじめてだった気がしたので」

　もじもじと手をこすり合わせるようにしてうつむくユウリに、蓮也は言葉を失う。

「それで！」

　見つめあう蓮也とユウリのあいだに割り込むようにして、舞花が尋ねる。

「ユウリさんの相談ってなんだったの？」

　硬い笑顔の舞花に、ユウリは視線をそらして言う。

「わたしが相談するつもりだったのは先輩ですから」

「……それはあたしがいるからできないってことかな」

「ご理解いただけて幸いです」

「──っ、だからなんでそういう態度を──」

「舞花、声」

「……っ」

　ちらちらとこちらを見る乗客に気づいたらしく、立ち上がりかけた舞花が再び着席する。

　蓮也は不満そうな幼なじみを横目に見ながら、ため息をついて言う。

「相談ってのは昨日のことか？」

　ユウリが目を見開き、そんな自分のリアクションに気づいてぐっと顎あごを引く。

　今までもユウリが突拍子もない行動をとることはあった。

　だが、早朝の時間にこちらの返事も待たず侵入してくるというのは明らかに異常だ。

　そしてそんな異常な行動を取ってしまうほどの出来事が、確かに昨日起きていた。

　屋上で突然ＯＢＭアウトブレイクモードを挑んできた少女、祈いのり刃はナイエ。

　ユウリによく似た……本人曰くまったく同じＤＮＡを持った双子の妹。

　そんな存在が目の前に現れて、動揺しないほうがどうかしている。

「彼女が言っていたことは……いえ、それよりも、わたしたちが計画を止めようとしていることが機関に知れて……だとすれば彼女は──」

「落ち着け」

　まとまらない思考をそのまま垂れ流したユウリを小声で諫いさめる。

　確かに整理すべき情報はいくらでもある。ナイエの存在。このタイミングで彼女が現れた理由。母親がユウリを失敗作と呼んだこと。

　けれど。

「よく考えてみろ。あいつは俺たちの敵だ。敵の言うことを鵜う呑のみにする必要があるか？」

　息を呑むユウリの代わりに、我関せずと窓の外を見ていた舞まい花かが呟つぶやく。

「みんな蓮れん也やみたいに考えられればいいのにね」

　どういう意味だ──そう問い返そうとしたところで、バスが朱しゆ天てん寺じ学がく園えん前の停留所に停車した。

「今は情報の足りない不確かなことを気にかけるより先に、考えるべきことがあるだろ」

　バスから降りた蓮也は、少しだけ声のボリュームを下げて続ける。

「お前の最終目的はなんだ？」

　蓮也の問いに、ユウリは自分に言い聞かせるように呟く。

「……計画の阻止、です」

　計画の阻止という言葉に、我関せずの態度を貫いていた舞花がぴくりと反応した。

　三ヶ月後に行われるブレードリンク最大の公式大会《世界変革計画プロジエクトシフト》。

　ブレードリンクのプレイヤーのみならず、世界中の人間が注目するその大会でユウリの父親たち『第六機関シツクスオルガン』は優勝者を媒介に全人類を超常存在《ＮＥＸＴ》へと強制変革するウイルスを流し、文字どおりの世界変革をなそうとしている。

　拡張認識レイヤードリアルに極端な適性を持つ代わりに、自己完結する存在──《ＮＥＸＴ》。

　強制変革に伴う多大な犠牲。その阻止がユウリの行動原理で、至上目的だ。

「そっちのほうで考えるべきことは山積してるんじゃないのか」

　ブレードリンクはｖｅｒ．バージヨン２以降、公式大会のほとんどをクラン戦三人以上のチームでの対戦としており、必然的にチームを組んでくれるメンバーが必要になる。

　また公式大会はＳ～Ｅのクラスに分けられ、高クラスの大会に出場するためには公式大会で結果を残すたびに得られるクランポイントを一定数貯ためなければならない。

「クランポイントのほうは……とりあえず今週末の『ＳＶ戦サバイバルマツチ・クラスＣ』にエントリーしました」

「メンバーは？」

　クランの最低構成人数は三名。

　蓮れん也やとユウリ、そこに最低でも一人以上加えなければ大会には出られない。

　押し黙るユウリに、蓮也はため息を吐つき──

「人が足りないなら、あたしがクランメンバーになるけど」

　思いもよらない言葉は、蓮也の左隣を歩く幼なじみから発せられた。

　蓮也がなにか言う前に、ユウリが不審そうに口を開く。

「なんの冗談ですか？　兎と神がみ先輩は鳥ちよう獣じゆう戯ぎ……あちらのクランで本大会への出場が決まっているはずです」

「それ、なくなったの」

「……え？」

「公式のアナウンスは少し先になると思うけど」

　足を止めた蓮也とユウリに、少し先を歩いていた舞まい花かがゆっくりと振り返る。

「《鳥獣戯画あつちのクラン》は辞めるから」

「──は？」

　舞花の衝撃告白に、目を丸くした二人は。




「へえ──そうなんだ」




　唐突な第三者の声に、振り返る。

　見つめあう蓮也たちの横合いからひょっこりと顔を出した、青みがかった銀髪の少女。

　朱しゆ天てん寺じ学がく園えん高等部の制服を着た彼女は。

「祈いのり刃は、ナイエ……」

　にっと微笑ほほえんだナイエは、左手首のチャームを揺らし、人差し指を顎あごの下に当てて言う。

「朝からいーこと聞いちゃったなー。こういうのを確か……そうそう、早起きは三文の得？　だいじょーぶだいじょーぶ、ナイエは秘密を言いふらす趣味はないから」

　身構えた舞花に、軽く言うナイエは、白々しく小首を傾かしげてみせる。

「んん？　違う？　あ、そっかそっか、まずは挨あい拶さつからだよね。おはよーGod morgon、今日も良い天気だね」

「……バカにしてるの？」

　軽く敬礼するような仕草を見せたナイエに、舞まい花かが目をすがめる。

　幼なじみが見せた本気の合図に、蓮れん也やは舞花を制してナイエと向きあった。

「や、蓮センパイ。今日もカッコイイねー」

「……そういうお前のほうこそ今日も可愛かわいいな」

　適当な言葉を口にした蓮也は、目の前の少女を注意深く観察する。

　蓮也が見ているのはナイエだけじゃない。

　記憶の中の甲かつ冑ちゆうを着こんだプレイヤー──『Ｋ／ＮＩＧＨＴ』だ。

「せ、先輩！」

　観察は、背後からユウリに手を引かれることで中断される。

「彼女は向こう側の人間ですよ？　それに──《虚構書記オーバーライト》も……使える可能性が、あります」

　ユウリ自身確信が得られていないからだろう、戸惑いの込められた言葉。

　その露骨な警戒する態度に、ナイエは大げさに肩を竦すくめてみせる。

「その反応、心外だなあ」

　あーあ、とため息を吐ついてブレードを可視化した。

「昨日も言ったとおり、ナイエはママmammaに言われて来ただけで、基本的にはただの女子高生なんだよ？　それなのにそんなに警戒されちゃったら──」

　デフォルメされた可愛らしい杖つえのブレードが、一瞬にして典麗な装飾が施された戦闘形態バトルモードのそれに変わった。

「警戒されるようなことをしたくなっちゃうじゃん」

　低く呟つぶやかれた言葉。

　唇の端をつり上げてさりげなく距離を取ったナイエに、ユウリが口を挟む。

「──いいんですか。三対一ですよ」

　震えた声に、ナイエはくすりと小こ馬ば鹿かにしたような笑みを返し、

「あは、ご心配どーも。でも──ナイエが一人だなんていつ言ったっけ？」

　冷たく笑う《閃獣使いテイマー》が、人目もはばからずブレードを取り回す。

　隠しようもない戦意と敵意。一触即発の空気は、

「……ナイエちゃん？　ケンカしてるの？」

　蓮也たちの背後から恐る恐る声をかけてきた女子生徒に、一瞬にして霧散した。

「あはっ、まっさかー」

　そう口にしたナイエはすでにブレードを消しており、なんの警戒もなく蓮也たちの前を横切って女子生徒の下へと駆け寄っていく。

「知り合いのセンパイとおねーちゃんがいたから挨あい拶さつしてただけだよー」

「えっ、じゃああの人が？」

「うん、昨日自己紹介で話した双子のおねーちゃん。ナイエに似て美人でしょー？」

「あはは、それ自分で言っちゃうんだ」

「だって事実だからねー。あ、そうだ、今日の授業って──」

　蓮れん也やたちそっちのけでおしゃべりに興じるナイエは、それが当然であるかのようにクラスメイトの女子と一緒に歩き始めた。

　その様子を呆ぼう然ぜんと見ていた蓮也たちは、着信したボイスチャットにびくりと反応する。

『またね』

　不可解な少女ナイエから送られてきたカラフルなメッセージはどこまでも不気味で──

　三人はしばらくその場で固まることしかできなかった。
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　ナイエの出現でうやむやになったが、舞まい花かの《鳥ちよう獣じゆう戯ぎ画が》脱退宣言は蓮也たちに十分な衝撃を与えた。

　蓮也たちだけではない。おそらくその話がほんの少しでも他ほかの人間に漏れれば──真偽を確かめるより早くパニックが起きるだろう。

　それだけアイドルクラン《鳥獣戯画》のメンバー《幻影の兎姫ミラージユラビツト》卒業のニュースは大きく、同様に蓮也たちのクランに加わるという話も信じがたいものだったが。

「それよりも、今はあの子のことのほうが大事だよ」

　詳しく事情を聞こうとした蓮也に、舞花はハッキリとそう答えた。

　とりあえずナイエの様子を観察する──すぐ隣にいる舞花やここにはいないユウリとのチャット会議でそう結論づけた後。

　蓮也と舞花は、休み時間はもちろん授業中も、拡張認識レイヤードリアル上でユウリから送られてくるナイエを中心に映した防犯用監視カメラの極秘ハツキング映像を見続けていた。

　教室でクラスメイトと動画を共有し、廊下を歩けばすれ違った女子と談笑。体育の授業では彼女を中心に輪ができている。

　祈いのり刃はナイエは転入一日で完全にクラスの中心人物になっていた。

　蓮也はすぐにユウリと同じ異能《虚構書記オーバーライト》を疑ったが、ナイエは明らかにブレードを使用していない。

　ただ積極的に人に話しかけ、オーバーなアクションをとり、相手を笑わせ、一緒に笑う。

　単純なコミュニケーション能力の高さで、周囲に認められ、受け入れられている。

『ねえ……あの子すごくいい子に見えるんだけど』

　舞花から送られてきたボイチャの通り、祈刃ナイエにあやしいところなどない。

　本当に母親に言われて転入してきただけ──。

『そんなわけないです』

　ユウリからのメッセージに蓮れん也やは目を細める。

　もちろんナイエが見たままの無邪気で明るい少女と思い込むつもりはない。

　蓮也たちに見張られているから振る舞いを変えている、ということもないだろうが、表の彼女とは違う顔が存在するはずだ。

　問題はその顔がどういう表情をしていて、なにを目的としているか──。

「──蓮也、蓮也」

　直接声をかけられて、蓮也は顔をあげる。

　いつのまにか教室にはクラスメイトの姿がなかった。

　どうやら無意識に『悪癖』が出ていたらしい。

《超過集中目の前のことに没頭してしまう》という蓮也の悪癖。

　すぐそばに立っている舞まい花かがまたかという顔をして腕を組んでいる。

「もう言うの五回目だけど……次、移動教室だよ」

　前を見ると、拡張認識レイヤードリアル上に次の授業までのカウントダウンが表示されていた。

　蓮也はそれらを横目に立ち上がると、先を行く舞花のあとを──追わなかった。

「ちょ、ちょっと蓮也！」

　逆方向へ向かう蓮也に、舞花がすぐに追いついて並んでくる。

　舞花は周囲をうかがうようにしてから小声で訊きいてきた。

「……どこに行く気？　なにかするつもりならあたしもついて──」

「トイレについてくるのか？」

「トイ──」急に顔を赤くした舞花が、「そ、そんなの、先にすませておいてよっ」と捨て台詞ぜりふっぽく言って踵きびすを返す。

　そのまま足早に去っていく幼なじみの背中を見送り、蓮也はトイレの前を素通りしてナイエのいる一年の教室へと向かった。

　歩いている途中で拡張認識レイヤードリアル上のチャイムが鳴り響き、授業が始まる。蓮也は半透明にしたウインドウに教室内の映像を映しながら、物理的にその教室を外からも眺めた。

　二重に聞こえる音声のうち、拡張認識レイヤードリアル上のほうをカット。

　眠気を誘う教師の声をバックサウンドに、平然と授業を受けるナイエを見つめ続ける。

　論理の積み重ねで得られない答えは非論理に求めるしかない。

　休み時間や授業中に教室の席に座って監視映像を見るだけでは得られない『なにか』。

　その『なにか』を求めて、蓮也は授業をサボってまで一年の教室に来ていた。

　舞花やユウリに話せばきっと呆あきれられるだろう。なぜそんな無駄な行動をとるのかと。

　もちろん非論理に無駄もなにもないので、そんな質問には答えようがないのだが。

　とりとめのない思考は、不意に背後から聞こえてきた音に遮られる。

（足音……？）

　あらためて確かめるまでもなく、今は授業中だ。

　授業のない教師なら廊下を歩いていてもおかしくはないが、足音が不自然だ。

　小刻みに歩いては止まり、また止まっては歩く……まるで迷っているかのような挙動。

　ふと興味をそそられた蓮れん也やは、そちらへ歩を進めようとして。

「──ぅ!?」

　突然胸の辺りにぶつかったなにかで、盛大にバランスを崩して尻しり餅もちをつく。

「つっ……なん──」

　場所が場所だけに口を押さえて苦鳴を堪こらえた蓮也は、ぶつかってきたなにか──同じように尻餅をついていた少女に目を見開いた。

　ふわふわの癖っ毛ショートに、眠たげな目。

　見慣れない制服を身につけた小柄な少女は、まくれたスカートを直すこともせず、キャラもののパンツを盛大に見せつけている。

　羊が描かれた下着はその少女に妙に合っていて、思わず見入ってしまった蓮也は。

「……えっち」

　無感情な少女の呟つぶやきに、ハッとして立ち上がった。

「──悪い、大丈夫か」













　謝る声が大きすぎたのか、拡張認識レイヤードリアル上の映像で、教師が廊下のほうを向いた。

　蓮れん也やは瞬時に思考を切り替えると、少女の手を取って足早にその場から離れる。

　大人しくされるがままになっていた少女をあらためて見やると、違和感が蓮也を襲った。

　ほわほわとした雰囲気の可愛かわいらしい少女。どこかで彼女を見たことがあるような──

　蓮也の思考を遮るように拡張認識レイヤードリアル上でタグがポップする。

『芹せり川かわ妃ひ継つぎ』『朱しゆ天てん寺じ学がく園えん中等部三年Ａ組所属』

　……中等部？

「なんで中等部の生徒が……」

　独りごとのように呟つぶやいた蓮也に、少女──妃継は短く答えた。

「高等部の、見学」

　同時に拡張認識レイヤードリアル上に小さな共有ウインドウを開き、臨時許可証を提示する。

　よく見ると、彼女のタグにも『高等部見学中』のステータスが表示されていた。

　蓮也がそれらを読み込んでいると、少女はゆっくり一言一言を噛かみしめるように言う。

「さっきまで、先生にあんないしてもらっていた。でも、はぐれてまよって」

「俺にぶつかったのか」

　こくりとうなずき、付け加える。

「そして、ぱんつをみられた」

「う」痛いところを突かれてうめいた蓮也を、妃継はじっと見あげる。

「ひどい。たとえふかこうりょくだとしても、みられつづけたことは事実。きっと廊下のぼうはんカメラにすべてうつっている」

　先んじて言い訳を封殺するとんでもない女子中学生に、嫌な汗が背中を流れていく。

「こころがきずついた。せいしんてきくつうをこうむった。おわびがひつよう」

　淡々と、表情一つ変えずに言う妃継は、そこでふっと視線をそらした。

　視線の先には朱天寺学園高等部の廊下が続いている。

　再び蓮也へと向き直った妃継は、察しろと言わんばかりの眼まな差ざしを突き刺してきて。

「……案内しろ、と？」

　答えないままじっと見つめ続けてくる妃継に、蓮也は『厄介事』の気配を感じとった。

「悪いが、別の教師を頼るか、案内の教師を捜すか、いずれにせよ他ほかを当たって──」

　唐突に蓮也の拡張認識レイヤードリアル上の視界に防犯カメラの映像ウインドウが出現する。

　先程の廊下に設置されていたと思おぼしきその映像には、蓮也と妃継が衝突する瞬間から、妃継の下着をじっと見つめている蓮也の姿までが克明に記録されていた。

「あんないしないなら、この映像をネット上にアップする」

「は……？」

「あなたがわたしのことをだれかに話してもアップする」

「お、前──」

「だいじょうぶ。わたしの顔はかくす」

「…………」

　誰だれかに話してもってなんだ？　というかいつの間にそんな映像を抜き出したんだ？　防犯カメラの映像って実は簡単に抜き出せるのか──？　などという思考が蓮れん也やの脳内をめまぐるしく駆け巡り、最終的に一つの結論に集約された。

「…………どこが見たいんだ」

　敗北感に塗まみれた蓮也の言葉に、少女は出会ったときと変わらない無表情で淡々と言った。

「とりあえず、ぜんぶ」





　　　†×†






　妃ひ継つぎのエスコートは、結局一時間近く続いた。

　授業をサボり、中等部生に高等部生が使用する施設を一から説明してまわる。

　そんな献身的な蓮也に、妃継は驚くほど多くの質問を飛ばしてきた。

　曰いわく、高等部の授業はどの程度のレベルなのか、蓮也はそんな授業についていけているのか、部活はどんなものがあるのか、蓮也はなんの部活に入っているのか、友達はいるのか、いないのなら普段なにをしているのか……などなど。

　また蓮也が妃継を案内しているあいだひっきりなしに舞まい花かのボイチャが届き続け、そのすべてに適当な答えを返して誤魔化し続けていたのだが、

『あたしも蓮也のいるトイレに行っていい？』

　なんの装飾も施されていないそのメッセージだけはさすがにスルーできなかった。

　もう、限界だ。

「……そろそろいいか」

　ため息と共に切り出した蓮也に、妃継は小首を傾かしげた。

　小柄な妃継のその仕草は、小動物を連想させる。

「これで、ぜんぶ？」

「いや、七割ってところだな」

　無言で例の映像を可視化した妃継に、蓮也は目を細めて切り出す。

「お前、そもそも校舎の案内には興味ないだろ」

　確信のこもった言葉は、妃継の動きを途中で止めた。

「……どうして」わかったの？　そう続けそうなのを遮って、長く息を吐く。

「あのな……お前が俺に訊きいてきた質問の中に、施設に関するものが一つでもあったか？」

　フリーズしたようにじっと一点を見つめる妃継は、ゆっくりとまばたきをひとつして。

「そういえば、してない」

　そのズレたテンポに、蓮れん也やは緩んでしまいそうになる意識を意図的に張り詰めた。

「もっと言えば学校の事にもほとんど触れてない。お前が興味を持っているのは──俺だ」

　自惚うぬぼれでも思い込みでもなく、客観的事実。妃ひ継つぎの質問は蓮也のことに終始していた。

　そこにどういった意図があるのかはわからない。蓮也を通して学校生活を想像していたのかもしれないし──そうでないのかもしれない。

　そしてそうでないのだとすれば、そこには別の目的がある。では、その目的とは？

　蓮也がその先につながる言葉を口にしようとした矢先、チャイムが鳴り響いた。

　チャイムの余韻が終わらないうちに、にわかに周囲がざわつきはじめる。

　授業が終わって教室を出る生徒、次の授業へと急ぐ教師。日常的な空気が緊張をやわらげ、蓮也は軽くなった空気に合わせるように冗談めかして言う。

「そんなに俺に興味があったのか？」

　吹けば飛ぶ、風船のような軽い言葉。

　毒舌の針で突き刺され、あっという間に破裂させられるかと思いきや。

「──ひていはしない」

　それとなく視線をそらした妃継は、

「あなたにきょうみがあるのは事実だから」

　まるで照れているかのようにうつむいた。

「……おい」

　その思いがけない反応に、蓮也が思わず突っ込もうとしたところで、妃継のほうが先に言葉を紡いだ。

「最後に、ひとつだけきかせてほしい」

　小さな声は、忙せわしなく行き交う教師や生徒の中で聞き取るのが難しい。

　引き寄せられるように身を乗り出した蓮也は。




「千せん宮ぐう蓮也──あなたにとって兎と神がみ舞まい花かはどんな存在？」




　そんな、不可解極まる問いをぶつけられて。

「は……？」

　なぜ、妃継が舞花のことを──。

　とめどなくあふれる疑問は、少女の浮かべた真剣な表情に残らず流された。

　真剣な人間には、真剣に対応しなければならない。

　降ってわいたような義務感に、気づけば蓮也は口を開いていた。

「幼なじみの……大切な人間の一人だ」

　蓮れん也やの答えた声は小さかったが、妃ひ継つぎは一度目を閉じ、

「そう」短く答えて、ゆっくりと踵きびすを返す。

　そのままふわふわした足取りで廊下の向こう側へと歩いていく様子を見て、蓮也は彼女が帰ろうとしていることにようやく気づいた。

「お──おい、待て！」

　まだこちらの疑問は解消されていない。

　そんな蓮也を嘲あざ笑わらうように、妃継は廊下の角を曲がる直前にこちらへと振り返って。

「いろいろとありがとう──《不敗の王剣》」

　不可思議な女子中学生は最後まで謎なぞを塗り重ねて、ぼんやりと去っていった。





　　　†×†






　結局、その後もナイエにあやしい動きは認められなかった。

「……おかしいです。おかしなところがないのが、おかしいです」

　ユウリの声が虚むなしく響くほど、ナイエはコミュ能力の高い普通の転入生でしかなかった。

　ナイエに不自然なところがないからといって、こちらから仕掛けるわけにもいかない。

　あくまで日常的には監視を続けたまま、迎えた週末──。

　ブレードリンクの公式大会、ＳＶ戦サバイバルマツチ・クラスＣに出場した蓮也たちは、そこで決定的な『動き』を目の当たりにした。

　ほぼ毎週末開催されるブレードリンク公式大会は、様々なバトル形式に分類される。

　中でも比較的スタンダードなＳＶ戦サバイバルマツチは、非常にシンプルだ。

　中規模のフィールドで複数のクランがランダムに戦い、自分たち以外のクランを倒す。

　単純明快で誤魔化しのきかない形式は、だからこそ実力通りの結果が出やすい。

　最も近い日程で、最も多くのクランポイントが得られるからというだけで選んだ公式戦ランクマツチは、結果的に大正解だった。

『アイソレーションリンケージサクシード！』

『決まったー！』システム音声をかき消す実況の声が、七組のクランを五分とかからず倒しきった蓮也たちの耳に響きわたる。

『ＳＶ戦サバイバルマツチ・クラスＣ予選Ｅ組は驚きよう愕がくのメンバー《不敗の王剣クラウン》『ＲＥＮ』、《幻影の兎姫ミラージユラビツト》『ＭＩＣＡ』擁するクラン……えっと、《ＲＹＭ（仮）》？　仮ってついてるけどいいのこれ？　……あ、いいんだ。──失礼、《クランＲＹＭ（仮）》が予選最速突破だあああ！』

『おおお、やっぱつええええ！』『《不敗の王剣クラウン》と《幻影の兎姫ミラージユラビツト》が組むとか反則だろ！』

　観戦者オーデイエンスのカラフルなコメントを尻しり目めに、《幻影の兎姫ミラージユラビツト》『ＭＩＣＡ』が小声で呟つぶやく。

「ＲＹＭって……ああ『ＲＥＮ』、『ＹＲ』、『ＭＩＣＡ』の頭文字を取ったのね」

「センスないなお前」

「か、仮だからいいんです……」

　蓮れん也やと舞まい花かの呆あきれるような言葉に、ユウリがそっぽを向く。

『つーかマジでクランのキャップとかどうなってんの？』『『ＹＲ』ってやつが低ランクなのはわかるけど《幻影の兎姫ミラージユラビツト》はランクＳだし、《不敗の王剣クラウン》も絶対高ランクだろ』『《不敗の王剣クラウン》、ランクＤだよ』『え、マジで？』『フォロー許可制にしてフォロワー絞ってるからじゃね』『ああそれで……ってズルくね？』『おい、ずりーぞ（仮）！』

「先輩……」

　気づかわしげに声をかけてきたユウリに、蓮也はあっさりと首を横にふる。

　やはり目ざとい観戦者オーデイエンスには気づかれたらしい。

　ブレードリンクに復帰した際、蓮也は自らのアカウントにロックをかけて自由にフォローできないようにした。その結果、フォロワーが簡単には増えないようになり、一定のフォロワー数が条件になるランクアップもしなくなったのだ。

　高ランクになれば突発的な限定大会への招待状が届いたり、特別なキャラクター装飾の解放、知名度の上昇に伴ったライブネットの出演依頼など、様々な点でメリットがある。にもかかわらず、蓮也が自ら制限をかけたのには当然理由があった。

　プレイヤーのランクは場合によって枷かせになることがある。それがクランの所属プレイヤーに課されるＲＣＳランクキヤツプ制度だ。

　ＲＣＳランクキヤツプ制度は、各クランの戦力均衡を図るため、公式大会のほとんどで適用されている。

　たとえばある大会に出場するには、Ｓランクのプレイヤーは一人以下、Ａランクのプレイヤーは二人以下と定められ、各クランはその規定を上回る形でメンバーを選べない。

　これによって、Ｓランクのプレイヤーだけで組まれるようなクランの編成が不可能になるのだが、このシステムを逆手にとって、プレイヤーとしては実力にふさわしくないランクに甘んじることでクランとしての戦力増強を図ることができるのだ。

　蓮也がフォローを許可制にしているのは、強制オンラインになるＯＢＭアウトブレイクモードで少しでも観戦者オーデイエンスを減らすためだが、このキャップ制度をまったく意識していなかったと言えば嘘うそになる。

　普通にプレイすれば《不敗の王剣クラウン》はＡランク以上にならざるを得ず、他ほかの高ランクプレイヤーをメンバーに加えることができない。

　だが、蓮也のランクが低いままならそういった事態は避けられる。

　蓮也たちは三ヶ月後の公式大会《世界変革計画プロジエクトシフト》で絶対に優勝しなければならない。

　そのためならたとえ卑ひ怯きようの誹そしりを受けようとも、打てる手はすべて打つ──。

　蓮也自身は観戦者オーデイエンスからのそういった指摘は予想の範囲内で、事前にユウリにも話しておいたのだが、予想と現実は違ったらしい。

　傷ついた表情を浮かべるユウリに、蓮れん也やはふとその顔を散々見続けたことに思い至る。

　もしかして、ユウリはずっと──

『ああっとー！』

　突然あげられた実況の大声に、蓮也は沈みかけた思考から顔をあげる。

『先程の結果発表は間違いだー！　他会場で《ＲＹＭ（仮）》より先に予選突破を決めていたクランがあったぞ！』

「へえ……」

　不敵に呟つぶやいた舞まい花かの隣で、蓮也はフィールドの中央に映された他会場の様子を見やる。

　マルチモニタ形式の映像のほとんどがいまだ戦闘中であり、決着のついているものは一つしかない。

　スタンダードな草原のフィールドに立つ二人のプレイヤー。

　その二人の姿を見た瞬間、蓮也たちは息を呑のんだ。

　カメラに背を向けた少女は、青みがかった長い銀髪を風に流し、壮麗な装飾を施された杖つえを手にしている。

　顔やプレイヤー名を見るまでもない。彼女とはすでに一度交戦したことがあるからだ。

　Ｒ３仮想現実でまでユウリそっくりの彼女は──

「『ＨＩＴＳＵＧ』……!?」

　驚きをそのまま声に出したのは、舞花だった。

《幻影の兎姫ミラージユラビツト》は滅多に声を出さない。一般人の前ではそういう設定になっている。

　にもかかわらず、感情そのままに言葉を口に出してしまった舞花は、こちらに背を向ける少女ではないほうを見ていた。

　どうやらナイエのパートナーらしき少女は舞花の知り合いらしい。

　そう思ってつられるようにそちらを見やった蓮也は、舞花以上に驚愕した。

　もこもこのショールにもこもこのホットパンツ、もこもこロンググローブにもこもこニーソックスと、ファンシー極まりない、まさに白い羊のような格好の小柄な少女。

　蓮也は彼女にも見覚えがあった。

　ふわふわした雰囲気で、眠たそうにしていて、可愛かわいらしいキャラもののぱんつを穿はいていた、謎なぞの女子中学生。

　──芹せり川かわ妃ひ継つぎ？

　驚愕のオンパレードは実況の声によって最高潮に達する。

『これはびっくり！　予選Ｇ組を突破したクラン《ＳＯＲＣＩＥＲＳ》にもみんなが知っている有名プレイヤーが在籍しているぞ！　その有名プレイヤーは──』

　プレイヤー名『ＨＩＴＳＵＧ』。

　そう表示された瞬間、蓮れん也やの中にあった違和感があっさりと解消された。

　メンバーそれぞれが犬、猫、羊、兎うさぎの四人組アイドルクラン《鳥ちよう獣じゆう戯ぎ画が》。

　舞まい花かも所属しているその大人気クランのメンバー『羊』。

　芹せり川かわ妃ひ継つぎこと『ＨＩＴＳＵＧ』こそが彼女の表の顔だった。

『Ｅ組には兎、Ｇ組には羊と、これは《鳥獣戯画》の内部抗争なのかー!?　両者勝ちあがりの決勝は来週だ！　みんな見逃すなー!!』

　まだ戦闘中の予選もあるのに、興奮しっぱなしの実況を笑う観戦者オーデイエンスのコメントが流れ、それ以上に来週への期待を込めたコメントが躍る。

　そんなポップな表示の向こうで、振り返った銀髪の少女──ナイエが、蓮也をまっすぐ見て、にたりと笑った気がした。






三章　錬者の作法　Farewell and Determination






　ＶＲプライベートチャットルーム〝あにかちゅ〟で、『ＭＩＣＡ』──舞花はファンシーな椅い子すに座り、四人がけテーブルについた他ほかの三人にその話を打ち明けた。

「え？」最初に声をあげたのは、《鳥獣戯画》のリーダーである『猫』こと『ＭＥＷ』だ。

「……ごめん、ラグったかも。もう一回言ってくれる？」

　聞こえているけれど、受け入れたくない。そんな『ＭＥＷ』の気持ちが痛いほどわかって、それでも『ＭＩＣＡ』は同じ言葉を繰り返した。

「《鳥獣戯画》を抜けさせてほしいの」

「──ダメに決まってんじゃん！」

　舞花が言い終わるより早く『ＭＥＷ』はファンシーなテーブルを叩たたいて立ち上がった。ややつり気味の大きな目は見開かれ、ピンと立ったネコ耳が小刻みに震えている。

「ちょっと……落ち着いて、みゅーちゃん」

『ＭＥＷ』の隣に座る清せい楚そな少女──『ＣＡＮＩＳ』がイヌ耳を伏せながらなだめる。

　噛かみつくように言ったあと椅子に座り直した『ＭＥＷ』を横目に、『ＣＡＮＩＳ』もまた戸惑ったように『ＭＩＣＡ』に話を振ってきた。

「どういうことかな、みーちゃん。《鳥ちよう獣じゆう戯ぎ画が》を辞めたいって、なにか不満でもあるの？」

　押し黙る『ＭＩＣＡ』に、『ＣＡＮＩＳ』は困惑するしかない。

　その様子を見て、『ＭＥＷ』が再び気色ばんだ。

「言えないようなことで辞めるっていうの!?」

「みゅーちゃん……」

「離しなさいよ！　《鳥獣戯画》はプロのアイドルなの！　すでにスケジュールは向こう一年びっしり埋まってるのよ!?　今ここで『ＭＩＣＡ』に抜けられたら──」

「わたしはいいとおもう」

　ずっと黙っていた最後のメンバー、ふわふわの衣装の『ＨＩＴＳＵＧ』が唐突に言った。

「『ＭＩＣＡ』がそうしたいなら、しかたない」

「な……」「なに、言ってんのよ……？」

　驚く『ＣＡＮＩＳ』と『ＭＥＷ』に、『ＨＩＴＳＵＧ』はゆっくりと続ける。

「『ＭＩＣＡ』をさそったのはわたし。『ＭＩＣＡ』の意志はそんちょうしたい」

「誰だれが誘ったとか関係ないでしょ!?　そんなこと言ったら《鳥獣戯画》を作ったのはあたしと『ＣＡＮＩＳ』じゃない！」

「みゅーちゃん、感情的にならないで。こういうときは冷静に話を進めないと──」

「とにかく」

　言い合う『ＭＥＷ』と『ＣＡＮＩＳ』に、『ＭＩＣＡ』はまっすぐ告げた。

「あたしの意志は伝えたから」

　早口でそう言うや否や、ログアウトのフェーズに入る。

「ちょ、ちょっと待ち──」

　声が途切れ、『ＭＩＣＡ』──舞まい花かは自室に戻ってきたことを確認してため息を吐いた。

　予想していた通り、メンバーたちに理解してもらうのはかなり難しそうだ。

　当たり前だ。誰がどう聞いても舞花がわがままを言っているにすぎない。

　それでも、舞花は退くわけにはいかなかった。

　かつて散葉が予言したとおり、蓮れん也やがこちら側に巻き込まれてしまったのだから。

　もちろんメンバーに真実を話せず、理解を得られないのは心苦しい。けれど……

　と、舞花が考えこんでいるあいだに、拡張認識レイヤードリアル上にボイスチャットの着信が告げられた。

『二人はわたしがせっとくする。わたしは『ＭＩＣＡ』のためにうごく』

「『ＨＩＴＳＵＧ』……」

『『ＭＩＣＡ』は『ＭＩＣＡ』のしんじる道をすすんで』

　簡素なフォントで綴つづられたメッセージに、舞花は胸の奥がじんと温まるのを感じた。

　そうだ。立ち止まるわけにはいかない。事情を知らずとも信じてくれる仲間だっている。

　そんな仲間のためにも、今は前を向かなければならないのだ──

　そう、思っていたのに。




　ＳＶ戦サバイバルマツチ・クラスＣの予選を勝ち抜いた翌日、舞まい花かは古いアパートを訪れていた。

　エントランスにオートロックなどはなく、そもそもエントランス自体がない。

　剥むきだしの外階段をのぼって二階の一室に辿たどり着いた舞花は、指で押すタイプのドアベルを前にほんの少し躊ちゆう躇ちよした。

　すぐにかぶりを振って気を取り直すと、あらためてボタンを押し込む。

　ピーンポーン、という古めかしい音が響きわたり、内側からドアが開かれる。

　出てきたのは、もこもこの羊のようなルームウェアを身につけた小柄な少女だ。

　ほとんどＶＲと印象の変わらない彼女の姿に、舞花は思わず呟つぶやいた。

「……『ＨＩＴＳＵＧ』」

『ＨＩＴＳＵＧ』──芹せり川かわ妃ひ継つぎは眠たげな目を一度だけまたたいた。
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　１ＤＫのその部屋は寒々しいにもほどがあった。

　打ちっ放しのコンクリート。必要最低限の家具に、ほとんど光源のない暗い室内。

　そして──壁面を埋めるモニタの数々。

　さながら一昔前の技術者ハツカーが暮らすような部屋で、ぬいぐるみのような服装をした少女が動いているのは非常にシュールだ。舞花がじっと見つめていると、

「はい」

　妃継は収納スペースから可愛かわいらしいクッションを取り出してきた。

「…………あ、ありがと」

　フローリングに直接クッションを敷いて座れということだろうか？　その微妙にズレた厚意を受けて床に座ると、剥きだしのコード類と積み重ねられた無骨な筐きよう体たいが目についた。

　ＱＤクオリアデバイスの普及以降、タワー型ＰＣなど一般家庭で見ることはまずない。妃継が『旧式コンピュータが好き』という話は聞いたことがあったが、まさかここまでとは──。

「じぶんでうごかせるものがすき」

「え？」

「ＱＤクオリアデバイスはちょくせつうごかすかんかくがあまりない」

　椅い子すに座った妃継は、今ではほとんど見ることのないプッシュボタン式の入力装置キーボードをカチャカチャと操作して、壁面のモニタに様々な情報を表示していく。

　国内のニュース、海外のニュース、注目度の高いブレードリンクのバトル、その戦力評価をリアルタイムで行うオープンチャット、株価のチャートなどもあった。

　ＱＤクオリアデバイスの巡回機能ネツトクローリングを使ったような光景に、舞まい花かは率直に言う。

「面倒じゃないの？」

　ＱＤクオリアデバイスを使った拡張認識レイヤードリアル上の操作なら視線一つですむ。いちいち指を使ってタイプするのは様々な面から無駄以外のなにものでもない。

　だが、妃ひ継つぎはふるふると首を横に振った。

「タイプすることじたいに意味があるから」

　妃継の言っていることの意味が舞花にはわからなかった。

（相変わらずだな……）

　元々舞花が《鳥ちよう獣じゆう戯ぎ画が》に入ったのは妃継に誘われたところが大きい。

　舞花が渡り鳥のように様々なクランを転々としていた頃ころに、声をかけてきたのが妃継だ。

　たまたま舞花の対戦を見かけただけだという妃継は、すでにそれなりの知名度を誇っていた《鳥獣戯画》に入らないかといきなり言ってきた。

　個人個人のＰＳプレイヤースキルは伴わない、人気だけのアイドルクラン。そんな場所に所属しても意味などない。そう思っていた舞花に、妃継は言った。

『おおきな敵とたたかおうとしているのなら、それにふさわしいきぼのクランがひつよう』

　こちら側の事情など一切話していないのに。

　いつもぼんやりしていて、ブレードリンクでも動きがいいとは決して言えないのに──。

　気づけば、舞花は妃継に導かれるように《鳥獣戯画》への参加を決めていた。

　出会った頃から変わらない、掴つかみ所のない雰囲気。

　口数は多くないものの、ときおり鋭く本質を突く言葉。

　今ではそこに親しみすら覚える相手に──舞花はまっすぐ向きあった。

「妃継……昨日のことについて、説明してもらってもいい？」

　ＶＲのチャットルームではなく、直接妃継の家を訪ねた理由。

　それは決して遊びに来たわけではなく、直接会って聞きたいことがあったから。

　妃継がナイエと組んで大会に出たこと。大会に出たということは、優勝を目指すということで、つまり──舞花の道を阻むということ。

　舞花の真剣な眼まな差ざしを受けて、妃継はキーボードを軽く叩たたいてモニタの一面にブレードリンクのとあるＳＶ戦サバイバルマツチを大きく映し出した。

　荒野のフィールドで、《幻影の兎姫ミラージユラビツト》と《不敗の王剣クラウン》が協力し、群がる他ほかのプレイヤーたちを次々と圧倒していくそのバトルは、まぎれもなく昨日の──ブレードリンク公式大会ＳＶ戦サバイバルマツチ・クラスＣで繰り広げられたものだ。

「わたしもまいかにいいたいことがある」

　モニタには一度も視線を移さず、まっすぐこちらだけを見つめてくる妃継に、舞花は胸の奥が締め付けられるような罪悪感を覚える。

《鳥ちよう獣じゆう戯ぎ画が》というクランでずっと戦ってきたはずの仲間が、もう別のクランを結成して大会に出場していたのだ。その移り身の速さに幻滅したのだろう。

　昔ならともかく、帰る場所のある今なら舞まい花かにもわかる。ずっと一緒にいるクランメンバーには、友人とも兄弟とも違う、独特の仲間意識が芽生えるのだ。

『戦友』という言葉がぴったり当てはまるような、戦いによって結ばれる絆きずなが。

　元戦友を前に、舞花はうつむいて唇を噛かんだ。

「そうだよね、ちゃんと事情も話さないでこんな行動をとるのは……ひどいよね。でも勘違いしないで、あたしは──」




「かんちがいしているのはまいかのほう。まいかがしっていることのほとんどはわたしもしっている」




　強い言葉で遮られて、舞花は顔をあげる。

「そしてそのことは、今かんけいない」

　ぴくりとも表情を変えず、淡々と口にする妃ひ継つぎが──わからなくなる。

「……………………え？」

　妃継が、舞花の事情を知っている？

　どこまで？　《世界変革計画プロジエクトシフト》を？　ＯＢＭアウトブレイクモードや《ＮＥＸＴ》、散ちる葉はのことまで？

　いつから？　舞花を誘う前から？　だから《鳥獣戯画》を抜けるときも止めなかった？

　だとしたら、なぜ？　どうして──

　繋つながらない論理。足りないピース。

　不合理と不調和に苛さいなまれた混乱の極致で、舞花はその可能性に思い至る。

　──妃継のパートナーだったナイエ。

　ユウリの双子の妹である彼女は、記憶を上書きできる可能性が高い。

　頭を抱えたくなる衝動をこらえて、舞花は冷静に妃継を観察する。

　記憶が書き換えられていたらという前提で眺めて、なにかおかしな点はないか──。

　舞花の必死な様子が伝わったのか、妃継はキーボードを見ずになにかをタイプする。

　すると、舞花の拡張認識レイヤードリアル上で添付データつきのメッセージが着信した。

　送り主は妃継。データを開くと同時にモニタの一面が、リアルタイムで動く心電図のようなグラフィックに変わった。

　添付データとモニタの内容はまったく同じものだ。

　右上に『わたしの脳波ぱたーん』という手書きらしき書き込みがある。

　妃継はちらりとその様子を見ながら、こともなげに言った。

「だいじょうぶ。きゅうな変化はみられないし、過去さんかげつのデータとほぼおなじ。わたしが記憶のかいへんをうけたけいせきはない」

　妃ひ継つぎが記憶を上書きされていない客観的証拠を提出してきた事実よりも、そのこと記憶を上書きする能力を知っていたということに、舞まい花かは衝撃を受ける。

　もう疑いようがない。妃継はこちら側のことを知っている。

　知っていて、舞花の前に立ちはだかっている。

　今までずっと。仲間として信じてきたのに。

《鳥ちよう獣じゆう戯ぎ画が》から抜けようとした舞花を、支持してくれると言ったのに──

　そんな舞花の思考を読み取ったように、妃継は静かに続けた。

「わたしは『ＭＩＣＡ』のためにうごくといった。でも『ＭＩＣＡ』の味方になるとはいっていない」

　舞花は急に目の前が暗くなったような気がして、天井を見あげる。

　そこにあるはずの電灯は、はじめからついていなかった。

「じゃあ、妃継は……『ＨＩＴＳＵＧ』は、あたしの敵なの？」

　ゆっくりと、上目づかいに見あげた先で、妃継はほんの一瞬息を呑のんだように見えた。

　無表情に走ったわずかな揺らぎ。

　眠たげな目を一度まばたき、小さな口を開いて、けれどなにも言わずに閉じる。

　無言の時間をたゆたわせたあとで、羊の名を冠した少女はゆっくりと告げた。

「……そう、おもってもらっていい」

　決別の言葉。重くお腹なかの底に沈みこんだ想おもいを抱きかかえて、舞花は力なく立ち上がる。

「いっしゅうかんごの決勝」

　そのまま部屋の外へと向かう舞花の背中に、小さくかけられた声。

「たのしみにしてるから」

　舞花は一度も振り返らず、なにも言わないまま暗い部屋を後にした。
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　アパートから出てきた舞花を見た瞬間、蓮れん也やは思わずブレードを可視化しそうになった。

　Ｒ１物理現実では大の大人相手の荒事でもまず引けをとらない古武術の有段者。

　その舞花が、血の気の引いた顔でふらふらと階段を降りてきたからだ。

『……大丈夫。少し、こたえただけだから』

　先んじてボイチャが飛んできて、蓮也は口にしかけた言葉を呑み込む。

　舞花の力ない視線は今出てきたばかりの一室に向けられていて、余計なことを口にするなという意図が読み取れた。

「一度落ち着いた場所に移動しましょう」

　蓮れん也やの後ろにいたユウリが静かにそう続けて、三人は蓮也の家へと向かった。

　つい先日、蓮也の日常を引っかき回した少女たちが、そろって神妙な顔でダイニングテーブルの椅い子すに座っている。

　そうならざるを得ない出来事が、この短い期間に立て続けに起こっていた。

「……『ＨＩＴＳＵＧ』が、あたしたちの敵になるとはっきり口にしてきた」

「え？」

「記憶操作の跡もなかった。『ＨＩＴＳＵＧ』は自分の意志で……あの子に協力している」

　普段の舞まい花からしくない、ぼそぼそとした声。

　アイドルクラン《鳥ちよう獣じゆう戯ぎ画が》のメンバーで、そのほわほわとした可愛かわいらしい容姿からファンたちからはマスコットのように愛されている、羊こと『ＨＩＴＳＵＧ』。

　現実で蓮也が出会った少女は、掴つかみ所のなさこそＶＲと変わりなかったが、その本質に言いようのない強したたかさがあった。

「協力って、具体的にどういう関係だと？」

「……そんな話はできなかったよ」

　投げやりにそう口にした舞花に、蓮也は眉まゆをひそめる。

「舞花は、あまり『ＨＩＴＳＵＧ』と仲が良くなかったのか？」

　ぶしつけな蓮也の問いに、幼なじみは勢いよく顔をあげた。

「そんなことない！　『ＨＩＴＳＵＧ』はあたしを《鳥獣戯画》に誘って、メンバーの中では一番──一番、わかりあえてると……思ってた」

　少なくとも、あたしは。歯切れの悪い語尾に、舞花は再びうつむいてしまう。

　舞花の話をまとめる限り、妃ひ継つぎははじめから『そちら側』の人間だった。

　ＯＢＭアウトブレイクモード、《世界変革計画プロジエクトシフト》、『第六機関シツクスオルガン』のことを知り、《刻印者ナンバーズ》の裏を知っている。

　その上で舞花に協力すると宣言した後、その宣言を翻すような行動をとってきた。

　その理由について彼女は話そうとせず、舞花もまた思い当たる節がない。

　なにより──なぜ妃継が『そちら側』のことを知っていたのか。

「《鳥獣戯画》というクラン自体が、はじめからブレードリンクの裏側について知っていたという可能性はないのですか」

　ユウリの質問に、舞花は力なく首を横にふる。

「……ありえないそんなの。『ＭＥＷ』も『ＣＡＮＩＳ』も普通の女の子だもん」

「でも──」

「『ＨＩＴＳＵＧ』だってそうだよ！」

　ばん、とテーブルをたたくようにして、舞花が声を震わせる。

「ちょっとおっとりしてて、たまにわけのわからないことは言うけど、甘い物と古い機械が好きで、笑うととびっきり可愛くて──ブレードリンクでアイドルなんてやってなければ、本当に普通の女の子なんだよ……」

　ブレードリンクでアイドルなんてやってなければ。

　その言葉に込められた重さは、実際にその立場にある舞まい花かにしかわからない。

　Ｒ１物理現実で舞花たちが《鳥ちよう獣じゆう戯ぎ画が》のメンバーだと知られれば、即座にもてはやされ、羨うらやましがられ、妬まれるだろう。一般人からすればそれだけの価値があるのだ。

　けれど、彼女たちには彼女たちなりの苦労があり、辛つらさがあり──事情がある。

「……ひとまず『ＨＩＴＳＵＧ』については置いておいて、あいつから攻めよう」

　あいつ。あえて名前を出さなかった蓮れん也やに、ユウリが口を開いた。

「わたしに調べさせてください」

　胸に手を当て、はっきりと言い切ったユウリに、蓮也はうなずき、

「ああ、お前にも──」

「いえ、わたしにもではなく、わたし一人に調べさせてください」

「お前一人に？」

「なに言ってるの……そんなのリスクしか」

「いいえ。むしろリスクはそちらのほうが少ないと言えます」

　ユウリは断固とした意志を強い眼まな差ざしにこめて、蓮也たちにぶつけてくる。

「彼女──祈いのり刃はナイエが狙ねらっているのは先輩ですから」

「……どうしてそう思う」

「どうしてそう思わないんですか」

　即座にユウリに切り返されて、蓮也は黙らざるをえなかった。

　ナイエはもう何度も蓮也に向かって言い放っている。

　ほしいのは蓮也。蓮也をパートナーに迎えたい、と。

「待って。それならあたしでも」

「申し訳ありませんが兎と神がみ先輩。わたしはあなたを完全には信用できていません」

　感情を抑えた声で、ユウリは淡々と言う。

「兎神先輩はわたしたちに話していないこと……話せない秘密がありますよね？」

《世界変革計画プロジエクトシフト》で与えられた役割。そして、『散ちる葉はに至る道』という言葉の意味。

　それは舞花自身も十分に自覚があるのだろう。

　ぐっと言葉を呑のみ込むようにして、視線をそらした。

「……誰だれだって、秘密の一つや二つくらいはあるでしょ」

「もちろんあります。けれどその種の秘密は、わたしと先輩のあいだにはありません」

「……っ」

　舞花はユウリを見ない。

　ぐっと歯を食いしばるようにして、溢あふれそうになる感情をこらえている。

　その様子を横目に、ユウリは再び蓮れん也やに向き直った。

「先輩は、祈いのり刃はナイエがわたしに対してとった態度についても理解があると思います」

　ユウリは母親から見限られた失敗作──。

　祈刃ナイエは、ありていに言って祈刃ユウリを馬ば鹿かにしていた。

　だからこそ、ナイエに接触する上でもっとも危険が少ない。

「わたしなら祈刃ナイエに攻撃ハツキングを仕掛けられても守る術すべがありますし、なにより──祈刃ナイエのことはわたし自身が解決しなければいけないことですから」

　上目づかいに見つめてくるユウリは、思いつめたような表情をしていて。

　蓮也はナイエが現れて以来、ユウリが何度もそういう顔をしていたことに気づいた。

　ユウリは、おそらくずっと考えていたんだろう。

　自分の妹を名乗る、自分そっくりの謎なぞの少女。彼女が口にした言葉の真偽を。

「たいした屁へ理り屈くつだな……」

　ため息を吐ついた蓮也に、ユウリはこともなげに言う。

「先輩のそばに居つづけたおかげです」

　懸命に浮かべられた笑み。強気を装った危うい表情に、蓮也はもう一度ため息を吐いて、

「……条件がある」

　了承の言葉を口にした。






四章　奇術師の選択　Play into The Her Hands






「……話が、違います」

　ＳＶ戦サバイバルマツチ決勝前日にナイエと会う約束をし、駅前広場の待ち合わせ場所に立ったユウリは──自分でもわかるほど不機嫌な表情を浮かべていた。

　その理由は。

「うわ、やっぱり休日のお昼は混こんでるね」

　すぐ後ろでカジュアルな服装の舞まい花かが辺りを見回し、

「人目がまったくないほうが不安になる。これから会う相手のことを考えればな」

　同じく私服姿の蓮也が腕を組みながらさらりとこちらを見てきた。

「どうした？」

　涼しげな表情が腹立たしくて、ユウリはもう一度同じセリフを口にした。

「話が違うと言ってるんです」

　ユウリはナイエと二人で会うと言った。その根拠とメリットもきちんと話したはずだ。

　にもかかわらず、蓮也と舞花は当然のようにここにいる。

「違わないだろ。ちゃんと条件を出したはずだ」

　蓮れん也やが出した条件は、ユウリがナイエと交わした会話の内容を完全に共有すること。

　ユウリ自身、言われるまでもなくそのつもりだったので軽く承諾していたのだが。

「情報を完全に共有するのに一番いい方法を知ってるか？」

　蓮也はユウリを見て、さらりと続ける。

「一緒に聞くことだよ」

「……ひっどい屁へ理り屈くつ」

　舞まい花かにまで苦笑されて、蓮也は心外そうに片目を閉じた。

「別に屁理屈じゃない。まあ屁理屈じゃないと主張する人間は大抵屁理屈を言ってるが」

　蓮也自身はそれで説明責任を果たしたと言わんばかりの表情をしていたが、ユウリも舞花も視線をそらしていなかった。

　二人のリアクションに、蓮也はため息を吐ついて付け加える。

「……相手の情報がほぼまったくない。わかっているのは俺たちの敵だということだけだ。警戒するのは当然だろ」

「ようするに心配なんでしょ」

　ざっくりと言った舞花に、蓮也は少し逡しゆん巡じゆんしてからうなずいた。

「……まあ、そうかもな」

　まっすぐ向けられた視線に、ユウリは慌てて身体からだごと向きを変えた。













　無性に顔が熱い気がして、その熱を逃がすように口を開く。

「つ……つまり、信用されていないんですね」

「信用はしてる。その上で心配もしてる」

　蓮れん也やのその言葉に、ユウリの顔が輪をかけて赤くなった。

「……そういうことをしれっと言えちゃうのが蓮也のすごいところだよね」

「褒めてるのか？」

「褒めてないよ」

　暗く呟つぶやいた舞まい花かを見て、蓮也は肩をすくめる。

「なら言い換えよう。ついてきたわけじゃない。舞花とのデート先がたまたまここだった」

「デ……だ、だからさ、そういうことを軽く口にしちゃうから──」

「お二人がデート中なら邪魔をするわけにはいきませんね」

　一転して蓮也たちをにらむユウリは、拡張認識レイヤードリアル上でウインドウを広げた。

「先方には待ち合わせ場所の変更を申し出ておきます」

　ユウリが苛いら立だちを隠さずにそう口にし、ボイスチャットを送ろうとしたところで。

　見はからったかのようにナイエからのメッセージを受信した。

『ごめーん、ちょっと遅れそう』

　可愛かわいらしいチビ騎士がぺこりとお辞儀をしているスタンプと共に送られてきた文章に、ユウリは眉まゆをひそめる。

『ごめんついでにお願いがあるんだけど、待ち合わせ場所の変更をお願いしてもいーい？』

「向こうからアクセスがあったのか？」

　いつのまにか蓮也がすぐ後ろに立っていた。その近さにユウリは反射的にウインドウを消そうとして、最初から可視化していないことに気づく。

「どんな内容だ」

　静かに尋ねる蓮也はすでにナイエからアクセスがあったことを確定事項としていた。

　その揺らぎない自信に呆あつ気けにとられつつ、『条件』のことを思い出す。

『ユウリがナイエと交わした会話の内容を完全に共有する』

　まさか、このことを見越しての条件……？

「どうした？」

「い、いえ……向こうから待ち合わせ場所変更の打診をされました」

「タイミングがよすぎるな」

「それは先輩も同じです……」

「ん？」

「なんでもありません。タイミングがよすぎるというのは同感ですから少し調べてみます」

　やや早口で言って、ユウリはデフォルメされた鞭ウイツプ型のブレードを可視化。

　拡張認識レイヤードリアル上に複数のウインドウを開くと、それらにブレードの鞭先を触れさせていく。

　──《虚構書記オーバーライト》。

　ブレードが仄ほのかに光を帯びていくと共に感覚が拡張され、バックドアをつけておいた半径一〇〇メートル圏内にある防犯カメラの支配者権限を上書きして掌握。それぞれのウインドウにその映像を落としていく。

　次いで、自作のツールでカメラに映る無数の人物の中からナイエの特徴を持つ人間がいないか識別分離していった。

　該当者は──ゼロ。

「……現状この近くに祈いのり刃はナイエがいる可能性は低そうです」

「防犯カメラからあたしたちの動向を見ているということは？」

「ありえません。それくらいの下準備はしてあります」

　あらかじめ使用できそうな防犯カメラにはすべて色をつけておいた。

　いざというときにユウリが支配者権限を握れるように、またユウリ以外の人間が強制的にコントロールしようとすれば防壁を張り、こちらに情報を送るように。

「それくらいの下準備って……」

　驚きよう愕がくする舞まい花かに、蓮れん也やが平然と言う。

「まあ入学してひと月も経たたずに、学校中の防犯カメラを支配下に置いたやつだからな」

「……本当に今さらだけど相当おかしなこと言ってるからね、それ。いくら《ＡＥＸＴ》って言っても──」

「やっぱり舞花はそのことを知ってるんだな」

《ＡＥＸＴ》──人工的に創つくり出された《ＮＥＸＴ拡張認識の超適合者》。

　失言を悔やむ舞花に、蓮也はそれ以上追及せず、代わりにユウリに話を振った。

「お前の力についてはまったく疑ってないが、あいつも同じ力を持ってる可能性があるよな。自分と同じ力を持ってると仮定しても裏をかかれる心配はないのか？」

「わたしと同じ力を持っているのなら、なおのこと不可能です。極端な話、わたし自身がもう一度侵入し直そうとしても無理ですから」

「どういうことだ？」

「今回わたしが侵入に使用したプログラムは、それ自体に自壊機能を持たせたアポトーシスコードと呼ばれるものを含みます。これは拡張認識レイヤードリアル上からレベルΔデルタのマイクロキーアドレスを導出したあとで」

「あー……専門用語抜きで要点だけ説明してくれ」

　やや呆あきれたような蓮也のリアクションに、ユウリはむっと唇をとがらせて言う。

「……ようするに火を使って火を消すことはできない、火を消すためには水か土が必要、ということです」

「──過程はまったくわからないが、お前やあいつは火をおこすことはできても、消すことはできない。したがって同系統の能力者であればあるほど都合がいいってことか」

　あっさり理解してみせた蓮れん也やに釈然としないユウリが口を開こうとしたところで、新しいメッセージが届いた。

『それじゃ待ってるからー！』

　シンプルな一文に添えられたデフォルメされたチビ騎士のスタンプを見て、ユウリはいったん物理現実でのすべての出来事を忘れた。

　念のため、ボイチャで使われるすべての装飾を検索し、騎士のスタンプがそのどこにも存在しないことを確認する。

『遅れそう』と言ったのに『待ってる』という矛盾した発言。

　存在しないはずのスタンプ。

　そして、スタンプの短縮コード。

「ちょっと、どうしたの？」

　舞まい花かからかけられた声に、ユウリは顔をあげた。

「……馬ば鹿かにされたものですね」

「え……え？　あ、あたし？」

「舞花のことじゃないだろ。──なにがあった」

　蓮也の問いかけに、ユウリはナイエとのボイスチャットウインドウを可視化する。

「待ち合わせ場所の変更……遅れそう……待ってる……？　なにこれ」

　矛盾した文面に舞花が首を傾かしげ、

「コード変換です」

　短く口にして、ユウリは視線操作アイジエスチヤーで送られてきたすべての文字装飾を短縮コードシヨートカツトキーに変換する。

　文面の途中途中で交じるアルファベットと数字の組み合わせ。これらをプログラミングで使用する特殊な構文に当てはめて再変換すると、まったく新しい文章が浮かび上がった。

『本当に会う価値があるのか試させてもらうねー、失敗作のおねーちゃん♪』

「これ──」

「極めてレベルの低い暗号です」

　これみよがしにあやしいコードを混ぜた自作のスタンプを使用し、支離滅裂な文章でなにかあることを匂におわせる。ひと月とかからず全校生徒のデータを集め、学校中の防犯カメラを掌握したユウリでなくとも気づくことができる稚拙な仕掛け。

　今はっきりとわかった。祈いのり刃はナイエは祈刃ユウリを対等な相手として見ていない。

「……上等です」

　低く呟つぶやいたユウリは、据わった目でまっすぐ正面を見る。

　ふつふつと沸き上がる感情を抑えつけ、ここにはいない挑戦者に心の中だけで呟いた。

　……そちらがその気なら、こちらも真剣になるまでです。

　必ず見つけ出します──ぐっと顎あごを引いたユウリは、鋭く目を細めた。
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『139,657031』『35,794872』『0,019612』

　導き出された数字を地図の座標値に当てはめ、ナビゲーションツールを起動してガイド通りに移動する。

　辿たどり着いた先は公園のベンチだった。

「……らしい人影はないね」

　目を細めて辺りを見回す舞まい花かに言われるまでもなく、公園の中は閑散としている。ぱっと目につくのは散歩をする老夫婦程度だ。

　快晴の空を見あげたユウリは防犯カメラの位置を確かめ、そこの映像を落とそうとブレードを可視化したところで──メッセージを着信した。

『ごめんごめん思ったより準備に時間がかかっちゃった』

　文面は無視して、付属の文字装飾を短縮コードへと変換する。

　今度の暗号は一見すると無意味な文字の羅列にしか思えない。

　だが、そういうパターンはすでに見飽きている。

　ユウリはＱＤクオリアデバイス経由で自作ツールを喚よび出すと、即座に文字列をアナグラム検索にかけた。

　同時にこれまで解いてきたセキュリティ暗号パターンのデータボックスを起動し、類似性、関連性のあるものを比較参照し、抽出するようプログラムに命令を出す。

　数十の類似性があると思おぼしき文字列がピックアップされ、さらにどういった意図からそれらの暗号が作られたのかという推測が表示されていく。それらを斜め読みしながら、ユウリは今回の暗号に合致するパターンを自身の経験も加味して二つに絞った。

　二つの推測に基づいた解読は、一方で無意味な文字列に、もう一方で有意味な文章を作りあげることに成功した。

「解けました。『最寄りの駅』『Ｅ３のロッカー４』『解除キーＣ５３８９』です」

「もう……!?」

　驚く舞花を尻しり目めに、ユウリは拡張認識レイヤードリアルで最寄りの駅とここからの最短移動ルートを検索。

　二分後に公園前の停留所を通るバスに乗るのが最適だとわかるやいなや、そのことを口に出すのも惜しんで走り出した。

　時間どおりのバスに乗り込み、駅に着いたところで指定されたＥ３のロッカーへ。

『４』のナンバリングがされているロッカーに、拡張認識レイヤードリアル上で『解除キーＣ５３８９』を打ち込んで解錠する。

「なにもないな」

　蓮れん也やが呟つぶやいたとおり、ロッカーの中は空だった。

　拡張認識レイヤードリアルを切ったところで変わらない。手を入れてもなんの感触もない。

　どういうことなのかと首をひねりかけた瞬間、再びメッセージが届いた。

『ごめん、また忘れ物しちゃったー』

　焦りマーク、慌てているようなデコ文字、申し訳なさそうに泣く騎士のスタンプ。

　一際多い装飾にやや面食らいながら、それらを一括でコード変換する。

　現れた英数字の羅列を眺めたユウリは眉まゆをひそめた。物心ついた頃ころから、自分の家に入るときでさえセキュリティのクラッキングを強いられてきたからこそわかる違和感。

　全数探索、ショートカット法、差分解読法、線形解読法……一通りの暗号解読法を試して、ユウリは推測を確信に変える。

　この文字列は暗号の形を成していない。

　ミス？　イタズラ？　それともまったく新しい未知の暗号？

　──わからない。

　ユウリの背中を冷たい焦燥が伝う。

　幼い頃、解除コードがわからず外で夜を明かしたときに嫌というほど味わった感覚。

　けれど。

「情報を共有させろ。助けにならないかもしれないが俺たちも考えてみる」

　すぐ後ろからかけられた声。

　振り返ったユウリを、蓮也と舞まい花かがじっと見ていた。

　ユウリはほんの少し自分が安心したことに複雑な気持ちを抱きつつ、ブレードを通してこれまでの大まかな暗号解読の経緯と、今回のそれが意味をなしていない点を伝える。

　暗号の難解さに舞花が頭を押さえ、蓮也はじっとロッカーの中を見つめはじめた。

　その上で言う。

「メッセージ自体には本当に意味がないのか？」

「……メッセージ自体に、ですか？」

　今まで読み飛ばしてきた文章。それ自体に意味などあるようにはとても思えないが。

　ユウリの疑問を受けて、蓮也は目を細めた。

「これまでの経緯から今回の暗号だけ無意味だとは思えない。そして今回も暗号は有意味であることを前提とすれば、無意味だと見なしている思考方法そのものに問題があるんじゃないか。垂直思考で行き詰まるのなら、水平思考に切り替えろ」

「思考方法そのものの転換……」

　確かにユウリの意識は与えられた変換コードのみに向かっていた。

　それだけでは解けない……別の要素を付け加えることで完成するような暗号。

「メッセージって、今回なら『忘れ物』ってことだよね？」

「メッセージ以外にも目を向ければ、『空のロッカー』というのもパーツになりうるな」

　忘れ物。空のロッカー。空。ブランク。

　……ブランク？

　思考の方向性。別の要素。部分。全体。──全体？

　全体を見た上での、ブランク。

「……！」

　不意の閃ひらめきがユウリの脳髄を突き抜けた。

　今まで送られたメッセージ。それに付随する変換コード。そして今回の無意味な文字列。

　それらすべてが全体として一つの暗号を形作ると考えてみる。

　前二件の暗号は有意味な記号、今回のものは無意味なブランク記号に仮に置き換え、それら全体をアナライズツールにかける。類似性のあるパターンは数百件ヒット。

　そこからさらに絞り込みを図った結果、極めてシンプルな文字列が浮かび上がった。

『一三時一〇分発の電車にごー』

　拡張認識レイヤードリアル上ですぐさま現在時刻を確認したユウリは、目を見開く。

　一三時九分二十五秒。

「走ります！」

　自動認識改札を通り抜け、突然ホームへと向かったユウリに、蓮れん也やたちは面食らいつつもしっかりとついてきた。

　ユウリは走りながら解読結果を二人に送信し、同時に電車の時刻表を薄く可視化する。

　一〇分発の下り列車と一一分発の上り列車。

　プラットホームにはすでに両方とも到着している。

　番線を間違えないよう確認しつつ、下り列車に乗り込んだユウリは、さすがの運動神経で蓮也たちが間に合ったのを確認し、




『はーい、それじゃ一一分発のほうに乗り換えて』




　メッセージが届くと同時に閉まる扉の外にその身をすべり込ませた。

「──！　おい！」

「なにして──」

　蓮れん也やと舞まい花かの声は閉じた扉に遮られる。扉越しの蓮也が驚きよう愕がくの表情を浮かべているのを目にして、ユウリはちくりと痛む胸を押さえながらうつむいた。

「……ごめんなさい」

　ゆっくりと動き出した列車を背景に、メッセージの続きを可視化する。

『さて。蓮センパイたちを振り切れたところで本番を始めようか』

　一切装飾のない文章を読みながら、ユウリは顔をあげてそっと拳こぶしを握りしめた。
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「やられた……」

　拡張認識レイヤードリアル上でこの列車がしばらく駅に止まらないことを知り、蓮也は舌打ちしたくなる衝動をどうにか抑えこむ。

　どの時点からかわからないが、暗号解読の目的がユウリと蓮也たちの分断になっていた。

　問題はそれを意図したのがユウリとナイエ、どちらなのかということだが。

（──どちらもという可能性もあるか）

　ナイエがなにを考えているのかはわからないが、ユウリが蓮也たちと行動を別にしたいというのは本人から直接聞いていたことだ。当人たちが実際に共謀したかはともかく、利害の一致から一時的に蓮也たちとの分断を図ったというのはありえる話だ。

　現に今もユウリに送ったボイチャの返事が一向にない。

　ユウリ一人に暗号の解読を任せていたことが裏目に出た。ユウリが単独行動に踏み切る可能性は十分に考えられたことなのに──。

　蓮也は、ふと隣の舞花を見て目を剥むく。いつの間にか舞花はブレードを可視化していた。

　その形状はどう見ても戦闘時のもので、鋭い眼まな差ざしは明らかに車外に向けられている。

「舞花……？」

　蓮也がかけた声に、舞花は冷たく答えた。

「急いで蓮也。ＯＢＭアウトブレイクモードならまだ間に合う」

　ＯＢＭアウトブレイクモード。あっさりと口にされたその言葉に、蓮也は眉まゆをひそめる。確かにＯＢＭアウトブレイクモードの肉体強化、周囲からの認識隔離を行えば、今からでも元の駅に戻ることはできるかもしれない。

　だが──それは簡単に使っていい手なのか？

　抱いた迷いに、ふと蓮也は自分が冷静であることに気づく。

　目的を達成するためであれば倫理道徳あらゆるルールを無視して突っ走る『悪癖』。

　その『悪癖』が顔を出していない。

『悪癖』が働いていないということは、心の底ではユウリに合流しようと思っていないんじゃないのか。

　一歩引いた、メタ的な視点で自省する蓮れん也やに。

「蓮也」

　舞まい花かが急せかすように声をかけてきたそのとき。

『信用してください』

　ユウリから届いたボイスチャット。短く、簡素なメッセージ。

　だからこそ目の前でユウリ自身にそう言われたような気がして──

　蓮也はなにかをこらえるように息を吐いて、可視化しかけたブレードをキャンセルした。
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　暗号を解いては移動し、移動した先でまた出題される。

　単純だが決して単調ではない問題を解き続けたユウリが、『これでラースト♪』というメッセージと共に送られてきた謎なぞを解明したときには、すでに夕方になっていた。

　夕暮れに浮かび上がる古びたアパート。

　一週間前に舞花が訪れた『ＨＩＴＳＵＧ』の部屋の隣──。

　その部屋こそが、ナイエが指定した『本当の待ち合わせ場所』だった。

『鍵かぎはあいてるよー』

　ナイエからのメッセージを一読し、深呼吸。一日中物理的な移動と拡張認識レイヤードリアルをフルに使用した暗号解析を強いられたせいか、一瞬立ちくらみのようなものを感じてふらついた。

　頭を振って気合いを入れ直したユウリは、拡張認識レイヤードリアルの防壁を三重にしてからドアを開く。

　暗い廊下の先に差し込む夕焼けらしき淡いオレンジの光。

　Ｒ１物理現実とＲ２拡張現実の両方で意識を研ぎ澄まし、ゆっくりと奥へと進んでいく。

　今のところトラップやハッキングは感知していない。もちろん時限式、寝返り式ウイルスの可能性にも注意を怠らない。むしろ向こうから攻撃を仕掛けてきてほしいくらいだ。

　ユウリが敵の本陣に潜り込んだのは、相手の情報を引き出すためなのだから。

　万が一攻勢をかけられたら、そこに色をつけて逆攻勢をかけてみせる──。

　息巻くユウリは、奥の部屋へと続く扉を慎重に開いた。

　部屋いっぱいに広がる夕ゆう陽ひがまぶしい。

　思わず目を細めたユウリは、あらためて部屋の中を確認する。

　そこには誰だれもいなかった。

　それどころか──なにもない。カーテンすらない完全な空室。

　ナイエどころか、人の生活気配すらない空間に呆ぼう然ぜんと立ち尽くしたユウリは、反射的にボイスチャットを起動させ──突然、拡張認識レイヤードリアル上に警告音と警告メッセージが走った。

『悪意のある攻撃をうけています』

　ハッキング？　このタイミングで？　即座にブレードを起動し、自作のツールでセルフチェックをかけたユウリは、自身にかけられた不正侵入の試行数に目を見開いた。

　四三七四二アクセス。

　正気を疑う数に、一度目を閉じ、思考をクリアにする。

　次に目を開いたユウリは、もうＲ１物理現実の光景を見ていなかった。

　代わりに目にするのは、視界どころか全方位を埋めるＲ２拡張現実のウインドウ。

　そのすべてに目を通したユウリは、支援サポートツールを並行起動マルチラン。

　ダミーやデコイと思おぼしきアクセスを無視し、本命らしきスクリプトのみを狙ねらい撃ちできるようプログラムを組んで、次々と走らせていく。

　同時になるべく新しいハッキングアクセスを見抜き、それらを解析して発信者の特定、追撃の妨害、逆攻勢をかけるためのウイルスを仕込んだ。

　半ば自動的に攻防一通りの対策を取りつつ、ユウリは違和感に眉まゆをひそめる。

　手ぬるい。

　見た目は忙せわしないものの、この種の攻撃は対処が容易だ。本当に辛つらければ、ユウリはツールを使わずに自らすべての解析に当たる。

　視線操作アイジエスチヤーは常に行わなければならないものの、これだけではユウリのプライベートスペースに侵入したり、管理権を強奪することはできない。

　それとも、敵にはなにか別の目的がある……？




　──垂直思考で行き詰まるのなら、水平思考に切り替えろ




　蓮れん也やの言葉が脳裏をよぎる。

　直線的な思考。思考方法の転換。全体と部分──。

　ナイエの目的は蓮也を手に入れることだ。それ以外は眼中にない。たとえ同じ血を分けた双子の姉であっても。

　ユウリを散々にこき下ろし、失敗作とまで言い切った彼女の態度からその点は明確。

　だからこそ、ユウリは単独で敵の本陣へと進む決断を下せた。

　……違和感がある。

　なんだ？　なにがおかしい？　どこで思い違いをしている？

　次は正々堂々正面から正攻法で裏をかくから。

　ふと、ナイエが口にしたセリフを思い出す。

『正々堂々正面から正攻法で』『裏をかく』という矛盾。

　──矛盾？　唐突にユウリは自身の思い違いに気づいた。

　本当にナイエがユウリになんの価値も見いだしていないのなら、あそこまでユウリをこきおろしたりしないのではないか。

　愛の反対は憎しみではなく、無関心だ。

「まさか、彼女の本当の目的は……わたし自身？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいたユウリは。

「せーかい」

　背後から聞こえてきた冷たい声に、完全に反応が遅れた。

「しまっ──」

　振り返る間もない。足を払われたユウリは一呼吸のあいだにうつ伏せに組み伏せられた。

　慣れた手つきと、洗練された所しよ作さ。ナイエは明らかにこういった技術に精通している。

「あれー、全然気づかなかったんだー？　普通にドアを開いて入ってきただけなのに」

　ナイエの白けた言葉でユウリはやっと物量だけのハッキング攻撃の意図がわかった。

　あれはユウリの意識をＲ２拡張現実に釘くぎ付づけにするためのものだったのだ。

　完全な失態……！

　歯は噛がみするユウリに、ナイエは声のトーンを変えた。

「本当に愚かだよね『ユウリ』は」

　侮ぶ蔑べつするような、低い声。













「どうしてこんなのが《ＡＥＸＴ》の第一適合者だったのかな」

　常の明るい調子はなりをひそめ、鬱うつ々うつとした口調で続ける。

「ナイエはね、ずっと思ってたの。こんな失敗作より、ナイエのほうがずっとうまくやれるって。……でも、ママmammaは絶対に聞き入れてくれなかった。あなたは普通に暮らしていればいいの一点張り。そんなの──納得できるわけないじゃない？」

　最後にまたトーンをあげて、ナイエはゆっくりとユウリに顔を近づけていく。

「だからね、ナイエは決めたの。ナイエがおねーちゃんに成り代わろうって」

　耳元で囁ささやかれた言葉。

　瞬間、ユウリはナイエがこれからとるであろう行動を確信し、蓮れん也やに向かってメッセージを送ろうとして。

「むーだ」

　不可解な通信エラー。

「ナイエには見えてるから」

　いつの間にか可視化されていたナイエのブレードが淡い光を放っていた。

「じゃあね……失敗作のおねーちゃん♪」

　首筋に走った微かすかな痛み。

　意識が暗くら闇やみに閉ざされていく刹せつ那な、ユウリが目にしたのはナイエの邪悪な微笑ほほえみだった。
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　疲れ果てた様子のユウリが蓮也の家に戻ってきたのは、日付が変わる間近だった。

「遅く、なりました……」

　玄関扉の前でそう呟つぶやいたユウリは表情に覇気がなく、一つ一つの動作にもキレがない。

　顔をややうつむかせ、いかにも精も根も尽き果てたといった風だ。

「……とりあえず中に入れ」

　蓮也の言葉にも力なくうなずくだけ。

　おぼつかない仕草で靴を脱ぎ、ふらふらと足を踏み出したユウリに、

「待って」

　リビングから鋭い声が飛ぶ。蓮也たちのやりとりをひそかに見守っていた舞まい花かは、デフォルメされた薙刀なぎなたのブレードを可視化すると、一足飛びにユウリとの距離を詰めた。

「舞花──？」

　蓮也の声にも止まらない。舞花は一切の躊ちゆう躇ちよなく薙刀をユウリに突き刺した。

　ＯＢＭアウトブレイクモード時はともかく、ブレードが存在するのはあくまで拡張認識レイヤードリアル上だ。

　舞花の突き刺した薙刀もその例に漏れず、ユウリの肉体を傷つけることはない。

　代わりに拡張認識レイヤードリアル上に、あらかじめ走らせていたツールの観測結果を可視化させた。

　心電図のようなグラフィックは、ユウリの脳波パターンを示している。

　アパートで妃ひ継つぎと会ったときに送られてきた、簡易脳波解析ツールをほとんどそのまま使用したものだ。これでユウリが記憶改変を受けたかどうかの判別ができる。

　事前に許可も得ず、蓮れん也やとの連携すら取らなかった舞まい花かの独断専行。

　だからこそのストレートな解析結果は、ユウリの脳波が正常値であることを示していた。

　祈いのり刃はユウリは記憶改変を受けていない。その事実をしっかりと確認してから、舞花は安あん堵どのため息を吐つき、申し訳なさそうに頭を下げた。

「いきなりごめん。でも、こうしないと確認できないと思ったから」

　舞花の謝罪を受けて、ユウリは固まっていた状態からゆっくりと首を横に振る。

「いえ……わたしが兎と神がみ先輩でも同じことをしていたと思います。それに謝るのはわたしのほうです。勝手な判断で先輩たちを置き去りにしましたから」

　力なく笑うユウリと笑みを返す舞花を横目に、蓮也はリビングを指し示す。

「気がすんだら戻れ」

　リビングのテーブルに着席すると、開口一番ユウリが頭を下げてきた。

「あらためて、勝手な行動を取ってすみませんでした。彼女──祈刃ナイエとの勝負で頭がいっぱいになって、冷静な判断ができませんでした」

　さらさらと肩からこぼれ落ちる銀髪がテーブルを撫なで、舞花の用意した紅茶の表面が細さざ波なみを立てる。

　その真しん摯しな謝罪に、舞花がいたたまれないかのようにテーブルに手をついた。

「えっと、あたしたち……というか蓮也が約束を破って勝手についていったっていうのもあるし、みんな無事だったわけだし、それはもういいんじゃない？」

「でも、なんの成果も持ち帰れませんでした……」

　つらそうに口にするユウリに、蓮也が淡々と返す。

「それで、お前は俺たちと別れたあとどういう行動を取ったんだ」

「蓮也……」

　冷たい口調の蓮也に、舞花が咎とがめるような眼まな差ざしを向けてきた。

　蓮也はその視線も無視して続ける。

「約束通り、すべて教えてくれ」

　ユウリは視線を落としたままうなずき、テーブルに置かれた紅茶に手を伸ばす。

　一口含み、カップをソーサーに戻そうとして。

「──あつっ」

　手先が震えていたせいか、盛大に中身をこぼした。

「ちょっと、大丈──」

　真っ先に駆け寄ろうとした舞まい花かを手で制した蓮れん也やは、

「舞花は紅茶を淹いれ直してくれ。ついでに軽くつまめるものを作ってもらってもいいか」

　戸惑う舞花を押しやって、絶菌シート片手にユウリの下へと向かう。

「す、すみません」

　床にこぼれた紅茶を気にするように屈みこんだユウリは、黙って床を拭ふく蓮也を横目に、薄く唇を噛かんだ。

「強引な行動を取ったのに成果はなく、先輩たちの足を引っぱる……本当に、わたしはダメですね」

「ダメじゃない」

　強く否定した蓮也は、アメジストの瞳ひとみをじっと見つめる。

「祈いのり刃はユウリは強い意志を持ってる。失敗して、屈辱にまみれて、地に伏せることがあっても、絶対に、何度でも、立ち上がる──そういう意志を持ってる」

「先輩……」

　揺れる瞳。薄うす闇やみでもわかる赤く染まった頬ほお。

　華きや奢しやな身体からだがゆっくりとこちら側へと傾けられて──




「だから、ナイエお前がどれだけユウリあいつを貶めようと絶対に屈しない」




　蓮也が発した言葉に、ぴたりと動きが止まる。

「……え？」

「もういい。ヘタな芝居はやめろ」

「なにを言って──」

　戸惑うユウリに、蓮也は深々とため息を吐つき、

「一つ決定的なミスを犯したな」

　冷たく告げる。

「お前の姉は紅茶が飲めない」

「──!?　そんなわけが……っ」

「嘘だ」

　今度こそ絶句したユウリ──いや、ナイエがゆっくりと、無理矢理唇を歪ゆがめるようにして笑った。

「──あっは、本当にすごいね。蓮センパイは」

　ユウリそっくりの銀髪を揺らして、小声で言う。

「いつ、気づいたのかな」

　余裕ぶって浮かべた笑みをかすかに引きつらせたナイエに、蓮也は眉まゆをひそめた。

「本気で訊きいてるのか？　最初からに決まってるだろ」

「最初から……？　どうやって……」

「どうやってもなにも見た目が全然違う」

　ナイエは蓮れん也やのその答えに目を丸くし、今度こそ吹き出した。

「あはははっ、そっかそっか、確かに蓮センパイには通じないのかもね」

「通じない？」

「ＯＢＭアウトブレイクモードを一度でも経験した人間はまず親しい仲間の記憶改変を疑う。ラビットセンパイが確認したみたいにね」

　舞まい花かはなんの通告もなくユウリ＝ナイエの脳波パターンを調べた。

　そこに変化がなかったのは当然だ。ユウリは記憶をイジられたのではなく、はじめからナイエだったのだから。

「けれどそれは──逆に言えば拡張認識レイヤードリアル上で変化がなければ物理現実での微少な違和感は無視されるということ」

　事実、蓮也が抱いた違和感に舞花はまったく気づかなかった。

「それが普通なんだよ。本来ならね」

　冷めた表情で断じたナイエは、再び人懐っこい笑みを浮かべる。

「で、ナイエがナイエだとわかったところで蓮センパイはどーするのかな？」

　囁ささやくような声。ユウリの顔で呟つぶやかれる言葉が蓮也の胸の奥をささくれ立たせる。

「……わかってるだろ」

　かすかに苛いら立だちを混じらせた蓮也に、ナイエの笑みが深くなった。

「えー？　なにがー？　──あ、わざわざラビットセンパイを遠ざけたところを見ると、こーゆー展開を望んでるってことかにゃあ？」

　甘ったるい声を出し、膝ひざ立だちの体勢のままにじり寄ってくるナイエ。

　その姿は気まぐれにじゃれついてきた子猫のようで。

　無造作にあいた胸元から見え隠れする黒の下着。艶つやめいた表情を浮かべ、誘うように小首を傾かしげる少女に──蓮也は斬きりつけるように言い放った。

「さっさと要求を言え」

　小声なのに叩たたきつけるような口調に、ナイエは動きを止める。

「ふーん……せっかく正体を見破ったのに、ずいぶんと弱腰だね。ラビットセンパイを呼びよせれば二対一で戦うこともできるのに」

「お前を押さえようとすればあいつが危険な状況に陥る……そう脅されたらどうする？」

　ナイエを遮って蓮也は続ける。

「はじめからあいつだけが目的ならこの場にお前が現れる必要はない。逆に言えばお前がここに現れたのはなにかしらの要求があるからだ。違うか」

　先の先まで読んだ蓮れん也やに、ナイエは笑みを浮かべたまま鋭く目を細めた。

「全部わかってるから事情をまだ知らないラビットセンパイを省いた……あは、つくづく蓮センパイは《不敗の王剣クラウン》だね。目的を達成するためには他ほかのあらゆることを顧みない」

　意味深に呟つぶやいたナイエは、妙に皮肉めいた笑みを浮かべて続ける。

「じゃあ、こういったらどうするのかな？　──要求は蓮センパイ自身」

　真剣な眼まな差ざしでこちらを見るナイエに、蓮也は薄くため息をついた。

「そんな無駄の多すぎる問いに答える必要があるのか？」

「無駄が多い？　どうして？」

「まずお前が一番ほしいものは俺じゃない」

「そんなことないけど。手に入るなら蓮センパイはほしいよ。今日、今までの会話でその気持ちはすごく強くなった。ほら、今だってすごく胸が高鳴ってる……確かめてみる？」

　向けられる熱っぽい視線を蓮也は軽くかわす。

「光栄だな。その気持ちだけで胸焼けしそうだ」

「……ぶー、冷たい」

　頬ほおを膨らませるナイエが、鋭い視線で先を促してくる。

　蓮也はキッチンのほうに目を向け、舞まい花かがまだ出てこないことを確認してから続けた。

「仮にお前が本当に俺を手に入れたいなら、こんな強引な方法は意味がない。その程度の俺でいいなら、他にいくらでもやり方があったはずだ。だからお前が本当に手に入れたいものは自発的な、もっと言えば心酔、感服させた上での──恭きよう順じゆんだ」

　今度こそナイエは目を見開いた。そしてそのリアクションが蓮也の言動を裏付ける。

「俺たちに要求を呑のませるため、あいつの無事は保証されている。けれどその要求は俺たちを無理矢理力で従わせるようなものではない。もしそうならこんな搦からめ手を使う必要がない。ではその力尽くではない要求とはなにか」

　肯定が思考を加速させ、いつの間にか究極にまで集中力の増した洞察は深しん淵えんへと向かう。

　貪どん欲よくに光真実を求めて、ただ真まっ直すぐに突き進む。

「祈いのり刃はナイエは……卑怯だけどフェアだ。機会は公平に、自身の持つデータは不公平に。そんなやつが求めるものと言えば──」

　機会の均等と、戦力の不平等。

「仲間が捕らえられているという心理的負担を強いた状況での真剣勝負」

　いつの間にか、尋ねていたはずの問いに答えが出ていた。

　ふと、狭まっていた視界がクリアになった気がして、蓮也は頭を振る。『悪癖』が解除されたときの慣れた感覚だ。こめかみの辺りが不自然に痛み、その部分を揉もむようにしていると、突然目の前の少女が吹き出した。

「──あはっ、あははははは！」

　気が触れたかと思うような快笑に、蓮れん也やは屋上でユウリとかわした契約を思い出す。

　認めたくないが、そうして笑っている姿はあの日のユウリそっくりで、妙な感慨がわいてしまう。

　複雑な心境を抱く蓮也とは裏腹に、ナイエはひとしきり笑い終えると、目め尻じりの涙を拭ぬぐいながら爽さわやかに言った。

「──決ーめた、やっぱり蓮センパイは手に入れる」

　一連の出来事で呆あつ気けにとられていた蓮也は、次にナイエが取った行動に虚をつかれた。

　伏線も予備動作も思わせぶりな態度もブレードの可視化もなく。突然顔を近づけてきたナイエは、後あと退ずさった蓮也が椅い子すに背中をつけて下がれなくなったところを見計らって。

　口づけをした。

　頬ほおに感じるやわらかい唇と、鼻び腔こうをくすぐる柑かん橘きつ系の香り。

　一瞬の静寂のあと、唇を離したナイエは、ほのかに上気した顔に微笑を浮かべて言った。

「今のは予約のシルシってことで」

　蓮也がなにか言う前に立ち上がり、銀髪を翻したナイエはあっさりと出口へ向かう。

　そのまま出ていくかと思いきや、リビングから廊下へ至るドアのところで、なにかを思い出したかのように立ち止まった。

「ああそうだ。蓮センパイが全部ネタバレしたせいで忘れかけてたけど、これも言っておかなくちゃね」













　そう口にしたナイエは、長い銀髪を翻して振り返る。後ろ手に組み、不敵な笑み。

「明日の対戦──ｖｅｒ．バージヨン１からの再戦も楽しみにしてるから」

「……再戦？」

　オウム返しに呟つぶやいた蓮れん也やに、ナイエは邪悪に微笑ほほえむ。

「もう忘れちゃったのかな？　あのときのこと」

　言いながら左手首のチャームを手に取ると、慣れた手つきで目の前にかざす。

　拡張認識レイヤードリアル上でチェスのナイトの駒こまを象かたどったそれは、一瞬のうちにサークレットに変化した。ナイエが仰々しく被かぶる素振りを見せると、サークレットは無骨な兜かぶとへと変わる。

　プロのマジシャンが見せるような洗練された所しよ作さ。なにより──見覚えのある兜。

　確信的なワードは、目の前で無骨な鎧よろい姿の騎士となった少女によって現実となった。

　ブレードリンクｖｅｒ．１で二つ名を付与された伝説的な三人のプレイヤー。

《不敗の王剣クラウン》、《斬虐の女王クイーン》、そして。

「《最弱の百騎ナイツ》……」

　蓮也の呟きに、満足そうにうなずいたナイエは、扉に手をかけながら言い放つ。

「次は正々堂々正面から正攻法で裏をかくから、《不敗の王剣クラウン》」

　ｖｅｒ．１の奇術師はとっておきのイリュージョンを披露して、舞台から消えていった。
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　ブレードリンクｖｅｒ．１の初期。

《最弱の百騎ナイツ》というチート集団ハツカーは、その肩書きと裏腹に一般プレイヤーから忌き避ひされていなかった。

　当時それほど強固ではなかったシステムの脆ぜい弱じやく性をつき、本来はありえない奇抜な行動をとって、奇想天外なエフェクトやスキルを披露する。

　それは一般プレイヤーを驚かせるものではあっても、不快だったり危害を加えたりするものではなく、むしろプレイの幅を広げる一手段として訴えかけるものですらあった。

　そういった事情もあったためか、運営からの注意や勧告はあっても実際に垢ＢＡＮゲームからの追放があったなどという話は聞いたことがない。

　ありえない技を操り、突飛かつ優雅な行動で対戦相手を幻惑しつつ、正々堂々と戦う。

　その上で、必ず最後にはリザインして相手に勝ちを譲る。

　やっていることは不正なのに、振る舞いはどこまでも紳士的な集団──。

《最弱の百騎ナイツ》と名付けられた後の彼らは、チートとは言え高度な技術が要求される魅せプレイを駆使することから、他ほかの二つ名持ちにも劣らない実力を持つと考えられていた。

《不敗の王剣クラウン》や《斬虐の女王クイーン》に匹敵する力を持った奇術師。

　ナイエがその《最弱の百騎ナイツ》だとすれば、蓮れん也やの中でいろいろなことに合点がいく。

　ユウリに比肩するハッキング技術。《閃獣使いテイマー》という、極めて稀まれなプレイスタイルでありながら、表舞台に現れなかった理由。そしてあのときのことというフレーズ。

　もう疑いようがない。

　祈いのり刃はナイエはｖｅｒ．バージヨン１で《不敗の王剣クラウン》『ＲＥＮ』がたった一度だけ戦ったことのある、《最弱の百騎ナイツ》『Ｋ／ＮＩＧＨＴ』だ。

　そしておそらく、ナイエが所属するクラン《ＳＯＲＣＩＥＲＳ》はブレードリンクｖｅｒ．１で希代の奇術師集団とされた《最弱の百騎ナイツ》そのものなのだろう。

　元より、ブレードの形状から《最弱の百騎ナイツ》は複数人によるものと考えられていた。

　クラン戦が基本になった現行バージョンで、彼らが組まない理由を考えるほうが難しい。

　蓮也たちが公式のクランとして戦う初めてのＳＶ戦サバイバルマツチ。対戦相手はｖｅｒ．１最強と並ぶ実力を持つ人間たち。そしてその相手に仲間ユウリの身柄が捕らえられている。

　おまけに──蓮也はさりげなく横目で隣の幼なじみをうかがい見て、その硬い表情に心の中だけでため息を吐く。ここまで不利な状況が重なればいっそ清すが々すがしくなってくる。

　……いや不利な状況は重なったんじゃない。

　重ねられたのだ。

　それでも勝つことでしか道が切り開けないのなら──

「……どんな相手だろうと倒すだけだ」

　蓮也が呟つぶやいたと同時。目の前の《Blade Link》という表記が消え、Ｒ１物理現実のＶＲルームからＲ３仮想現実のフィールドへの移動が完了する。

『──さあ、一週間ぶりにお待たせだ！　これより予選を勝ちあがった九組のクランによるＳＶ戦サバイバルマツチ・クラスＣ決勝をはじめるぞ!!』

　実況のかん高い声を背景に、蓮也はまっすぐ前を見据えた。
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　ＳＶ戦サバイバルマツチ・クラスＣ決勝のルールは、非常にシンプルだ。

　明示されているレギュレーションは時間制限無しリミツトレスと殲滅戦サーチ＆デストロイの二つだけ。

　もちろん自軍攻撃スーサイドアタツクなど極々当たり前な禁止事項は存在するが、ＳＶサバイバルの名を冠するにふさわしいシンプルな戦闘形式。

　廃はい墟きよの市街地を舞台に、クランごとに異なった位置からスタートして、接敵次第即戦闘。

　ひたすらそれを繰り返し、最後まで立っていた人間の所属クランが優勝する。

　字面だけ見れば単純極まりないが、フィールドには障害物が多数存在するため、多種多様な戦い方が可能な上、戦闘参加のタイミングや一時的な共闘、共闘を逆手に取った裏切りなど複雑な戦術が可能だ。

　闘技場フィールドなどで行われるスタンダードな形式ではなく、人としての本性に従ったクラシックな形式のバトル。

　それなりに人気のある形式であるとはいえ、大会の観戦者オーデイエンス数は異例の上昇を続けていた。

　その理由は。

『──さーて、レギュレーションの説明が終わったところでクランの紹介に入るぞ！』

　実況のその言葉だけで観戦者オーデイエンスのコメントが一際多く流れていく。

　それは、とあるクランの説明に至ったところで最高潮に達した。

『お次は今大会注目度ナンバー１！　大人気アイドルクラン《鳥ちよう獣じゆう戯ぎ画が》に所属しながら《刻印者ナンバーズ》でもある《幻影の兎姫ミラージユラビツト》『ＭＩＣＡ』と、先日電撃復帰を果たしたばかりの生きる伝説《不敗の王剣クラウン》『ＲＥＮ』が組んだクラン《ＲＹＭ（仮）》だ！』

『《幻影の兎姫ミラージユラビツト》ー！』『《不敗の王剣クラウン》さまー！』『まだ（仮）なのかよ』『つか一人足りなくね？』『マジだ『ＹＲ』がいない』『逃亡？』『これルール的に大丈夫なの？』

　途中から困惑に変わった観戦者オーデイエンスのコメントに、実況も疑問を浮かべる。

『あれ、ほんとだ。『ＹＲ』がいない。──え？　ちゃんと確認しろ？　あ……あー。えー失礼！　クラン《ＲＹＭ（仮）》は予選時の『ＹＲ』を欠いた状態での出場とのことだ！』

『なんだそりゃ』『殲滅戦サーチ＆デストロイだからじゃね？　人数足りなくても不利なだけだし』『つーか《ＲＹＭ（仮）》大丈夫なのかよ』『《幻影の兎姫ミラージユラビツト》と《不敗の王剣クラウン》がいれば無問題！』

　ざわつくコメントを流し見ながら、蓮れん也やは沈黙を守り続けるウサ耳着物少女をうかがう。

「……大丈夫。やるべきことはちゃんとやるから」

　小声で呟つぶやいた《幻影の兎姫ミラージユラビツト》『ＭＩＣＡ』。その声がいまだ拒絶するような色を帯びていることに気づいて、蓮也は一〇数時間前にかわした会話を思い出す──。




「これで、いいんだよね」

　ナイエが去った後。音もなく現れた幼なじみは、冷たい眼まな差ざしを蓮也に向けてきた。

「──気づいてたのか」

　やや驚いたように声をかけた蓮也に、舞まい花かは鬱うつ々うつと笑って顔をうつむかせた。

「……ひどいよね、蓮也。そんなにあたし信用ないかな」

　淡々としゃべる舞花は蓮也を見ない。

　ナイエが言っていたとおり、舞花は真っ先に記憶改変を疑った。そしてその疑いが解消された時点で、本題を話す際の障害になることは容易に想像できる。一度払ふつ拭しよくされた疑念を再び抱くというのは難しいからだ。

　障害があらかじめわかっているのなら取り除くに限る──最適を考えていた蓮れん也やはごく自然にそう帰結していた。

　だが、どうやら舞まい花かは自ら蓮也と同じ結論に至っていたらしい。

「いつからあいつが違うと思ってた……？」

「さあ。あの子だけを見てたらずっと気づかなかったかもね」

「それはどういう──」

「あの子が偽者かどうかなんてあたしにはどうでもいいってこと」

　少し強い語調。不意に目の前の幼なじみから距離を感じて、蓮也は口を閉じる。

　舞花──《幻影の兎姫ミラージユラビツト》『ＭＩＣＡ』は、蓮也たちに対してすべてを話してはいない。

　当然、彼女には彼女としての思惑がある。

　押し黙った蓮也を見て、舞花は自虐的に笑う。

「蓮也こそ気づかなかったの？　あの子に対する蓮也の態度、違和感だらけだったよ」

　……ナイエ本人への違和感ではなく、蓮也の態度から察した？

「そんなことで一度は確信した事実を疑いに戻せたのか……」

「そんなこと？　──違うよ、違う。本当に蓮也は全然わかってない」

　訝いぶかしむ蓮也に、舞花はふっと表情を消した。

「あたしにあの子のことはわからないし、正直に言えばさして興味もない。──でも」

　まっすぐに向けられる視線。よくわからない感情が込められた、熱っぽい眼まな差ざし。

「蓮也のことならわかる。どんな小さな変化でも気づける。ずっと見てきたから」

　単調なトーン。だからこそ伝わる、舞花の強い想おもい。

　その方向性が掴つかめなくて、蓮也は困惑する。

　そんな蓮也の反応に、舞花は渇いた笑みを浮かべた。

「……いいよ別に。蓮也がわかってくれないことなんてわかりきってたことだから」

　諦あきらめているのに、執着する。

　理解できない感情の繋つながりに蓮也の思考が囚とらわれているあいだに、舞花はエプロンを外してドアへと歩を進めていく。淀よどみない足取りは、一度だけ躊ちゆう躇ちよするように止まった。

「ただ──あたしは蓮也たちのクランに入りたいんじゃない。蓮也を護りたいだけ」

　それはつまり、ユウリがどうなろうとかまわないということで。

「舞花──」

「心配しなくても、明日の決勝は全力で戦うよ。負けられない理由はあたしにもあるから」




　あのときの舞花が口にしていた、負けられない理由。

　それは。

『続いて、こちらも大注目だ。予選最速突破クラン《ＳＯＲＣＩＥＲＳ》！　《閃獣使いテイマー》『ＮＩＥＤ』もさることながら、こちらにも《鳥ちよう獣じゆう戯ぎ画が》の『ＨＩＴＳＵＧ』が所属！　これはもしかして内部抗争なのかー!?　……え、あ、そういうのいらない？　失礼！』

　拡張認識レイヤードリアル上の共有モニタに映し出された『ＨＩＴＳＵＧ』を見て、舞まい花かが手にした薙刀なぎなたに力を込めるのがわかった。

　そうだ。敵はナイエだけじゃない。

　小動物のようにふわふわした外見の少女『ＨＩＴＳＵＧ』。舞花たちには話していないが、蓮れん也やは学校で彼女と出会っている。

　あのときはさして気にも留めなかったが、ナイエ──『Ｋ／ＮＩＧＨＴ』と同じクランに所属している時点で、無警戒でいられるはずがない。

　十中八九、彼女も《最弱の百騎ナイツ》だ。信じていた仲間が実はチート集団の一員だった──そんな事実を目の当たりして、舞花の心境が穏やかであるとは思えない。

「……大丈夫か」

　小声で尋ねた蓮也に、舞花はこちらに振り向かずに言う。

「なにが」

「『ＨＩＴＳＵＧ』はおそらく──」

「『ＨＩＴＳＵＧ』がなんであろうと」

　強い口調で遮った舞花はいったん言葉を切ると、ダイレクトメッセージで続きを送る。

『やることは、変わらない』

　決意のこもったメッセージが、実況の叫んだ『戦闘開始バトルスタート！』という言葉と重なった。
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　スタートアップタイムの解除と共に、蓮也たちの拡張認識レイヤードリアル上に自身の体力バーが伸びる。

　蓮也たちが初期位置として割り振られた場所は、極々狭い民家の一室だった。

　窓ガラスはなく、風通しのいい窓枠からフィールドの中心地らしき大きな交差点がのぞける。

　ＳＶ戦サバイバルマツチでは、対戦相手の体力バーは実際に接敵してから──つまり一定の距離まで近づかなければ表示されない。

　逆に言えば一度接敵しさえすれば、その相手の体力は常に表示されることになる。

　殲滅戦サーチ＆デストロイがルールである以上、弱った相手から叩たたいていくのはセオリーだ。

　そのためには接敵する必要があるが、相手より早く発見しなければ意味がない。

　以上のことを踏まえれば、戦闘序盤に積極的に動くのは最善手とは言えない、のだが。

　現最強プレイヤーの一角である《幻影の兎姫ミラージユラビツト》は、右手の薙刀なぎなたを一振りすると、あっさりと窓枠を乗り越えた。

『セオリーを逆手に取るのか？』

　すぐ後ろに続いた『ＲＥＮ』に、『ＭＩＣＡ』はメッセージで答える。

『《不敗の王剣クラウン》と《幻影の兎姫ミラージユラビツト》相手に正攻法で戦おうと考える人間はそうそういない』

　現最強の一角《幻影の兎姫ミラージユラビツト》と元最強《不敗の王剣クラウン》。

　確かにその二つ名を見ただけでもその答えは容易に導ける。

『だから敵は裏をかこうとするし、翻ひるがえってあたしたちは正攻法で戦おうとすればいいだけ』

　裏の裏は表。裏をかこうとする相手にあわせて、裏の裏をかいた行動をとる。

　序盤は様子を見るのがセオリー。そのセオリーを逆手に取った先手必勝──という考えをさらに逆手に取った正面からの接敵。

　シンプルだが、だからこそ率直な舞まい花かの判断は、果たしてそのとおりに機能した。

　人の姿のない、うら寂れた廃はい墟きよの大通りを突っ切り、交差点の真ん中に出たところで、蓮れん也やたちの拡張認識レイヤードリアル上に対戦相手の体力バーが表示された。

　敵の姿を視認するより早く表示されたＰＮプレイヤーネームは六つ。

　どうやら舞花の考えどおりに動いたクランが二つあったらしい。

　交差点の真ん中で堂々と足を止めた舞花に背を預け、蓮也は周囲に注意を払いつつ素早く上から並んだＰＮプレイヤーネームを確認していく。

『ＫＮＥＥＬ』『ＮＩＫＥ』『ＩＲＩＮＡ』『ＧＲＩＴ』『ＨＵＭＥ』『ＴＲＩＬＬ』……どうやら、本命の『ＮＩＥＤ』と『ＨＩＴＳＵＧ』は含まれていないようだ。

　そのことに少しだけ安あん堵どし、同時に警戒を強める。まずは、目の前の敵だ。

　通常のクラン戦と違い、ＳＶ戦サバイバルマツチは複数のクランと同時に戦う可能性が非常に高い。

　必然的に一対一での戦闘は少なくなり、不慮の一撃というのも増えていく。

　どれだけ卓越した技術や、規格外のプレイヤースキルを持っていても、防ぎようのない攻撃というのは存在する。まして相手は予選を勝ち抜いてきたクランだ。一撃ですまない可能性すらある。

　周囲一体の建物に油断のない視線を飛ばしていた蓮也に、その不慮の一撃が思わぬところから飛んできた。すでに体力バーが表示されている相手が視認されるより早く、さらなるＰＮプレイヤーネームが六つ連なったのだ。

「……」

　背中合わせの舞花から無言の驚きが伝わってくる。

　当然だ。蓮也たちの耳に戦闘音などはまったく聞こえていない。

　つまり、最初に表示された二つのクランは戦っているわけではない。

　彼らは舞花の推測通り、クラン《ＲＹＭ（仮）》との交戦を目的に行動したと考えるのが自然だ。

　にもかかわらず、姿を現さない。

　そしてそのあいだに、さらに二つのクランが姿を見せないまま蓮れん也やたちに接近してきた。

　……そんな偶然がありえるだろうか？

　答えのない疑問をいったん放置し、蓮也は新たに表示されたＰＮプレイヤーネームを流し読む。

『ＫＥＮＷＯＯＤ』『ＮＩＮＥ』『ＩＳＩＳ』『ＧＡＲＣＩＡ』『ＨＹＡＣＥ』『ＴＩＮＹ』

　本命の二人はまだ現れない。

《最弱の百騎ナイツ》『Ｋ／ＮＩＧＨＴ』の名を冠する少女は──

　……『Ｋ／ＮＩＧＨＴ』？

　不意に蓮也の意識に雑音のような違和感が混じった。

　なんだ？　不協和音。不調和。いやこれはむしろ──

『蓮也、なにか様子がおかしい』

　舞まい花かのダイレクトメッセージに、蓮也は明確な異変を目の当たりにする。

　拡張認識レイヤードリアル上の体力バーがさらに六つ増えた。

　姿は見えない。姿は一切見えないのに──ＰＮプレイヤーネームはきっちり六つずつ増えていく。

『ＫＹＯ』『ＮＯＥＬ』『ＩＤＥＮ』『ＧＩＮＡ』『ＨＯＬＬＩＤＡＹ』『ＴＯＬＬＥＳＴ』

　キチンと縦に並んだＰＮプレイヤーネームを見て、蓮也は違和感の正体に気づいた。

　同時にこの現象の──この現象を引き起こした人間の思惑に勘付いて、戦せん慄りつする。

「まさか……！」

「──はーい、蓮センパイせーかーい」

　足元から聞こえてきた緊張感のない声と、拡張認識レイヤードリアル上に一気に並んだ最後のＰＮプレイヤーネーム。

『ＫＩＳＳＭＥ』『ＮＩＥＤ』『ＩＮＧＡ』『ＧＵＮＮＥＦ』『ＨＩＴＳＵＧ』『ＴＥＲＥＳ』

　最も早はやクランごとですらないこのＰＮプレイヤーネームの並びは──

　蓮也が答えに思い当たるより早く、直下の地面が複数のポリゴンとなって割れた。

　一瞬早く飛び退すさった蓮也たちは、地面が割れるという驚きよう愕がくの事態に目を剥むくと共に、その下から次々とプレイヤーが飛び出してくるのを目の当たりにする。

　総勢二四名のプレイヤー──計八つのクランの登場は、蓮也たちをのぞいたすべてのクランが集結したことに他ほかならず、彼らが互いに戦おうとしないことからその意図は明白だった。

「日本ではこんな諺ことわざがあるらしいじゃない？」

　魔術師の衣装に身を包んだナイエが、手にした杖つえをくるくると回して隣の少女へ向ける。

「──はい、『ＨＩＴＳＵＧ』どうぞ」

　マイクのように差し出された杖の先端をじっと見つめて、芹せり川かわ妃ひ継つぎはそっと呟つぶやいた。

「でるくいはうたれる」

　無感情な声が、蓮れん也やたちの耳じ朶だに否いや応おうもなく突き刺さった。
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「とゆーわけで、元最強と現最強に連なる二人を手早くつぶさせてもらうために、まずは一致団結して協力することにしましたーはい拍手ー」

　唐突なクラップコールにノリのいい何人かがぱちぱちとまばらな拍手をし、『なにこれ？』『なんで戦わないんだ？』『つーか《ＲＹＭ（仮）》以外協力してね？』『誰だれか説明はよ』プレイヤーたちの奇怪な行動に観戦者オーデイエンスたちが戸惑ったコメントを流す。

　そんなどこか間の抜けた光景を切り裂くように、蓮也は鋭く言い放った。

「茶番はもういい」

《不敗の王剣クラウン》の一声が、荒野のフィールドに沈黙を強いる。

『蓮也？　茶番って……』

　メッセージで訊きいてきた舞まい花かに、蓮也は視界の右端に一いち瞥べつをくれて言う。

「表示されているＰＮプレイヤーネーム。頭文字を上から縦に読んでみろ」

「頭文字……？　──！」

　呟つぶやいた舞花は、すぐに気づいたらしい。

　この馬ば鹿かげた自己主張に。

『ＫＮＥＥＬ』『ＮＩＫＥ』『ＩＲＩＮＡ』『ＧＲＩＴ』『ＨＵＭＥ』『ＴＲＩＬＬ』

『ＫＥＮＷＯＯＤ』『ＮＩＮＥ』『ＩＳＩＳ』『ＧＡＲＣＩＡ』『ＨＹＡＣＥ』『ＴＩＮＹ』

『ＫＹＯ』『ＮＯＥＬ』『ＩＤＥＮ』『ＧＩＮＡ』『ＨＯＬＬＩＤＡＹ』『ＴＯＬＬＥＳＴ』

『ＫＩＳＳＭＥ』『ＮＩＥＤ』『ＩＮＧＡ』『ＧＵＮＮＥＦ』『ＨＩＴＳＵＧ』『ＴＥＲＥＳ』

　頭文字を繋つなげれば──すべて『ＫＮＩＧＨＴ』となる。

　それはブレードリンクｖｅｒ．バージヨン１で、ある集団が使用していた共通のＰＮプレイヤーネーム。

「まさか……！」

　蓮也とまったく同じリアクションをとった幼なじみは、その意味するところをたちどころに理解したのだろう。元最強と現最強に連なる二人を手早く潰つぶすため、まずは一致団結して協力することにした──そんな『嘘うそ』は通じるわけがない。

　彼ら八組のクランははじめから一致団結した一つの集団なのだから。

　舞花の反応に、ナイエは満面の笑みを浮かべて指を鳴らす。

　合図を受け、妃ひ継つぎとナイエをのぞいた残りすべての『Ｋ／ＮＩＧＨＴ』がいっせいにチェスのナイトの駒こまを取り出し、無骨な兜かぶとへと変化させる。

　兜を被かぶった彼らは、その格好ごと大きくその姿を変えた。画一的な鎧よろい姿の騎士団へと。

　そのセンセーショナルな出来事に、観戦者オーデイエンスたちのコメントが一気に爆発する。

『おいおいおいおい！』『なんだあれ？　コスチェン？』『これありなのか!?』『いやそれよりあの鎧って！』『《最弱の百騎ナイツ》ってガチでチート集団じゃん！』『『ＨＩＴＳＵＧ』も《最弱の百騎ナイツ》？』『通報しますた』

　良い意味でも悪い意味でも荒れ出すコメントを尻しり目めに、蓮れん也やは唇を噛かむ。

　──ナイエのクランに所属するメンバーは全員が『Ｋ／ＮＩＧＨＴ』の可能性がある。

　蓮也の予想は悪い方向に裏切られた。

　メンバーだけじゃない。

　ＳＶ戦・クラスＣの決勝に勝ち進んだ八組のクランすべてが《最弱の百騎》だ。

　そしてそれを率いるのは。

「蓮セーンパイ」

　変わらぬ気楽さで声をかけてきたナイエは、青みがかった銀髪をかきあげて言う。

「気に入ってもらえたかな。ナイエ流の歓待は」

「……感動しすぎて言葉もないな」

「あはっ、それはよかった。それじゃあさっそく──あのときの続きをはじめよっか」

　杖つえを一いつ閃せん。ステップを踏むナイエに促されるように、二二人の騎士がいっせいに動いた。
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《最弱の百騎ナイツ》はチートなしで戦っても《不敗の王剣クラウン》や《斬虐の女王クイーン》に匹敵する──。

　ｖｅｒ．バージヨン１のときにさんざん言われたことは、結果的に事実となった。

　蓮也の正面から、鎧よろい姿にもかかわらず俊敏に動く騎士が大おお鉈なたを振るってくる。

　漆黒の片手剣《インディフィニット》で軽くいなした蓮也は、勢いもそのままに半回転し、中途で変化させた短剣を叩たたき込んだ。

　電光石火の一突きはしかし、突如左側面から襲い来た大おお槌づちに弾はじかれ、大きく体勢を崩す。

　軽く身体からだを浮き上がらせた蓮也を狙ねらうのは右側面から突き入れられる細剣だ。

　最短距離で胸の中心を貫かれる──瞬間に、短剣を大剣ツーハンデツドソードへ変化させてなんとか回避する。

　そうしているあいだに、直上から大剣ツーハンデツドソードを振り下ろそうとする騎士と、その背後から突きを繰り出そうとする槍持ちの騎士が視界に入った。

「ち……っ」

　思わず舌打ちをした蓮也が《インディフィニット》を片手剣に変化させ、反応速度上昇系の起動言ランワードを口にしようとしたところで。

『屈かがんで』

　ダイレクトメッセージを確認するやいなや、その場で屈みこんだ蓮也の頭上を、薙刀なぎなたの一閃が走り抜けていく。

　蓮れん也やへの一撃に集中していた《最弱の百騎ナイツ》たちのほとんどがガードもままならずダメージエフェクトを飛ばし、かろうじて防いだ騎士は驚異の瞬発で近接してきた《幻影の兎姫ミラージユラビツト》に、一撃を食らわされた。

　目の前で仲間のフォローを受けた《不敗の王剣クラウン》は、屈みこんだ体勢から身体からだを起きあがらせると同時に《幻影の兎姫ミラージユラビツト》へと《インディフィニット》を伸ばし──背後から迫っていた敵を間一髪のところで迎撃する。

　互いの位置を入れ替えての立ち回りは二度繰り返されたところで、騎士たちが引いていったことによって唐突に終わった。

　すかさず追撃に入ろうと動いたウサ耳着物少女に襲いかかったのは、エフェクトでできた黒い虎とらの閃せん獣じゆうだ。後退した騎士と入れ違いに突っ込んできた黒こく虎こは《幻影の兎姫ミラージユラビツト》に牙きばを突き立てようとしたところで、

「そらせろ」

　簡潔なメッセージ。即座にその場で地面に倒れそうになるほど背中をそらせた《幻影の兎姫ミラージユラビツト》を乗り越えるような格好で、《不敗の王剣クラウン》が片手剣を短剣に変化させて叫ぶ。

「『燐りん火か迅じん衝しよう』」

　至近距離から放たれた短剣技ダガースキルは狙ねらい通り黒虎を消失させ、同時に上空から滑空してきた大おお鷲わしの一撃は上体をそらしたまま放った舞まい花かのアクロバットな一閃にどうにか防がれた。

　倒れこむ舞花の背中を支えた蓮也は、反動をつけて即座に元の体勢に戻った幼なじみを確認すると、片手剣に戻した《インディフィニット》を構えて周囲を牽けん制せいする。

　騎士たちの追撃は、なかった。

　一息ついた蓮也の視界に、観戦者オーデイエンスのコメントが躍る。

『おおおおおまじか！』『防ぎきったぞ』『やっぱ《ＲＹＭ（仮）》すげえ！』『いや《最弱の百騎ナイツ》の連携のほうがやべえだろ』『通報通報通報』

　どうやら観戦者オーデイエンスたちの興味はバトルのほうに移ったらしい。

　コメントの大部分が一連の立ち合いに対するものに変わっている。

《リリースレベル６》

　レベル６までのスキル解放アナウンスに、蓮也は薄く息を吐いて二二人の騎士を従えたナイエ……その隣でじっとこちらを見つめるだけの小柄な少女を見据える。

　今の流れの中で、妃ひ継つぎは一切動かなかった。単にアクションを起こさなかったというだけではなく、文字どおりの意味で微動だにしなかったのだ。

　今現在もそうであるように、ぼーっとただこちらを見ているだけ。

　そのとらえどころのない不気味さに、蓮也は思考を走らせる。

　妃継──『ＨＩＴＳＵＧ』が手にしているブレードは幾何学的な形状の杖つえだ。

　ナイエの典麗な儀ぎ仗じよう杖づえとは対照的なシンプルな形で、それだけでは杖技を使ってくるともナイエのように閃せん獣じゆうを使用してくるとも推測できない。

　蓮れん也やは事前に確認していた《鳥ちよう獣じゆう戯ぎ画が》でバトルを行う『ＨＩＴＳＵＧ』の動きを思い出しながら《幻影の兎姫ミラージユラビツト》にメッセージを飛ばす。

『『ＨＩＴＳＵＧ』のプレイスタイルは典型的な杖使いのものだと思っていいんだな？』

『……『ＮＩＥＤ』のような高度な閃獣を使用しているところは見たことがない』

『近接戦闘での杖技……その技術も低い。だから今もあそこで待機している、か』

　それならいい。それならいいのだが。じっと見つめられ続ける蓮也は、不意に妃ひ継つぎの瞳ひとみがあやしい光を帯びたような気がして、反射的に剣をはねあげた。

「……入力インプツト、かんりょう」

　呟つぶやくやいなや、ふわふわの羊少女は、手にした杖を横にして目の前に突き出す。

　次の瞬間、蓮也たちの目に映ったのは思いもよらないブレードの変化だった。

　幾何学的な形状の杖がガチャガチャと細かいパーツに分かたれ、配置を換え、透明なエフェトを伴って広がる。いくつものパーツに分かれた杖は中空に浮き、妃継を中心にピアノの鍵けん盤ばん──いや、キーボードのように展開されていく。

　ブン、と音がして、妃継の目の前に半透明のモニタが現れたところで変化は止まった。

「な……」

『なんだあれ！』『可変型ブレードの一種？』『つーかあれブレードなのか？』

　まったく見たことのないブレード。いやあれを果たしてブレードと呼べるのか。

　いまだｖｅｒ．バージヨン１の知識に拠よっている蓮也は、現最強の一角に座する幼なじみをうかがいみて、彼女が驚きの中に一いち抹まつの確信を滲にじませていることに気づく。

「部屋いっぱいのモニタと旧時代のＰＣ……そういう、ことだったの」

　無意識らしく、メッセージを介さずに呟いた舞まい花かに、妃継はちらりと視線を向けただけ。

　一度目を閉じ、再度開いたときには、彼女の瞳の色は黄金のエフェクトに染まっていた。

　同時に、背後に控える騎士や、隣の少女が同じエフェクトを帯びていることに気づく。

「『ＮＩＥＤ』」

　短く相棒の名を呼んだ『ＨＩＴＳＵＧ』が、それまでの彼女の動きからは想像できないほど高速のタイピングをはじめる。

「出力かいしアウトプツト・オール」

　その言葉が合図だった。

　二二人の騎士が進行を再開。蓮也たちは互いの距離を一定の間隔にとり、あらゆる角度からの攻撃に備えて──彼らの動きが劇的に変化したことに気づくのが遅れた。

　大おお鉈なたを振るった騎士の背後から長ちよう槍そうを突こうとする騎士の姿が見え、大鉈をいなしながら長槍への対応を取ろうとした蓮也は、左側面からの大おお槌づちの不意打ちに反応する。

　同時に対処するためには片手剣を短剣へと変化させる必要がある──最適思考の結果を見るまでもなく《インディフィニット》を短剣にしたその刹せつ那な、細剣に突かれた。

　剣を握る手を狙ねらわれ、とっさに身体からだごと翻したところを、すでにいなしたはずの大鉈にジャストタイミングで捉とらえられる。

「く……っ」

　避よけられない。そう判断するやいなや、最小ダメージで抑えるために鉈なたの一撃を受けながら後方に飛んだ蓮れん也やを──大おお槌づちの一振りが待ち構えていた。

『受け身！』

《幻影の兎姫ミラージユラビツト》から飛んできたメッセージどおりに、大槌の一振りを無視して受け身をとろうとした蓮也の背後から、雷のエフェクトを伴った最速の一突きが飛来する。

　薙刀なぎなた技スキルレベル５『雷らい鳴めい突づき』。

　大槌の一振りが蓮也に炸さく裂れつするより先に、《幻影の兎姫ミラージユラビツト》の突きが早く到達する──そう思った瞬間。

「『デンプシーエイト』」

　槌技ハンマースキルスキルレベル６『デンプシーエイト』。

「──!?」

　大槌の騎士の動きが、ランシステムのサポートを受けて不自然に変化する。

　鈍重な一振りは突如速度を増し、《幻影の兎姫ミラージユラビツト》の『雷鳴突き』を受けきったまま舞まい花かと蓮也をまとめてなぎ払った。

《チェインリンケージサクシード！》

　システム音声を耳に受けながら、蓮也は目を見開いていた。コンマ一秒でも技を発動するタイミングがズレていたら完成しない、いわゆるビタと呼ばれる技術。

　あらかじめ騎士達の攻撃パターンを読み、蓮也の回避行動を読み、舞花のフォローを読みきらなければ為なしえない達人レベルの技能に、蓮也のみならず舞花も戦せん慄りつする。

　ＰＮプレイヤーネームやランクを確認しても、彼がそこまでの使い手という情報はない。

　こんなプレイヤーが、誰だれにも知られず、二二人も存在していたというのか──？

　そう思考しているあいだにも、蓮也と舞花──《不敗の王剣クラウン》と《幻影の兎姫ミラージユラビツト》は騎士たちの超緊密連携の対応に追われる。

　息をつく間もない近接武器使いたちの連携。中距離武器の使い手はそのほとんどが牽けん制せいのために振る舞い、かと思えば完全に意識の外から致命的な不意打ちを放ってくる。

　そのどれもが均質化された高度なプレイスキルに支えられていて、一瞬でも気を抜けば根こそぎ体力を持っていかれるという危機感をはらんでいた。

　長ちよう槍そうと鞭ウイツプの牽制を片手剣で弾はじき、完全に間に合わないタイミングで繰り出された最速の短剣の一振りを、舞花の絶妙なフォローでなんとか凌しのぎながら、蓮也は思う。

　明らかに先程より連携技術が向上している。

　いやこれは向上などという生やさしい言葉では足りない。

『劇的な進化アルテイメツトブースト』。

　その理由について──もう疑念を差し挟む余地はなかった。

「『縮しゆく地ち・雷らい絶ぜつ』！」

　三人の剣士たちの連撃をアクロバットな身体捌さばきでどうにかいなした蓮れん也やは、彼らの背後から隙すきあらば攻撃を繰り出そうとする剣斧ハルバート使いを視線で牽制しつつ、その左奥で高速タイピングを続ける羊少女を見やった。

　ブレードリンクの売りの一つに共感覚システムというものが存在する。ブレードを通して感覚をリンクすることで、プレイヤー同士の情報伝達を飛躍的に高めるというものだ。

　このシステムによって、プレイヤーはより緊密な連携を成功させやすくなる。

　蓮也が舞まい花かとやりとりしているダイレクトメッセージもそのシステムによるものだ。

　それ自体は誰だれもがほとんど無意識レベルで使用しているようなものだが──もしそれを意識的に使えるプレイヤーがいたとしたら。

　蓮也が反射的に思い浮かべたのは鞭ウイツプ型ブレードを使用する銀髪の少女──ユウリだ。

　ユウリのブレードも他者と繋つながることに特化していた。

　彼女は《虚構書記オーバーライト》なる能力を使用することで《全感覚共有フルスレイブ》という理論上でしかありえない技術を成功させていたが、同じように思考共有に特化して自身の考えた戦術をシステム以上の感度で広げるという能力を持ったブレードがあるとしたら。

『入力インプツト』というのは、蓮也と舞花の動き、またそれに対応する二二人の騎士の動きをデータとして入力したということで、『出力アウトプツト』というのはデータを元にした戦術のリアルタイム共有を意味するのだとしたら──。

　蓮也の眼前で起きている状況の数々が、その突拍子もない仮説に十分な説得力を与える。

「『ＨＩＴＳＵＧ』……！」

　舞花の声に、『ＨＩＴＳＵＧ』は淡々とキーボードを弾く。

「いったはず。わたしはじぶんでうごかせるものがすき」

　その会話がどこでなされたものなのか蓮也にはわからない。

　だが、確かに彼女はこの場にあるすべてのものを自らの力で動かしていた。

「──どーかな、蓮センパイ」

　何度目かの危機から脱した蓮也は、手持ち無ぶ沙さ汰たに様子を見るだけだったナイエが、典麗な杖つえの先を自身の頭にコツリとぶつけて笑うのを目にする。

「どれだけ技術が高くても、騎弱士者一人一人では《不敗の王剣クラウン》や《幻影の兎姫ミラージユラビツト》には敵かなわない。でも、一人の騎弱士者が一つの騎士団になったら」

　確信を込めたナイエの言葉に応こたえるように、騎士たちがいっせいに動く。

　再三の緊密なリンケージを浴びながら、蓮れん也やは思考する。

　高度で均質な技術を持った騎士ナイト。魔術師然とした格好のナイエがビショップだとすれば、連想するのはチェスだ。

　盤上を埋める多数のナイトと、その状況を眺めて虎こ視し眈たん々たんと機会を窺うかがうビショップ。

　では『ＨＩＴＳＵＧ』は？

　彼女の居場所は盤上にはない。自らの戦術をすべての駒こまに伝え、自らが思うままに動かす彼女は盤外の存在。つまり──プレイヤーだ。

　指し手playerとして駒を動かし、祈り手prayerとしてその結果を彼らに委ゆだねる。

　思うがままの展開を成立させるためには、どれほどの信頼が必要なのだろう。

　あれだけの人数をまとめあげるにはカリスマと呼ばれる者の存在が必ひつ須すで──蓮也はすぐにそんな人間に心当たりがあることに気づく。

　祈いのり刃はナイエ──転入二日目にして、すでにクラスの中心に君臨していた彼女。

　祈刃ナイエビシヨツプは騎士ナイトを有効に動かすために存在している。

　一人では単なる技術の高いプレイヤーでしかないナイトを団結させるビショップと、それを一つの団として動かすプレイヤー。

《最弱の百騎ナイツ》。

　……なるほど、認めざるをえない。敵である蓮也が考えても最適な組み合わせの集団。

　確かに彼らを打ち破るには相当の策が必要になるだろう。

　普通なら。

　自分で思っておきながらその傲ごう慢まんさに吹き出しそうになって、蓮也は必死に堪こらえながら目前に迫った敵を片手剣で振り払う。

『蓮也……？』

　メッセージを送ってきた舞まい花かが怪け訝げんそうにこちらを見ている。

　その姿を目にした瞬間、蓮也は自分がどうしてそのような傲慢を抱いたのか理解した。

　ビショップ、ナイト、プレイヤー。彼らがチェスというゲームでの役割に置き換えられるのなら、蓮也たちは？

　盤上に存在する蓮也たちはプレイヤーではない。駒だ。

　それも新旧最強の名を冠した自分たちは──文字どおり最強の駒クイーン。

　驕おごりでも自惚うぬぼれでもない客観的事実は、傍らの幼なじみがなにより証明してくれている。

　チェスというゲームにおいて、一勢力に二つの最強の駒クイーンなど存在しえない。

　けれど、もし最強の駒こまが二つあるなどという普通じゃない状況が成り立つとすれば──

「《幻影の兎姫ミラージユラビツト》」

　唐突に名前を呼んできたパートナーに、ウサ耳の少女は槍使いを退けて問い返す。

『なに？』

　その顔をまっすぐ見つめた蓮れん也やは、狼狽うろたえるように顔を引いた相棒に率直に言った。

「最強クイーンの最強クイーンたる所以とはなんだ？」

　瞬間、フードの奥で兎と神がみ舞まい花か──《幻影の兎姫ミラージユラビツト》『ＭＩＣＡ』の目が見開かれる。

　彼女がなにを考えたのかはわからない。

　けれど、蓮也は明確に一人の少女のことを脳裏によぎらせていた。

　月夜に輝く大おお鎌がま。荘厳なティアラと朱色のドレス。

　不敵な笑みを浮かべる、ブレードリンクというゲームこの世界の《斬虐の女王クイーン》。

　次の瞬間、蓮也がよく知る幼なじみの少女は、薙刀なぎなたの柄つかを強く握りしめて。

「絶望ですら足りない、呆あきれるほど傲ごう慢まんな──圧倒的な力の顕示」

　その瞳ひとみの奥に燃えたぎる朱を滲にじませた。
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　異変のきっかけは、ささいなものだった。

　先ほどまで少しずつ減り続けていた敵の体力が、突然微動だにしなくなったのだ。

「……どういうことかな、これ」

　独りごちた魔術師は、決定的な変化に瞳を細める。

　仮想現実で肉体の疲労というのは基本的にありえない。物理的にはプレイヤーたちは永久に動き続けることができる。もちろん現実には肉体疲労以前に体力バーという限界が存在し、それ以上に認識機能──精神の疲弊が壁になる。

　精神的な消耗は相手との戦力差が大きいほど顕著だ。

　だから、二対二二という冗談のような戦力差は確実に彼らの精神を蝕むしばんでいる。

　蝕んでいるはず、なのだが──

《不敗の王剣クラウン》と《幻影の兎姫ミラージユラビツト》は、少しずつ絶対的不利を覆しつつあった。

　おかしい。おかしい。おかしい。そんなことは常識から言ってありえるわけがない。

　そう感じたのはナイエだけではなかった。

「『ＮＩＥＤ』」

　声をかけてきたのは、いまだ高速タイプを続ける羊少女だ。

「《不敗の王剣クラウン》と《幻影の兎姫ミラージユラビツト》のデータにさいけんとうのよちがある」

　モニタを見つめたまま無感情に呟つぶやいた妃ひ継つぎに、ナイエは目を見開いた。

「──そんなことありえるの？」

　妃継──『ＨＩＴＳＵＧ』のブレード《スリープレスセプター》は使用者の情報分析・拡散能力を強化増幅して共有させる。元より《最弱の百騎ナイツ》の中で『見抜者シユプリーマー』と呼ばれるほど、妃継の情報分析能力は群を抜いて高い。

　その力をさらにブレードの機能で増幅しているにもかかわらず、見誤った？

「ありえる、ありえないを今かたってもいみがない」

　妃ひ継つぎの視線がナイエから正面の戦いへと移った瞬間、数人の騎士が弾はじき飛ばされた。

　ナイエの拡張認識レイヤードリアル上でいつの間にか何人かの体力が危険水域に達している。体力の減った騎士はローテーションで前線から後退──した瞬間に、追撃を受けて瀕ひん死し状態に陥った。

「な──」

　思わず声を出したナイエは、視覚野のスイッチを切り替えて、ウインドウから目の前の現実へと意識を集中させる。

　一人二人欠けたところで関係ない。

　圧倒的な数の優位を武器に、騎士たちは変わらず練度の高い連携を見せ、黒衣の少年と着物ドレスの少女に間断ない攻撃と、クオリティの高いリンケージを放ち続けている。

　種々様々なブレードと攻撃パターンに、元最強と現最強の一角は対応に追われ、懸命に凌しのぎ続けている──ようには見えなかった。

　剣には片手剣、槍やりには短剣、斧おのには短剣と片手剣、鉈なたは空いている手でいなし、鞭ウイツプと刀は片手剣の支援スキルで反応速度を上昇させ、大剣ツーハンデツドソードでまとめて弾きとばす。

　千変万化の《インディフィニット》。

　だが、どれだけ《不敗の王剣クラウン》が万能であろうと、一人の人間で物理現象に縛られている以上、絶対にかわすことのできないタイミングというのは存在する。

　認識も意識もしているのに、反応しても間に合わない──そんな致命的な一撃は、二人目が対応した。

　一瞬前までその場所にいなかったはずの《幻影の兎姫ミラージユラビツト》が、持ち前の超瞬発でかけつけ、《不敗の王剣クラウン》を付け狙ねらった直上からの一撃を薙刀なぎなたの刃先で受けきったのだ。

　必殺の一撃を防がれた襲撃者は、一瞬の硬直のあいだに近接されていた《不敗の王剣クラウン》からカウンターを喰くらい、間髪入れず《幻影の兎姫ミラージユラビツト》にリンケージを繋つなげられる。

《チェインリンケージサクシード！》

　ごっそりと体力の減った騎士を後退させ、さらなるローテーションを組み上げる前に。

「──いちどさがって」

　妃継の声に波が引くように下がった騎士たちを睨ねめつけて、《不敗の王剣クラウン》は笑う。

「この程度か。それなら──もう終わりだな」

　言葉は現実を伴って耳じ朶だを震わせる。

『ＨＩＴＳＵＧ』が二二人の騎士を自らの手足として動かすより早く。

《不敗の王剣クラウン》が眼前に迫っていた。

「……!?」

　たった一人で二四人を相手に攻めきれると思ってるのか──？

　目を剥むいたナイエに、《不敗の王剣クラウン》は冷笑を浮かべた。

「こちらから攻めることはないとでも？」

「──『黒こく獣じゆう天てん恵けい』！」

　とっさに叫んだナイエの横をすり抜けて、蓮れん也やはまっすぐ妃ひ継つぎへと向かう。

「……！」

《不敗の王剣クラウン》の目的ははじめから司令塔ブレインたる『ＨＩＴＳＵＧ』。

『ＨＩＴＳＵＧ』さえ落とせば、《最弱の百騎ナイツ》は数が多いだけの集団に成り下がる──。

　ナイエが閃せん獣じゆうを飛ばすまでもなく、妃継の指が高速で閃ひらめき、統率された騎士たちが《不敗の王剣クラウン》の迎撃に向かう。

　袋のねずみ。

　そんな表現がぴったり当てはまる状況は──完かん璧ぺきに『ねずみ』の計算通りだった。

　頭を潰つぶそうとしている、そう思い込ませるのが本当の目的。

　ナイエの視界に朱い着物の裾すそがひらめいたと思った瞬間、《不敗の王剣クラウン》に群がる騎士のうち、もっとも外縁にいた数人が一気に姿を消した。

　ＳＶ戦サバイバルマツチでは体力バーの消失と共に、プレイヤーの姿自体も消えていく。

　いったい誰だれが──などという問いは愚問以外のなにものでもない。『ＨＩＴＳＵＧ』の指示で動いた騎士たちは、侵入者である《不敗の王剣クラウン》に意識を集中させていた。

　意識が中心に向かうあまり、外への配慮がおろそかになることなどあまりにも当然。

　そして、その一瞬にも満たないような配慮の欠如が、《刻印者ナンバーズ》という最強の称号を持つプレイヤーの前では命取りにしかならないことも自明だった。

『《幻影の兎姫ミラージユラビツト》キター!!』『一気に三人逝いったぞ！』『かっけえええええええ』

　膠こう着ちやく状態の打破に観戦者オーデイエンスが沸き、その歓声に応こたえるように《幻影の兎姫ミラージユラビツト》は舞い踊った。

　欠けた騎士のフォローを素早く行おうと飛び出した刀使いに、先手を取って上段からの袈け裟さ斬ぎり。下段からの斬り上げは刀使いの防御も間に合うタイミングだったが、斬きり合わせようとした刀はなぜか薙刀なぎなたに当たることなくすり抜けていく。

『出たああああ!!』『幻影!!』

　歓声に応えるような《幻影の兎姫ミラージユラビツト》の斬ざん撃げきに、実体を持った虚構が次々と交じる。

　最後まで『幻影オリジナルスキル』に対応できなかった刀使いが姿を消すと共に、刀使いの攻撃の間断に突きを繰り出そうとしていた槍使いが迷うように動きを止めた。

　すぐに考えを切り替え、再行動をかけようとした槍使いは、背中から突き出してきた刃やいばに目を見開き、《幻影の兎姫ミラージユラビツト》にいつ背後に回られたのかわからないままフィールドからの退場を余儀なくされた。

『うおおおおおおお!!』『美しいいいいいい!!』『ミララビミララビミララビ!!』

《リリースレベル８》

　観戦者オーデイエンスのコメントに煽あおられ、システム音声がスキルレベル８までの解放を告げたと同時。

「『飛ひ足そく・流りゆう星せい』」

　スキルレベル８、反応速度を加速度的に上昇させる薙刀なぎなた技を起動した舞姫は、両手で薙刀を回転させながら斧おの使いを正面から斬きり伏せる──と見せかけて直前で跳躍。

　背後から致命的な一突き、追撃からの回転斬で完全に体力バーを削りきり、その勢いを保ったまま踊るように右側面にいた鉈使いを上下段の斬ざん撃げきで斬り伏せ、回転蹴げり。

　蹴り飛ばされた鉈使いを正面から受け止め、巻きぞえを喰くった大剣使いは、すぐにその味方の姿が消えたことで、味方の離脱を知るが、すぐに自分も同じ運命を辿たどることまでは予測できなかった。

　視界が遮られていた隙すきに近接した舞まい花かは、突き、斬り上げ、回転斬りから無言起動ノーランスキルのスキルレベル３『飛ひ燕えん』でトドメ。

　スキルの終息を狙ねらっていた片手剣使いは、ここぞとばかりに《幻影の兎姫ミラージユラビツト》の背中に斬りかかろうとして──

「そっちでいいのか？」

　背後から聞こえた声に、振り返ることはできなかった。

「『龍りゆう影えい閃せん』」

　片手剣技ソードスキルスキルレベル７『龍影閃』を背中にくらい、ごっそり体力を減らすと共にたたらを踏んだ片手剣使いは、倒れきる前に追撃の二振りを受ける。

　一か八か受け身を取って振り返りざまに放った横切りには、カウンター斬撃を合わされ、

「『閃せん剄けい白びやく夜や』」

　受けた切り傷の内側から白い閃光が爆発する。

　ビタのタイミングで発動した場合に限って効力を発揮する片手剣技スキルレベル８『閃剄白夜』を喰らった片手剣使いは、華々しく残りすべての体力を散らしていった。

　正面から攻めれば迎撃にあい、挟撃を試みればまとめてなぎ払われ、不意を突こうとした第三の刺客はいつの間にかフォローに入っていた『もう一人』に背後をつかれる。

　攻勢に出た元最強と現最強は、的確かつ確実に騎士たちを刈り取っていった。

　──数で対抗していた《最弱の百騎ナイツ》が、その数を減らせばどうなるか？

　その答えがナイエの目の前に示されていた。

　二〇を越えていたＰＮプレイヤーネームのうち、残ったのはたった四つ。

『ＮＩＥＤ』『ＨＩＴＳＵＧ』、そして『ＲＥＮ』『ＭＩＣＡ』。

　あれだけ完かん璧ぺきだった《最弱の百騎ナイツ》を、二人の最強はあっという間に倒しきった。

「で──次は？」

　片手剣を軽く背負い、平然とこちらを見てくる《不敗の王剣クラウン》に。

「──くっ、あははははははは!!」

　ナイエ策士は笑った。腹からこみあげる感情に、どうにも抑えようのない興奮に。

　場もわきまえず大笑した。

「あは、はは、はあ……げほっげほっ」

　あまりに笑いすぎてむせるナイエに、蓮れん也やたちは警戒するように目を細める。

　その警戒されることすら愉快に思う自分に気づいて、ナイエはまた口元をほころばせた。

　間違いない。今、心から──楽しいと感じている。

「さすが……さすがとしか……本当にさすがとしかいいようがない……！」

　楽しくて楽しくてしかたがないと訴えてくるキラキラと光る目。

　嬉うれしくて嬉しくてたまらないとでも言いたげなゆるみきった口元。

「やろーよ《不敗の王剣クラウン》……とことんまで戦ってよ《幻影の兎姫ミラージユラビツト》！」

　典麗な杖つえをくるくると振り回し、トン、と地面をつく。片手に杖、空いている左手を地につき、クラウチングスタートのような奇妙な姿勢を取ったナイエは。

「あーもう……ここで全部出し切っちゃってもいーよね？」

　その発言が。静観の態度を貫いていたパートナーを動かした。

　中空に展開していたキーボードを元の状態に戻し、幾何学的な杖を手にした妃ひ継つぎが、ナイエの前に立ちふさがる。

「それはだめ」

　はっきりと、蓮也たちにも聞こえる声で言った妃継に、ナイエが笑みを消す。

「どいてよ」

「だめ」

「どいてってば！」

　ナイエの叫び声に、観戦者オーデイエンスがざわつきはじめた。

『なんだ？』『なんか揉もめてる？』『仲間割れかー？』

　突然繰り広げられた一触即発のピリピリとした空気に、蓮也は横目で舞まい花かをうかがう。

　蓮也たちの目的は大会での優勝とユウリの奪還だ。

　いかなる事情があれ、彼女たちには勝ってユウリの居場所を聞きださなければならない。

　メッセージをかわすまでもなく、ウサ耳のパートナーは黙って小さくうなずいた。

　次にどちらかが発言した瞬間、奇襲をかける──。

　完全な自然体のままそう画策した蓮也は、油断なく敵を見据えて。

「ここでやるのはいみがないといったはず」

　妃継がそう口にした瞬間。

「『縮しゆく地ち・光こう矢や』」「『飛ひ足そく・流りゆう星せい』」

　同時に反応速度上昇技の起動言ランワードを叫んだ二人は、まっすぐ敵へと向かっていき──

「それでもつづけようとするなら──ここはわたしたちの負けでいい」

　そう口にした妃ひ継つぎが、あっさりとナイエを攻撃して。

　次の瞬間、耳を劈つんざくような警告音が鳴り響いた。

『システムアラート』

『プレイヤー『ＨＩＴＳＵＧ』に自軍攻撃スーサイドアタツクの違反行為が認められました』




『規約によりクラン《ＳＯＲＣＩＥＲＳ》の反則負けが宣告されます』




「……は？」

　蓮れん也やの呟つぶやきは、『ＹＯＵ　ＷＩＮ』というシステム音声に遮られて消えた。





　　　†×†






『こ……これは驚きの決着だー!!　ＳＶ戦サバイバルマツチクラス・Ｃ決勝、クラン《ＳＯＲＣＩＥＲＳ》は反則負け！　勝ったのはクラン《ＲＹＭ（仮）》ーっ!!』

『はあああああ？』『こんな決着ありか？』『クラウンンンンンン!!』『ミララビー！』

　虚むなしく響く実況の声や、紛糾する観戦者オーデイエンスのコメントを聞き流し、蓮也はすでに姿のないナイエたちを追って急ぎログアウトしようとして。

「待って」

　舞まい花かの止める声。先ほどまでナイエたちがいた場所に屈みこんだ舞花が、テンプレートなメッセージマークのようなものを拾い上げていた。

「手紙……？」

　本来Ｒ３ブレードリンクのフィールドにＶＯヴアーチヤルオブジエクトを持ち込むことはできない。

　なにかしらの細工をしてプログラムを噛かませたのだろう。

　奇術チート集団である《最弱の百騎ナイツ》らしい仕掛け。

　蓮也が手紙を受け取った瞬間、ウインドウが強制的に開かれてメッセージが表示された。

『祈いのり刃はユウリの身柄はあずかったー！　『二人の再会の場』で待ってるよん♪』

　派手な装飾で彩られた文字を見て、蓮也は鋭く目を細めた。






七章　虚構戦域の支配者　Feast of K/Night






　唐突な意識の覚かく醒せいに、ユウリは勢いよく身体からだを起こした。

　暗くら闇やみと硬い床。埃ほこりっぽい空気。どこからか差し込む月明かり。

　さらなる情報を得ようと目をこらしたところでＱＤクオリアデバイスが自動的に起動し、同時にあらかじめ走らせていたＳＡＰセルフアナライズプログラムがユウリの状態をチェックする。

　ユウリの記憶はナイエの手にかかり、メールが送れなかったところで途切れていた。

　メールが送れなかったのはナイエに妨害を受けたからだろうが、同時に起動していたＳＡＰセルフアナライズプログラムまでは見破れなかったらしい。

　表側で派手に動き、本命のプログラムを密ひそかに走らせる裏起動ハイドラン。

　まったく気取られずに起動するには相応の技術が必要だが、幼い頃ころから万一の状況に備えさせられていたユウリからすればその程度の工夫は朝飯前だ。

　小さな通知音と共に、ＳＡＰセルフアナライズプログラムの解析結果が拡張認識レイヤードリアル上に表示される。

　マルチウインドウで図示されたデータによると、約二七時間前に脳波パターンが覚醒段階から一気に睡眠第四段階へと移行していた。

　外部からなんらかの干渉を受けた形跡。薬品か、ナノマシンウイルスか。

　原因についてはひとまず置いて、記憶改変の可能性についてスキャンを開始する。

　睡眠時の記憶改変は驚くほど簡単だ。相手の記憶を改変するために行われるＯＢＭアウトブレイクモードも敵の意識を奪うことを目的としている。意識さえ奪えばあとの作業はないに等しい。

　したがって、強制的な睡眠時移行はそちら側に携わる者にとってなにより忌避すべき事態で、常にその危険性を回避するよう行動しなければならないのだが──。

　ユウリはあらためて自分の迂う闊かつさに歯は噛がみしながら表示された検索結果に目を通す。

　過去二〇〇時間に遡さかのぼっての脳波パターンと、記憶改変の可能性について。

　解析結果は──nothing particular異常なし。

「……え？」

　意外な結果に目をまばたいたユウリは、視界の端に表示されていたＳＡＰセルフアナライズプログラムの解析データに目を止めた。参考となる過去の脳波パターンを数十引用し、比較。

　……やはりそうだ。

　ほんの数分前に、ユウリは外部からの干渉で強制的に覚醒させられている。

　ナイエが意図したものとは思えない。むしろ、これは──




「そろそろいいかな？　──おはよう、ユウリさん」




　突然声が聞こえてきて、ユウリはびくりと身体からだを震わせてからブレードを可視化した。

「だ──誰だれですか」

　声が震えてしまった。身体の動きがまだ鈍い。不安で押しつぶされそうになるのを懸命にこらえ、声が聞こえてきた暗くら闇やみにブレードを差し向ける。

　拡張認識レイヤードリアル上の赤外線センサーと共に闇やみになれた目が、少しずつ周囲の輪郭を掴つかんでいく。

　どうやらここは物置のような場所らしい。そこかしこに演劇に使う大道具のようなものが置かれている。そのうちの一つに声の主は座っているようだった。

　足を組み、超然とこちらを見おろしている、小柄な、長い髪の……少女？

　ユウリが思案している間に、少女はふわりと大道具から降り、こちらへと歩んでくる。

　月明かりの下、あらわになったその姿に。

「あなたは──」

　ユウリは大きく目を見開いた。





　　　†×†






「やくそくがちがう」

　満天の星の下。コンクリートの地面にぺたりと座った芹せり川かわ妃ひ継つぎは、自らを囲むように置いた四つのモニタの光に照らされながら、傍らに立つ少女へと視線を向ける。

「あそこでしょうぶをつける予定は、なかったはず。そのばのいきおいだけできめてしまおうとするのは、あなたの悪いくせ」

「…………えへ」

「ごまかそうとしてもだめ」

　びしっと言われ、少女──ナイエは決まり悪げな笑顔から一転して頬ほおを膨らませた。

「むー、悪かったってば、はんせーしてるよ。でも」

「でもはきんし」

「ぶー……」

　その場で屈みこみ、唇を尖とがらせたままそっぽを向く。

「そう言われても、こればっかりはナイエのせーかくだしー」

　その子供っぽい言い草に、妃継は自分のほうが年下だということが信じられなかった。

　ナイエと知り合ったのはずいぶん前だが、こうして実際に顔を合わせて言葉を交わした回数は片手で足りる。もちろんＶＲプライベートチャットルームでは何度も話をした。

　Ｒ１物理現実でもＲ３仮想現実でもコミュニケーション能力に長たけているといえない妃継相手に、ナイエは驚くほどすぐに打ち解け、プライベートな部分にまでたやすく踏み込んできた。

　不思議とそれが不快ではなく、妃継はナイエをときに友人のように、ときに姉のように思うようになり、本来なら話さないはずの内容にまで言及してしまって──

　はじめて彼女が天然の『好ましき隣人ソーシヤルハツカー』なのだとわかった。

　ＱＤへの侵入デジタルハツキングではなく、心への侵入ソーシヤルハツキングで、知りたい情報を自在に手に入れる天然のカリスマナチユラルハツカー。

　ほとんどが年上の《最弱の百騎ナイツ》の前では、メンバー全員を感服させるほど堂々とした振る舞いをとるのに、ふとしたときには年下の自分以上に幼く見せる。

　子供そのままの無邪気さと、大人をも心酔させる立ち居振る舞いとのギャップ。

　そのギャップこそが祈いのり刃はナイエをこの上なく魅力的に見せ、『好ましき隣人』たらしめているのかもしれない。

（『あの子』とは、ぜんぜんちがう）

　妃継は《最弱の百騎》を創りあげたｖｅｒ．１時の元パートナーのことを思い出す。

　目的のためならどんな行動でも取った『あの子』。

　現『Ⅵ』の《刻印者ナンバーズ》でもある、『あの子』ならきっと──

「でも、計画に変更はないでしょ？」

　不意に話を振られて、沈みかけていた思考の海から顔をあげる。ずっと動かしていた指はキーボードを叩たたき続け、モニタ上では目まぐるしく映像が切り替わっていた。

　それらをしっかりと視界に収めながら、妃ひ継つぎは小さくうなずく。

「すでに97ぱーせんとが完了している。のこりは『彼ら』しだい」

　その『彼ら』はすでに所定の位置についていた。

『彼ら』は妃継やナイエと違って、すべてを知っているわけではない。

『『ＨＩＴＳＵＧ』や『ＮＩＥＤ』の言うことなら信じられる』『なんといっても面白そうだから』という理由で参加を決めてくれた。

『彼ら』なしでは計画の実行は難しかっただろう。

　そういう意味では『彼ら』にはまったく頭が上がらない。

　最も『彼ら』を集めたのは『ＨＩＴＳＵＧ』で、決心させたのは『ＮＩＥＤ』だったが。

「……むかしとったきねづか」

「ん？　なにー？」

「なんでもない。それよりも」

　キーボードのエンターキーを押すと、可視化した拡張認識レイヤードリアル上のウインドウにモニタと同じ映像が表示される。少し遠目から映された一組の男女。

　彼らの姿を確認した途端、ナイエが目を細めた。

「メインキャストのとうちゃーく、だね♪」

　弾むような声は、嗜し虐ぎやく的な響きをもって夜空に流れた。





　　　†×†






　ＳＶ戦サバイバルマツチ・クラスＣの決勝直後。

　夜陰に沈む朱しゆ天てん寺じ学がく園えんは不気味に静まりかえっていた。

　まだ教師や警備員がいるはずの時間だが、校門の外から見あげても灯あかりの点ついている部屋は一つもない。そして──蓮れん也やは拡張認識レイヤードリアル上で朱天寺学園のタグを確認する。

『入校可能』

　グリーンに灯ともった表示は本来なら平日の登下校時に表示されるものだ。休日の、それもこんな夜遅くの時間なら、赤く『入校禁止』の表示に変わっていなければおかしい。

　明らかに外部からの介入が見られる。問題はその内容がなにかだが──。

「どうするの？　蓮也」

　傍らの舞まい花かに静かに尋ねられて。

　物理的にも拡張認識レイヤードリアル的にも開かれたままの校門を前に、蓮也は考えこむのをやめた。

　黙って校門を越えていった蓮也に、舞花が虚をつかれたように慌てて続く。

「ちょ、ちょっと……いいの？　そんなあっさり……」

「舞花の目的は芹せり川かわ妃ひ継つぎだよな？」

「え？」

「あいつの身柄についてはそれほど興味がない」

「……」

　あいつというのがユウリだとわかっていて、舞花は黙った。だからその沈黙はイエスと取れる。そのことに蓮也はほんの少し胸の奥を乱されて、すぐに今は関係ないと思い直す。

「どちらにせよ、先に進むことでしか手に入らない。だったらその部分で悩むのは無駄だ」

　断言した蓮也に、舞花は目を見開く。

　呆あつ気けにとられるようなリアクションに、蓮也は首を傾かしげた。

「なんだ？　なにかおかしいか？」

「……ううん。それでこそ蓮也、だね」

　どこか寂さみしげに舞花が笑い、校舎内に入ったと同時。昇降口のドアが突然閉じ、その様子を振り返る間もなく蓮也のＱＤクオリアデバイスにナイエからのボイスチャットが着信した。

『ようこそナイエたちの戦域エクストラステージへ』

　拡張認識レイヤードリアル上でタグが『入校禁止』に書き換わる。

『戦い足りない蓮センパイたちのためにとっておきのフィールドを用意したよ♪』

　先ほどまでなかった人の気配がして、蓮也たちは周囲に気を張る。

『エクストラステージのレギュレーションはＣＴＦキヤプチヤー・ザ・フラツグ』

「ＣＴＦキヤプチヤー・ザ・フラツグ……？」

「陣取り合戦……相手陣地の目標フラツグを取りあう形式のこと」

　舞まい花かの補足に、蓮れん也やの疑問はさらに深まる。

『蓮センパイたちの目標は言うまでもないよね』

　ユウリ……そして妃ひ継つぎだ。だが向こうのフラッグは？

　問いの答えは、すぐにメッセージとして表示された。

『ナイエのフラッグは蓮センパイ自身』

　その言葉を目にした途端、蓮也はリビングでの一幕を思い出した。

　蓮也の頬ほおにキスをするナイエ──

『それじゃー、Lycka till健闘を！』

　その一文を最後にナイエからのボイチャは途切れ、傍らの舞花が突然弾はじき飛ばされた。

「──舞花!?」

　何者かの襲撃。振り向くと同時に声をかけた蓮也は、

「蓮也、ＯＢＭアウトブレイクモード!!」

　下駄箱をなぎ倒しながら吹っ飛んだ舞花が受け身を取っていたばかりか、すでにブレードを手にしていることに気づいた。ブレードの形状は戦闘時のそれ──そう考える間に、見慣れた着物ドレスに身を包んだ幼なじみは、追撃らしき攻撃を薙刀なぎなたの柄つかで受ける。

　舞花はＯＢＭアウトブレイクモードで蓮也には見えない『なにか』と戦っていた。

　遅れてブレードを可視化した蓮也は、衣装ごと戦闘時のものに変えると、『乱入イントルーデイング』を視線操作アイジエスチヤーで選び、《幻影の兎姫ミラージユラビツト》のフォローに入ろうとして、

「……なんだ、これは」

　ＯＢＭアウトブレイクモードに乱入イントルーデイングしたにもかかわらず、敵が見えない。

　混乱の対象は拡張認識レイヤードリアル上の表示にも及んだ。

　ＯＢＭアウトブレイクモードであれば強制的にオンラインになるその場所が、オフラインのままになっている。

　先へ進もうとするたびに『なにか』に妨害され、戦い続ける幼なじみの姿を呆ぼう然ぜんと見つめるしかない蓮也に、再びナイエからのメッセージが届いた。

『言ったよねー？　ようこそナイエたちの戦域へって』

　ナイエたちの戦域……《最弱の百騎チーター》によって作られたバトルフィールド？

『惑わされないで蓮也！』

　耳じ朶だを震わせるような幼なじみのメッセージに蓮也は顔をあげる。

　蓮也が参加するよりも早く、こちら側へ足を踏み込んでいた《刻印者ナンバーズ》《幻影の兎姫ミラージユラビツト》。

　その最強の相方パートナーがそばにいるのに、どうして焦る必要がある？

　深呼吸一つ。一度目を閉じ、再び開いた蓮也は冷静に一つ一つ確認していく。

　肉体の限界を超えた動き、戦闘時の形状をとるブレード。Ｒ２拡張現実で行われるＲ３仮想現実のバトル。

　この状況は間違いなくＯＢＭアウトブレイクモードだ。

　ブレードリンクである以上、必ずオンライン表記でなければならない。

　──いやオンライン表記に関しては例外がなかったか？

　ランクＳを超えたプレイヤーにのみ与えられた特権。プライベートモード。

《刻印者ナンバーズ》であれば、オフラインでの非公式戦訓練……ｖｅｒ．バージヨン１でいうところのトレーニングモードと同じ環境が使用可能だったはずだ。

　どうやってその状況を作りだしたかは謎なぞだが、今はさしあたって問題ではない。

　問題なのは──今舞まい花かが戦っている見えない敵のことだ。

　フル回転する思考は一つの推論を導く。

『舞花。その敵、舞花には見えているのか？』

『見えてたら、こんなに……苦労しない！』

　メッセージと同時に敵を弾はじき飛ばしたらしい舞花は、背後からの一撃を背中に目がついているかのような超反応で防ぐ。そのとてつもない行動を見れば、敵の姿が見えていないという舞花の発言は嘘うそのように聞こえるが、ここで嘘を吐く理由はないだろう。

　それに──蓮れん也やはすでに答えを出していた。

「え……？　蓮也──ちょっと！」

　舞花の驚く声を無視して、蓮也は押しとどめている見えない敵に向かって黒塗りの片手剣──《インディフィニット》を振り下ろす。

　ガキンという覚えのある硬い手て応ごたえに、推測は確信に変わった。

「なるほどな」

　オフライン表記。トレーニングモード。そして──《最弱の百騎ナイツ》『Ｋ／ＮＩＧＨＴ』。

「確か──『虚構の兵士インビジブルレイヴン』とか言ったか？」

「……！」

　蓮也の呟つぶやきに、背後で誰だれかが反応した。

『舞花！　０時の方向七メートル！』

　瞬間のダイレクトメッセージは、《幻影の兎姫ミラージユラビツト》の爆発的な瞬発力に取って代わられる。

　たん、という音と共に蓮也の背後、無色の気配に狙いを定めた舞花は、無言起動ノーランスキルで高速踏み込み突きを放つ。薙刀なぎなた技スキルレベル５『雷らい鳴めい突づき』。

　山吹色のダメージエフェクトを散らした敵に、舞花の攻撃は終わらない。技の終息にあわせて斬きり上げ、終点に左手を軸に右手で柄つかを強く押し込み、追撃の斬り上げを入れる、薙刀技スキルレベル３『飛ひ燕えん』。

　さらに、一歩下がったところで再加速して急接近。

「『月げつ天てん旋せん』」

　薙刀なぎなた技スキルレベル７『月げつ天てん旋せん』。下段からの高速斬きり上げが黄色いエフェクトをまとって半月の形をとる。大ダメージエフェクトを吐き出した敵は、たまらず距離を──

「──取ろうとするよな」

　蓮れん也やの言葉は、敵の耳には届かなかった。

　代わりに届いたのは、黒いエフェクトをまとった横よこ薙なぎの一いつ閃せんだ。

　片手剣技ソードスキルスキルレベル５『天てん元げん一いつ刀とう』。バックステップ狩りに使われる技が、見事見えない敵の体力バーを狩りきった──と、表のブレードリンクならなっているところだろう。

　蓮也は『ＹＯＵ　ＷＩＮ』というシステム音声の代わりに、不可視化が解かれ、意識を失ってその場にくずおれた人物を目の当たりにして、眉まゆ根ねをよせた。

「こいつは……『ＫＮＥＥＬ』か？」

　先ほど戦った《最弱の百騎ナイツ》の一人。斧おの使いの騎士だ。

　使い手を失ったためか、舞まい花かが手を焼いていた中空に浮く小さなブロック──『虚構の兵士インビジブルレイヴン』も一度可視化してから、ゆっくりと消えていく。

　その様子を、今さらとばかりに舞花が驚いた表情で見つめていた。

「これが見えない敵の正体……？」

「正確には《最弱の百騎ナイツ》がｖｅｒ．バージヨン１で使用していた不正プログラムチートだ」

　ｖｅｒ．１で蓮也が戦った《最弱の百騎ナイツ》。

　彼女が使用したチートの中でもっとも蓮也の印象に残ったものだ。

「よくわかったね……」

　驚きよう愕がくもあらわに呟つぶやく舞花に、蓮也は平然と言う。

「まあ一度見たことがあったからな。ヒントもあったし」

「ヒント？」

「舞花は《最弱の百騎ナイツ》がチートを使用する条件、覚えてるか？」

「チートを使用する条件っていうか……《最弱の百騎ナイツ》は公式戦ランクマツチには現れないって」

「それだ」

　ぴんとこない幼なじみに蓮也は右上辺りを指さす。

　Ｒ１物理現実ではない。Ｒ２拡張現実でそこにあるのは、オフラインという表記。

「トレーニングモード。《最弱の百騎ナイツ》はｖｅｒ．１のとき非公式戦でしかチートを使わなかった。事実、さっきのＳＶ戦サバイバルマツチではチートを使ってこなかっただろ。翻ってチートを使おうとすれば非公式戦にする必要がある」

「あ──まさか、そのためだけにここがオフラインになっているっていうこと？」

「そのためだけじゃない。それがすべてなんだ」

　目を見開く舞花に背を向け、蓮也は暗い廊下を進む。

　そう、本来《最弱の百騎ナイツ》とは、字面そのままに甲かつ冑ちゆうを着た騎士という意味ではない。

　彼らの本領は奇術チート。正規のプログラムには存在せず、提示された限界を故意に超えた技の使用。

　ＳＶ戦サバイバルマツチは彼らの仮の姿で、本領はこのフィールドオフラインでしか発揮されない。

　もちろん、彼らが勝手に課した誓約だ。破ることだってできるだろう。

　だが、それをすることで失われるものの大きさを彼らは知っている。

　自ら課した信念に殉じゆんじ、忠誠を誓う者。あらためてその高潔さを確信した蓮れん也やは、だが、目の前の非常識な光景にはさすがに息を呑のまざるをえなかった。

「なに、これ……」

　驚きよう愕がくする舞まい花かの声にも反応できない。

　階段を上がり、不自然におりていた防火シャッターに阻まれて仕方なく出た二階の廊下。

　右手に教室が連なる極めて普通の廊下に、普通ではない数の騎士が連なっていた。

　三〇や四〇ではきかない。種々様々なブレードを手に、文字どおり廊下を埋め尽くすさまは、八〇、九〇、もしかしたら──

　蓮也がそのことを連想した瞬間、タイミングよくナイエからのボイスチャットが届いた。

『《最弱の百騎ナイツ》なんだから、一〇〇はいないとね』

「……笑えないな」

　頬ほおを引きつらせた蓮也が呟つぶやいたと同時に、騎士たちはいっせいに動いた。

　学校の廊下は狭い。甲冑姿の騎士が三人も横に並べば歩くのもままならないほどに。

　にもかかわらず彼らはＳＶ戦サバイバルマツチ同様……いやより緊密な連携をとってきた。

　左右の壁、天井を使い、床を這はうように走って、近接、中距離の絶妙な間合いを保ったまま間断なく攻撃をつないでくる。

　さらに。

「──！」

　唐突に生じたガキッという硬い感触に顔を顰しかめた舞花は、続いて目の前で起きた小さなポンッという爆発に集中力をかき乱され、それでも繰り出した一いつ閃せんが目の前の騎士をすり抜けたことで完全に虚を突かれた。

「あぐっ！」

　右側面からの剣斧ハルバート使いの一撃を受けた舞花は、続く細剣使いの追撃はどうにか退けたものの、その背後から四、五人の騎士に畳みかけるようにラッシュをかけられ──

「舞花！」

　横から割り入った蓮也のフォローにどうにか窮地を逃れる。

「……ありがとう」

　舞花からの礼に軽くうなずいて、蓮也は舌打ちする。

「当然、使ってくるか……」

　予測不能な奇術チートは蓮れん也やたちの行動を必然的に縛り、動きを鈍らせる。

　ふと気づけば、背後に回っていた騎士たちによって退路まで断たれていた。

　舞まい花かと背中合わせになり、廊下の先を睨みやる蓮也は、短剣に変化させた《インディフィニット》片手に、唇を噛かむ。

　──絶体絶命。

　この状況を表現するのにこれほどぴったり当てはまる言葉もない。

　二対一〇〇。それも相手は全員がこちらの想像を超え、規則を破る奇術使いチーター。

　観戦者オーデイエンスの姿はないが、彼らがもしこの場にいれば口々に述べたことだろう。

『負け確』と。

　蓮也とて観戦者オーデイエンスの立場なら同意したかもしれない。いくら最強と最強が組んでも、人としての限界はある。絶対的な量差数の暴力には抗あらがいようがない──。

　だが。

「蓮、也……？」

　不意に、傍らの幼なじみが怪け訝げんに呟つぶやいて、蓮也は自分が笑っていることに気づいた。

　それだけじゃない。

　負ければ意識を喪失し、記憶を奪われる戦いにおいて、ここまでの危地だというのに。

　楽しいと感じている。

　頭の片隅で、俯ふ瞰かん的に観察する自分が言う。この状況を楽しいと感じるなどおかしい。

　新入生歓迎会でのエキシビションマッチ。あのときは絶対的危地にきちんと絶望することができたのに。感覚がバカになってしまったんじゃないか？

　──違う。

　あのときとは決定的に違う。

　蓮也は背中に感じたぬくもりを意識し、囚とらわれの身の少女を脳裏によぎらせた。

　目的を達成しようという欲求が、なりふり構わない合理的判断を生むのなら。

　誰だれかと共に在るという意識は、決して負けることがないという不屈の確信をかきたてる。

「……」

　蓮也の異変を感じとったのか、距離をとっていた騎士たちが構え直し、同時に彼らの身体からだが金色のエフェクトを帯び始めた。

　──『劇的な進化アルテイメツトブースト』。

　どうやら『ＨＩＴＳＵＧ』の影響力はここでも及んでいるらしい。

《最弱の百騎ナイツ》は奇術を駆使し、さらなる連携を見せてくる。

　蓮也たちを完膚無きまで叩たたき潰つぶすために。

「──上等だ」

　低く声を出すと同時に、蓮也は廊下の床を蹴けった。

『蓮れん也や!?』舞まい花かから飛んできたダイレクトメッセージを無視して、蓮也はほんの一瞬だけ虚をつかれたように躊ちゆう躇ちよした騎士へと襲いかかる。

　スタンダードな剣を手にした騎士は、すぐに気を取り直すように迎撃態勢に入ったが、蓮也にはほんの一瞬だけで十分すぎた。

「『縮しゆく地ち・雷らい絶ぜつ』」

　片手剣の反応速度上昇技でギアを上げ、数メートルの距離を一気の跳躍で縮めると、空中で溜ために溜めた大上段からの斬きり下ろしを──放たない。

「──！」

　騎士が繰り出した迎撃の斬り上げ攻撃。その剣先がギリギリ届かない位置に着地した蓮也は、変化させた短剣を逆手に持ち、低い姿勢から必殺の一撃を放った。

「『絶ぜつ昇しよう陣じん』」

　短剣技ダガースキルスキルレベル８『絶昇陣』。短剣の腹を騎士の顎あごに抉えぐりこませ、アッパーカットの要領で伸び上がるような強烈な一撃を入れる。

　同時に蓮也を中心にした半径一メートルの円状に空色のエフェクトが発生した。

　エフェクトは天井近くまで飛び上がった蓮也が着地すると同時に消えたが、そのあいだに効果範囲内にいた騎士たちを突風に煽あおられたように軒並み吹き飛ばす。

　吹き飛んだ騎士は当然周りの騎士を巻き込み、一部は直撃を受けて足を取られ、一部は防御することでどうにかやりすごしたが、いずれにせよ。

「──隙すきだらけね」

　ダイレクトメッセージを飛ばすまでもない。しっかりと《不敗の王剣クラウン》の意図を汲くみ取っていた《幻影の兎姫ミラージユラビツト》が、対応の遅れたものから刈り取るようになぎ倒していく。

　レベル制限もないプライベートモードの状況から、次々と大技を放つ舞花に続いて、蓮也もまた不定剣《インディフィニット》を自在に操って、騎士たちを昏こん倒とうさせていった。

　ときに軽業師のように素早く、ときに破壊者のように大胆に。

　嵐あらしのごとく圧倒的力を行使する蓮也たちは、態勢を立て直し、練度を上げ、果敢に迎撃を試みる《最弱の百騎ナイツ》と互角に戦った。

　戦い、戦い、戦い続け──ふとある致命的な事実に気づく。

　見渡す限り、廊下いっぱいを埋め尽くす騎士たち。

　その数が──まったく減っていない。

　最初は気のせいかとも思った。熱くなる頭が冷静な認識を拒んでいるだけなのだと。

　だが蓮也は、攻撃の間断に空中へと身を躍らせた隙に、ふと廊下の終わりに視線を送って──信じがたい現実を目の当たりにした。

　唐突に、なにもないところから、新たな騎士が出現したのだ。

　さながらＲ３仮想現実のフィールドにログインしたときのように。

　デジタルなエフェクトをまとって現れた騎士は、さも当然のように戦線へと加わる。

「──『烈震斬グランドクエイク』！」

　空中で《インディフィニット》を大剣ツーハンデツドソードへと変化させた蓮れん也やは、地も割れよとばかりに大上段からの一撃を騎士たちの群れに叩たたきつける。大部分が逃げ遅れ、一部がそれを利用して反撃を試みようとするのを見計らい、舞まい花かが的確に迎撃して戦線から離脱する。

　何度目かの戦闘の終息。

　激しい戦いの中で生まれたわずかな空白に、蓮也はダイレクトメッセージを送った。

『おかしい。騎士の数が一向に減っていない』

　唐突な内容のメッセージに、返信は少し遅れてきた。

『……そんなわけ──』

『減った数だけ補充されてるんだ』

　その具体的現象について伝えると、舞花は背中を通して驚きよう愕がくを伝えてきた。

　そんなわけがないと否定してこなかったのは、彼女にも思い当たる節があったのだろう。

　大きすぎる数字は、数えるという行為を放棄させる。そもそも蓮也は実際に騎士を数えたわけではなく、ナイエから送られてきたメッセージを鵜う呑のみにしていただけだ。

《最弱の百騎ナイツ》という言葉も、実際に一〇〇人の騎士がいたわけではない。にもかかわらずそう思い込んだのは、ナイエのメッセージがあったから。

「やられたな……」

　熱くなった身体からだに冷や水をかけられたような気分。

　舌打ちしたくなるのを堪え、小声で呟つぶやいた蓮也に、舞花が小さく訊きいてくる。

「でも、それがわかったとして……どうするの？」

　そう、問題はそこだ。補充される騎士の数はこちらの想像を超えている。

　相手は希代の奇術師集団チーター。どのような手を使っているのかわからない以上、こちらは無限ともしれない数の騎士を相手に戦い続けるしかない。

　だが、戦い続けてどうする？

　敗北はナイエへの屈服を意味する。

　そして現実でも概念でも──有限が無限に勝ることはない。

　歯は噛がみする蓮也が答えを出せないあいだに、騎士たちが攻勢をかけるべく構え始めた。

　こちらの都合を慮おもんぱかるわけもなく、金色の光をまとった騎士たちはこちらへと──




「──いい加減、我慢の限界だな」




　唐突な第三者の声。

　蓮也の右手には教室が連なっている。専門教科のいわゆる教科教室と呼ばれるところだ。

　そのうちの一つ、理科準備室の扉が開かれ、中から男子生徒がゆっくりと歩み出てきた。

　着崩した制服と頭にかぶせた狐面。つまらなさそうにこちらを一いち瞥べつした彼は。

「副会長……？」

　朱しゆ天てん寺じ学がく園えん生徒会副会長世せ良ら樹きかたるは、ポケットに入れていた右手を出すと、ブレードを可視化。戦闘時の形状を取っているそれは、白と青を基調にしたシンプルな和槍だ。

　かたるは片手で槍やりを回転させ、《最弱の百騎ナイツ》に背を向けて、

「『紫し獣じゆう流りゆう星せい』」

　蓮れん也やたちに槍を投げてきた。

「……!?」

　起動言ランワードに従い、投とう擲てきされた槍は閃せん獣じゆうへと変化する。紫のエフェクトで構成された獅し子しは、虚を突かれた蓮也たちを直前で避けて、その背後にあるなにかを突き破った。

　バチバチバチという、放電したような音。その音が蓮也たちの現実を劇的に変化させた。

　攻勢をかけていた《最弱の百騎ナイツ》。そのうちの八割が、激しいラグのようなブレを生じさせた後、消えて無くなったのだ。

「な──」

　驚いたのはその現象を目の当たりにした舞まい花かだけではない。

　仲間を一瞬のうちに奪われた騎士たちもだ。

「……っ」

　残った騎士たちは声もなく急停止をかけ、慌てて仲間たちの下へと戻る。

「なにをした……？」

　その場に広がる動揺と困惑を代表して、蓮也が尋ねる。

　訊きかれたかたるは、軽く肩を竦すくめてから蓮也たちの背後を指さした。

　廊下の端。その天井にあるはずの防犯カメラが、床に落ち、遠目からでもわかるほど完かん璧ぺきに壊れていた。すぐそばにその状況を起こした黒い塊──小型の放電機が落ちている。

　与えられたパーツを頼りに、蓮也の脳が急速思考を開始する。

　壊れた防犯カメラ。ラグのような現象と共に消えた《最弱の百騎ナイツ》。

　カメラ。レンズ。──投射機？

「ＶＯヴアーチヤルオブジエクト……！」

　導き出した答えに、かたるはなにも言わない。

　だが、すでに蓮也の中ではすべての辻つじ褄つまが合い始めていた。

《最弱の百騎ナイツ》が使う奇術チートの一つ、『虚構の兵士インビジブルレイヴン』。

　あれは不可視化したＶＯヴアーチヤルオブジエクトを障害物として使用したものだ。

　自らにも応用することで、その主眼は不可視化にあると考えさせられていたが、そのミスリードこそが先の戦闘の狙ねらいだとしたら。

　いくら減らしても補充される、不滅の《最弱の百騎ナイツ》。

　その正体は、外部補助装置防犯カメラで水増ししたＶ虚Ｏ構──。

　一人納得する蓮れん也やを尻しり目めに、かたるはポケットの中から黒い塊を取り出して弄もてあそぶ。

「一応体面もあるしな。手出しは無用と思ってたんだが」

　再びブレードを可視化したかたるは、「『紫し獣じゆう流りゆう星せい』」黒い塊ごと和わ槍そうを投とう擲てきする。

　狙い違たがわずカメラを貫いたブレードの下から、黒い塊が電磁波のようなものを放出して機械ごと床に落とす。

「生徒会の人間として」『紫獣流星』。カメラが落ち、騎士の数が減る。

「部外者が学内の備品に無許可で細工しっぱなし、というのは──」

『紫獣流星』、『紫獣流星』、『紫獣流星』──。

「捨て置けないな」

　あっという間に二〇人程度に減った騎士たちは、明らかに動揺していた。

　均質化され、自らパーツたらんとしていたように見えていた騎士たちが、互いを見回すようにして、どう動くべきか迷っている。

　突き崩すなら、今しかない。

　明確な目的意識が思考を研ぎ澄ませ、不純物をかなぐり捨てさせる。

　片手剣を構えた蓮也が、まさに床を蹴けろうとしたタイミングで。

「『バインドスネーク』！」

　反対側の廊下の先から伸びてきた鞭ウイツプのブレードが、騎士たちを襲った。

「──!?」

　見覚えのある、ありすぎるブレード。なにより、耳になじむその声音は──。

「ユウリ！」

　思わず声をあげた蓮也に、反応速度補助技を使用してこちらに移動してきた銀髪の少女──祈いのり刃はユウリは、目まぐるしく表情を変えた。

　驚き、喜び、そして戸惑い。

　そんな蓮也たちの想おもいなど知るよしもなく、突然の敵方の増援に、騎士たちの動揺がさらに大きくなった。もはや妃ひ継つぎの指示も届いていないのか、行くべきか退くべきかの判断もできていないかのように、ちぐはぐな動きをしている。

　そして──ついに彼らの動揺が恐慌に変容する決定的瞬間がやってきた。




「────さて。それじゃあ無粋者を排除しようか」




　その声は。否いや応おうもなく。蓮也の全身を総毛立たせる。

　角から歩み出てきたその少女は、自身の身の丈を超える大おお鎌がまを何気なく構えて。

　次の瞬間なにが起きたのか、蓮れん也やにもわからなかった。

　ただ彼女がこちらに向かって歩いてくるあいだに、その場にいたすべての騎士が斬きり刻まれ、吹き飛ばされ、叩たたきつけられ、くずおれ、倒れ伏していた。

　一瞬とも呼べない、ごくごく短い時間。

　小柄な少女は、二〇を超える《最弱の百騎》の意識を残らず刈り取った。

　常識ではありえない事象。

　不条理そのものの現象は、けれど目の前の少女にはこれ以上なくふさわしい。

　輝くティアラ。露出度の高い紅のドレス。大鎌の柄つかにつけられた兎うさぎのストラップ。

　刃先についた血でも振り払うかのように、軽く大鎌を一いつ閃せんさせた少女は。

「──やあ、元気にしていたかな。ボクの運命の相手ライバル」

《斬虐の女王クイーン》兎と神がみ散ちる葉は。

《不敗の王剣クラウン》の永遠の対立者は、この上なく不敵な笑みを浮かべた。
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「……彼女に、助けられました」

　ユウリは体育館のステージ袖そで……演劇部が大道具倉庫に使っていた小部屋に閉じ込められていたことを滔とう々とうと蓮也に打ち明けた。ナイエの罠わなにはまり、彼女によってかけられた強制睡眠。それも散葉が解いてくれたのだと。

「その言い方にはやや語弊があるかな」

　なにが楽しいのか、くすくすと笑って、散葉は小首を傾かしげる。

「助けたんじゃない。邪魔したんだよボクは」

「邪魔……？」

　蓮也の疑問には答えず、秘密を口にするように人差し指を立てる。

「あとは……そうだね、いつぞやの借りを返したということにしようか。本人の許可も取らずに少し記憶を弄いじったことがあったからね」

　戯おどけた仕草で肩をすくめてみせた散葉に、蓮也は目を細めた。

　散葉の大部分は虚言と妄言と戯ざれ言ごとで構成されている。どれだけしゃべろうと、いやむしろしゃべればしゃべるほど彼女の本心は見えなくなっていく。

　なにを、考えているのか。

「そう難しいことは考えていないよ。ただほんの少し──飢えているだけで」

　低く呟つぶやかれた言葉。冷たく響く語尾。言葉尻じりと共に大鎌をさりげなく持ち替えた散葉に。

《幻影の兎姫ミラージユラビツト》が一瞬で接敵した。

　兎うさぎ姫ひめの名に違たがわぬ有無を言わさない瞬発に乗って、《幻影の兎姫ミラージユラビツト》はまだ構えもとれていない実の妹へ向かい、一片の容赦もない薙刀なぎなたの一振りを浴びせ──られなかった。

　ギィィンッ、という金属と金属が弾はじきあう音。

《不敗の王剣クラウン》すら反応できなかった慮外の一撃を防いだのは《斬虐の女王クイーン》ではなく、突如廊下の角から飛び出してきた、全身を黒い軽装に包んだ『何者』かだった。

「──!?」

　こちらにまで伝わる舞まい花かの驚きよう愕がくは、その『何者』かがあっさりと必殺の一撃を防いだことによるものではない。

　彼女が……彼女のみならず、蓮れん也ややユウリまでもが息を吞んだのは、その人物が手にしたブレードに見覚えのある徴シルシが刻まれていたから。

『Ⅰ』

　不気味な輝きを放つ、紅の刻印。

　最小のその数が意味するのは、ただ《刻印者現最強の一人》ということだけでなく。




　まぎれもなく現在のブレードリンクの頂点に立つ者の証。




「《終焉の黒ブラツクステイシス》……!?」

『Ⅰ』の《刻印者ナンバーズ》にして最強の中の最強。

　そうだと知れたあとの舞花の行動は、同じ《刻印者ナンバーズ》としてふさわしいものだった。

　たん、という音が響き渡るほどの、最速での後退。

　すさまじい重圧と禍まが々まがしい気配に、唇を強く噛かみしめる。

　この場で戦うことは得策ではない──。

「──ここで戦うつもりはないよ。言ったはずだ、邪魔したんだと」

　実の姉に襲われたことなどなかったかのように、微動だにせず言い放った散ちる葉はに、黒いローブに身を包んだ《終焉の黒ブラツクステイシス》は、あっさりと踵きびすを返す。

「ま、そういうことだ」

　軽い声と共に、今まで沈黙を貫いていたかたるが、散葉たちのほうへと向かっていく。

「……あ、あの」

　腹違いの兄が取った意外な行動に、声をあげたのはユウリだ。

「勘違いするなよ道化」

　足を止めたかたるは、振り返らないまま冷たく言う。

「結果的にこうなっただけで、根本はなにも変わってない。──お前に対する感情は」

　そのまま散葉たちと合流した『ＣＵＥＮＴＩＳＴＡ詭弁屋』は、さも当然であるかのように《終焉の黒ブラツクステイシス》と連れ立って去っていった。

　つまり、それは──
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「蓮兄くん」

　不意にかけられた声が、意味深な響きに満ちる。

「ボクはもう組むべき相手を見つけたよ」

　──キミは？

　言外の言葉まで読み取った蓮れん也やを尻しり目めに、最凶の少女は大おお鎌がまを手にしたまま消えた。
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　実妹の背中を見送った舞まい花かの瞳ひとみには、複雑な感情が渦巻いていた。

　二年前に蓮也をブレードリンクへと誘い、最凶の好敵手となった幼なじみ。

　謎なぞの失しつ踪そうをとげ、再び現れたときには《ＮＥＸＴ》という超越者になっていた少女。

　現行の世界を憂い、根源的な世界変革のため、淡々と礎いしずえを築いていく独善者──。

　散ちる葉はが蓮也にとって最凶のライバルなら、舞花にとってはなんなのだろう。

　それに彼女のそばにいた『Ⅰ』の《刻印者》最強の中の最強は──

「……あの」

　蓮也を現実に引き戻したのは、躊躇ためらいがちにかけられたユウリの声だった。

　申し訳なさそうにこちらを見るユウリは、最終的にぐっと唇を引き結び、

「ご迷惑をおかけして──」

「謝らないで」

　強く遮る言葉。拒絶の意志を如実にこめてユウリを見つめる舞花に、蓮也はその先に続く言葉を連想してしまう。

　──あたしはあなたを助けに来たわけじゃないから。

　だが。

「別に、クランメンバー仲間を助けるのは普通でしょ」

　そっぽを向いて、小声。

　決まり悪げに、意識して表情を険しくする幼なじみの姿に、蓮也は目を見開いた。

「舞花お前……」

「なに」

　とげとげしい声。やけくそのようなその言葉が、蓮也の唇をつりあげさせる。

「──いや。舞花がおかしなことを言うのは今に始まったことじゃなかった」

「な──それ蓮也にだけは言われたくないんだけど……！」

「…………あの、どっちもどっちだと思います」

「あんたもね!?」

　思わず出てしまった激しい舞花の突っ込みにユウリが心外そうな表情を浮かべ、そんな二人を見て蓮れん也やはひそかに口元をゆるめる。

　不意に和んだ場は、ため息と共に呟つぶやいた舞まい花かの言葉が再び引き締めた。

「──ともかく。ちょっと予定外かもしれないけど、これで目的は達したでしょ。蓮也たちは先に引き上げて」

　可視化した薙刀なぎなたを一回転。

　刃先を下にし、片手で握るようにした《幻影の兎姫ミラージユラビツト》は、鋭い眼まな差ざしを窓の外へ向ける。

「あたしは、まだやることがあるから」

《鳥ちよう獣じゆう戯ぎ画が》の一員であり、もっとも心を通わせた元クランメンバー『ＨＩＴＳＵＧ』。

　彼女の真意を質たださなければならない。

　傍はた目めにも強い気概を感じさせる舞花に、ユウリは蓮也にうなずきかけてから言った。

「わたしも行きます」

　その言葉は舞花にとっても予想どおりだったらしい。

　表情を変えずに、冷たく言う。

「……あまり言いたくないけど、自分が囚とらわれの身になっていたという自覚はあるの？」

　あんたがいても足を引っぱるだけ。言外の意図に、けれどユウリは怯ひるまなかった。

「確かにわたしには先輩方のような力はありません。でも、ＯＢＭブレードリンクは本来クランで行うものです」

　それがどうした。結局自分が足を引っぱると認めているだけではないか──そう言いたげに眉まゆをひそめた舞花に、ユウリは強気に微笑ほほえんでみせた。

「お忘れですか。相手は奇術チートと技術ハツキングを操ります。力だけで敵かなう相手ではないし──技術だけで敵う相手でもありません」

　力と技術、その両方が必要で、それは独りで為なしえられることではない。

　ぐっと言葉を吞のんだ舞花は、寸前の冷酷な表情に憂いと躊ちゆう躇ちよをよぎらせる。

「でも──」

「仲間を助けるのは普通なのではなかったんですか？」

　自分自身が口にしたセリフをぶつけられて、今度こそ舞花は言葉を失った。

　──わたしはあなたを完全には信用できていません

　そう口にしていたはずなのに。

　呆あつ気けにとられたような舞花を見て、ユウリもまた決まり悪そうに視線を落とす。

「もちろん兎と神がみ先輩のことはまだ完全に信用しきれているわけじゃありません。けれど──仲間だと言ってくれた人を無下にする理由もないです」

「……なに、それ」

　くすりと笑った舞花に、ユウリはむっと唇をとがらせた。

「別に、信用はしていなくても恩を返す義務はあるということです。それに」

　いったん言葉を切り、まっすぐ前を見て続ける。

「わたしにも、まだやるべきことは残っていますから」

　静かな決意を込めた声。祈いのり刃はナイエ──ユウリにもまた決着をつけなければならない相手がいるのだと悟って、舞まい花かも口を閉じる。

　そのタイミングで、蓮れん也やが軽く言った。

「話はついたか」

　他人事のような言葉に、二人の少女は同時に口を開く。

「先輩……」「ちょっと蓮也、そんな簡単に──」

　その非難めいた響きに、蓮也は当然のように言い切った。

「はじめから決まりきっていることに口を挟む必要があるのか」

　一言で黙らせて、クラン《ＲＹＭ（仮）》のリーダーは不定剣を可視化する。

「──さっさと済まそう。これが俺たちの初陣スタートだ」

　力強く踏み出した一歩に、二つの靴音が重なった。
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　暗くら闇やみを映すモニタを見つめながら、屋上の床にぺたりと座った妃ひ継つぎが小さく呟つぶやく。

「……ふかく、だった」

　奇術チートと連携を組み合わせた陽動と削り。

　それが蓮也たちに対する《最弱の百騎ナイツ》の初手だった。

　経過は妃継の計算どおりに進み──最悪の誤算がすべてを台無しにした。

「ま、しょーがないんじゃない？」

　風に煽あおられる長い銀髪を押さえながら、ナイエが軽い声で続ける。

「《斬虐の女王クイーン》に出張られちゃったんじゃねー」

《斬虐の女王クイーン》『ＣＨＩＬＬ』。

　ｖｅｒ．バージヨン１最凶と名高い斬殺魔オーバーキラーに、《世界変革計画プロジエクトシフト》の主導者アレーティア社研究開発室長世せ良ら樹き我が光こうの息子・世良樹かたる。

『第六機関シツクスオルガン』が現れた時点で、純粋に自分たちの目的だけを達成するのは難しくなった。

　彼女たちがユウリを解放し、蓮也たちの下へ戻したのは明らかにこちらに対する妨害だ。

　同時に警告の意味も含まれているのだろう。

　自分たちがなにに手を出したのか理解しているか？　と。

「といっても、別にかんけーないでしょ」

「……？」

　首を傾かしげた妃継に、ナイエは薄く笑った。

「《斬虐の女王クイーン》も《最弱の百騎ナイツ》も──どうせナイエたちの目的には関係ない」

　その言葉が意味するところを知って、妃ひ継つぎは静かに息を吐く。

　どうやら相棒はすでにスイッチが入ってしまっているらしい。

　厳密に言えば、ナイエと妃継の目的は違うもので、互いに協力し合っているだけだ。

　むしろナイエの目的が完全に叶かなってしまった場合、妃継の目的は叶えられなくなる可能性すらあるのだが……今の彼女にそのことを言っても無駄だろう。

　いろいろと諦あきらめた妃継は、さまざまなしがらみが今後自分にのしかかってくることもとりあえず思考の俎そ上じようからどかした。今は、目の前のことを考えるだけだ。

　思考を切り替えたついでに、悲しくもなんの反応も返さなくなったモニタを見切ると、淡々とＱＤクオリアデバイスを起動する。

　拡張認識レイヤードリアル上でキーボードを可視化し、中空に浮くキーを高速で叩たたく。

　ウインドウの一つが、まだ妃継の色がついたカメラからの映像を送り込んできた。

　そこから得られる情報を冷静に捉とらえながら、いくつもの作業ウインドウを広げ、それぞれに明確な意図を持ったプログラムを走らせていく。

　その作業ウインドウ妃継流の戦闘準備が十を超え、百を超えようかというところで。

「──きた」

　防犯カメラの映像が、彼らの到来を伝えた。
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　屋上には、少し冷たい風が吹いていた。

　夜なのに明るいのは、四隅に設置されたライトのおかげだろう。

　もちろん、そんなものは学校の備品であるわけがない。

「よーこそ、再会の場所最終ステージへ」

　両手を広げ、満面の笑みでそう言ったのは青みがかった銀髪の少女──祈いのり刃はナイエだ。

《最弱の百騎同志》を倒され、本陣へと踏み込まれたのにもかかわらず、その顔に焦りや苛いら立だちなどの悪感情は一切見当たらない。ただ純粋に蓮れん也やたちとの再会を喜んでいる。

　妃継はナイエから少し離れた場所でぺたりと座り込み、アナログな機器に囲まれたまま、蓮也がはじめて出会ったときと同じように無表情でこちらを見つめていた。

「途中でアクシデントがあったせいで、ちょーっと予定は狂っちゃったみたいだけど、大筋はそんなに変わってないから」

　明るく言うナイエは、そこでふと今気づいたかのようにユウリを見た。

「ああ、いたんだおねーちゃん」

　一転してバカにしたような笑顔。

「恥ずかしげもなく、よくこれたねー」

　声だけは朗らかに。明確な侮ぶ蔑べつを向けられたユウリは、ぐっと顎あごを引いて睨にらみ返した。

「わたし一人じゃありませんから」

　その答えを聞いて、ナイエは一瞬の間を置いてから吹き出すように笑った。

「あはははははっ！　お、おかしい……自分から言っちゃうんだそれ！　一人じゃなにもできないって！」

「はい。あなたと一緒です」

「…………はぃ？　なに言って──」

「今回の計画、首謀者はあなたではないですね」

　大笑を冷めさせる断言。

「……どういうこと？」

　戸惑う舞まい花かには反応せず、黙って瞳ひとみを細めたナイエに、ユウリは続ける。

「実際にこの身に受け、解析してみてわかりました。暗号、ハッキング、そして《最弱の百騎ナイツ》。それらの根幹にあるコードはすべて高度な技術者によって作成されたものです」

　ユウリの眼まな差ざしに、ナイエは小さく呟つぶやいた。

「……だから？」

「だから、あなたはその製作者ではない」

　殴りつけるような鋭い声。

「そのことに気づいたのは、あなたに直接押し倒されたときです」

　古びたアパートの一室で、ナイエはユウリの自由を直接奪ってきた。

「襲われる直前まで、あなたは拡張認識レイヤードリアルにわたしの意識を集中させて、物理現実で隙すきを作ろうとしていたのだと思っていました。──でも、違った」

　組み伏せられたユウリが抱いたのは、どうしてここなのか、という疑問だった。

　なぜわざわざ古びたアパートの一室に喚よび出す必要があったのか？

　ハッキングを無効化されたユウリは同い年の平均的な女子にも劣る運動能力しかない。

　拡張現実でフェイントをかけ、物理現実で組み伏せることなどどこでもできる。

　これらの予測から導かれる結論は一つ。

「あなた自身にはハッキングの技術がない。だから呼びよせる必要があったんです。ハッキング能力を持った人がいるあの場所に」

　ユウリの視線がぺたりと座り込んだままの少女へと向かう。

　妃ひ継つぎはじっとユウリの目を見つめ返した。

「……それで、おねーちゃんはなにが言いたいわけ？」

「別になにも特別なことは。ただ、あなたも一人ではなにもできない、わたしと同じ──」

「違う!!」

　屋上に響きわたる声。

　今までとは違う、切実な響きを伴った声音に、蓮れん也やは目を細める。

「ナイエは、ナイエは──なんでも与えられてきたおねーちゃんとは違うっ！」

　腹の底から絞り出すように言うナイエは、ギッと音がしそうなほどユウリを睨にらみつけた。

「……もういい。もういいよ。勝てばいーんだよね。勝ちさえすれば──ナイエのほうが優秀だってわかるよね！」

　自分に言い聞かせるような声と同時に、ナイエの可視化したブレードがうなった。

　いつステップを踏んだのか、その場に三体の閃せん獣じゆうを生み出した《閃獣使いテイマー》は、杖つえの先をまっすぐユウリに指し示した。

「ナイエより先に生まれたこと──後悔させてあげる」

　その言葉を合図に三体の閃獣、黒こく虎こ、大おお鷲わし、黒くろ犀さいが飛びかかってきた。
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「──舞まい花か！」

　ユウリへと向かってきた三体の閃獣を相手取りつつ、蓮也は幼なじみの名を呼ぶ。

　同時に、舞花が妃ひ継つぎに向かって走った。

　指し手プレイヤーの妃継は非常に厄介だ。その真価が発揮される前に、蓮也がナイエを足止めし、舞花が妃継を倒す──そう考えていた作戦は、しかしあっさりと崩される。

　加速しかけた舞花の前に、四体目が立ちふさがったのだ。

「行かせるとでも思ったのかにゃ？」

　ふざけた口調で行く手を遮ったナイエに、《幻影の兎姫ミラージユラビツト》は瞳ひとみを鋭く細め、

「邪魔──」

　手にした薙刀なぎなたを一閃──する前に、一瞬で近接された。

「……!?」

　予想外の超反応。大振りの舞花に《閃獣使いテイマー》の杖の一撃が完かん璧ぺきなタイミングで放たれ、

「『飛ひ足そく・流りゆう星せい』！」

　舞花はとっさの反応速度上昇技で難を逃れる。

　思わず距離を取った舞花に、ナイエはさして気にしていないようにさらりと言った。

「ま、二重がけじゃこの程度だよねー」

「……二重がけ？」

　以前と同じ疑問を口にした蓮也に、銀髪の奇術師は意味深な笑みを返し、

「ひ・み・つ」

　口元に指を当てる。そのまま再びステップを踏み始めた《閃獣使いテイマー》は、

「まーひとつ言えることがあるとすれば──ナイエは近接戦闘が大好きってことだよね」

　冷たく口にされた言葉。それは決してハッタリではなかった。

　黒こく虎こ、大おお鷲わし、黒くろ犀さい。三体の閃せん獣じゆうに交じって、ナイエ自身までこちらへ向かってくる。

　──否、交じるのではなく、積極的に先陣を切ってきた。

　《閃獣使いテイマー》は通常自ら攻撃に参加することはない。

　まして放った閃獣より先に攻撃してくるなど、常識外れのありえない行動。

　さらにありえないのは、彼女自身が《刻印者ナンバーズ》にも劣らない近接戦闘を繰り広げているということだ。

　もっとも近くにいた舞まい花かへ襲いかかったナイエは、壮麗な装飾の施された杖つえを巧みに操り、動揺があったとはいえ、現最強の一角である《幻影の兎姫ミラージユラビツト》と互角に渡り合っていた。

　予想をはるかに超えて動けるナイエに、舞花もまた徐々に焦りを見せ始める。

　何度目かの隙すきを突いたはずの攻撃が防がれた瞬間、舞花は起動言ランワードを口にしようとして。

「く……っ、『月げつ天てん──」

「遅いね！」

　杖の柄つかの部分で薙刀なぎなたを打ち据えたナイエは、一瞬動きの止まった舞花に回し蹴げりを放つ。

　バランスを崩しつつとっさのところでどうにか回避した舞花に、上空から急降下してきた大鷲が鋭い爪つめを立てた。

「──あぅっ」

　追撃とばかりに襲いかかってきた黒虎はフォローに入った蓮れん也やがどうにか払うものの、その蓮也を狙ねらって黒犀が突進を繰り出す。

「『燐りん火か迅じん衝しよう』！」

　黒犀の突進に短剣技ダガースキルを合わせたところで、

「と言うと思ってた、よ！」

　蓮也のその動きを読んでいたように、いつの間にかすぐ後ろに回りこんでいたナイエが全身のバネを使って杖の柄で最速の突きを繰り出してきた。

「──！」

　完かん璧ぺきなタイミングでの攻撃は。

「『フィールドウォール』！」

　鞭技ウイツプスキルスキルレベル６『フィールドウォール』。一本一本の鞭ウイツプが大きく白いエフェクトをまとい、壁のように硬質化して前方に広がる。ナイエが蓮也の行動を読んでいたように、ユウリもまたナイエの行動が予測できていたらしい。

　間一髪ユウリの発動したスキルによって事無きを得た蓮也は、舞花たち共々反応速度上昇系の技を使って大きく後退する。

「……あーあ、もう少しだったのに」

　ナイエはユウリに忌いま々いましそうな眼まな差ざしを一瞬向けたあと、すぐに笑みを浮かべた。

「まあまたやればいーよね」

　軽く呟つぶやかれたその言葉に、蓮れん也やは舌打ちしたくなった。

　どうやら当初の作戦は変更せざるを得ないらしい。先に妃ひ継つぎを倒そうにも、そもそもナイエをなんとかしなければ辿たどりつけない。

　そしてそのナイエが予想を超えて厄介だった。

　これでは短時間でナイエを攻略し、妃継へ到達するのは不可能だ。

　そしてナイエに手間取っているあいだに、今も淡々とこちらを観察し続けるプレイヤー妃継が、ＳＶ戦サバイバルマツチ同様蓮也たちの知らない決定的な手を打ってくるかもしれない──。

　すわりの悪い、まとわりつくような焦燥感。

　じりじりと真綿で首を絞められる感覚に、蓮也が歯は噛がみしたそのとき。

「行ってください先輩」

　蓮也たちの前に出たユウリが、意味のわからないことを言った。

「ここはわたし一人で大丈夫です」

　数秒の空白の後。舞まい花かが声をあげた。

「なに……言ってるの？　というか、そもそもあの子を倒さなければ妃継には──」

「先輩と兎と神がみ先輩。お二人だけなら祈いのり刃はナイエの妨害を振り切れますよね」

　それは、けれど。

「そうじゃなくて！　向こうまで行ったらこっちに気を回すことはできないのよ!?」

　偶然か故意か。ナイエと妃継ははじめからかなりの距離を取っていた。

「だから、わたし一人で大丈夫だと言ってるんです」

　淡々と繰り返したユウリは、まだなにか言おうとする舞花に問いかける。

「兎神先輩。先輩の目的はなんでしたか？」

　黙りこんだ舞花の代わりに、蓮也が言う。

「お前が一人で戦えるという根拠は？」

「先輩もごらんになりましたよね？　わたしには彼女の攻撃が読めます」

　……確かにユウリはナイエの行動を読んだかのように動いていたが。

「勝算は」

「あります」

「具体的に言ってみろ」

「わたしが──姉だからです」

「……は？」

　今度こそ蓮也は唖あ然ぜんとするしかなかった。

　ユウリは視線をそらさずに続ける。

「古今東西、姉が妹に負ける道理はありません」

　まっすぐ向けられた眼まな差ざしは、本当にその言葉を信じているかのようで。

「……そんなこと言われたら、あたしだって支持したくなるじゃない」

　舞まい花かが自分に言い聞かせるように呟つぶやく。

「お姉ちゃんが、妹に負けちゃいけないもん」

　そう口にした幼なじみが思い浮かべている相手が、蓮れん也やには鮮明に想像できた。

《斬虐の女王クイーン》『ＣＨＩＬＬ』──兎と神がみ散ちる葉は。

　彼女と戦うのに──こんなところで足踏みをしているわけにはいかない。

　舞花はすでに心を決めたらしい。その目はナイエではなく妃ひ継つぎを見つめている。

『先輩、わたしを──信用してください』

　ユウリから送られてきた、ナイエに分断されたときと同じダイレクトメッセージ。

　顔をあげた蓮也は、彼女の瞳に映る自らの姿を目の当たりにして、不意に自分が馬ば鹿かげたことに疑問を抱いているのだと気づいた。

　ユウリを信用していいかなど、彼女と契約を交わしたときに答えが出ているのに。

　主人を疑う剣など存在しない。すとん、と腑ふに落ちた理屈と共に、蓮也はあのとき──分断されたときに送りそこねたメッセージを送り返す。

『──信じるぞ』

　同時にユウリに背を向け、舞花と共に妃継のいるその場所へと走り出した。

「逃がすとでも──」

「『リバースエクスキュート』！」

　蓮也たちを追おうとしたナイエの出鼻を挫くじくように、ユウリが紫のエフェクトを広げる。

「──っ」

「あなたの相手は、わたしひとりで十分です」

　舌打ちして振り返ったナイエに、ユウリは意図して笑みを浮かべてみせた。
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　蓮也から届いた簡素なメッセージはユウリにこの上ない力を与えた。

　実際にはナイエの攻撃など読めていなくても、どうにかできるような気がしてくる。

　ハッタリを口にしたことは別にしても、今後こういったシチュエーションは十分に考えられる。何らかの理由で戦力を分断させられた場合、一人で戦わなければならない場合。

　そのたびにユウリが劣っているといって、誰だれかに面倒をみてもらうわけにはいかない。

　なにより──はっきりと蓮也が自分のことを信用してくれたということに、なににも代え難い喜びを感じていた。

「……ほんとーにイライラさせるよね、おねーちゃんは」

　ユウリたちの会話が聞こえていたのだろう。

　ナイエは蓮れん也やと舞まい花かが自分を無視して妃ひ継つぎへ向かうのを黙って見過ごした。

　ユウリ一人をナイエの前に残すというのは、常識的に考えれば下策中の下策だ。

　敵が下策を取ってくれるというのだから、喜びこそすれ邪魔をする必要はない。

　だがナイエはあからさまに機嫌を悪くしていた。

　その理由を慎重に見定めて、ユウリはあえて軽い口調で訊きく。

「そんなに気に入りませんか？　わたしが──先輩に信用されたことが」

　ユウリがそう口にした途端、ナイエの表情が明確な怒りに引きつった。

　どうやら推測は当たっていたらしい。

　ナイエが怒っているのは、単に劣った戦力をあてがわれたことにではなく、自分が見下していた人間が、一目置いている相手から認められた姿を目の当たりにしたから。

「うっとおしいなあああ!!」

　逆巻く怒りを体現するような激しい声に、閃せん獣じゆうたちは直線的な動きを複雑に変えてきた。

　直進してくる黒くろ犀さいを壁に、大おお鷲わしと黒こく虎こが続き、ある一瞬で三方向に分かたれる。

　黒虎は向かって右に、大鷲は左上空に。

　そして黒犀は正面から突撃してくる──と見せかけて、その場で止まった。

　視線の分散と意識の拡散。

《ナインライヴズ》を手にしたユウリがどう動くべきか考えこんだその瞬間、第四の選択肢が、閃獣たちを置き去りにして一気に突っ込んできた。

　紫のローブをはためかせ、典麗な杖つえを大上段に構えたナイエが、呆あつ気けにとられるユウリにそのまま叩たたきつける。

「フィ──『フィールドウォール』！」

　とっさに口にした起動言ランワードは防御特化のスキル『フィールドウォール』。

　だが、それはユウリ自身にもわかる失態だった。

　自ら視界を奪ったユウリに、壁を回りこむようにして三方向から閃獣が襲いかかる。

　技の終息が遅いせいで、ユウリはそれらの攻撃をほぼ身一つでかわさなければならない。

　右から突っ込んできた黒虎の牙きばは、あらかじめ予期していたので、ぎりぎりのところでかわせたが、直上から落下してくるように突き出された大鷲の一撃は甘んじて受けた。

　そして左側面からは黒犀──ではなく、ナイエ自身が突っ込んできた。

　手慣れた所作で杖を回し、徒手で対応しようとするユウリに的確に攻撃を当てていく。

　ようやく鞭ウイツプが通常の形を取り戻すと、待ち構えていたように黒犀が突進を開始してきた。

「──『バインドスネーク』！」

　闘牛士よろしく、間一髪その角を鞭むち先さきで捉とらえ、進行方向をナイエへと変える。

　だが、ナイエに当たる直前で黒くろ犀さいはあっさりと消えた。

「バカなの？　当たるわけ──ないじゃない！」

　急接近からのさらなる杖じよう術じゆつのコンビネーション。

　スキルも使っていないのに、ナイエの攻撃は苛か烈れつを極めた。ときおりナイエの攻撃の合間に黒こく虎こと大おお鷲わしが牽けん制せいのように周りを動き、気を抜いたところで追撃まで仕掛けてくる。

《不敗の王剣クラウン》をも苦戦させた閃せん獣じゆうとの完かん璧ぺきな連携。

　ユウリが散らすダメージエフェクトは徐々に大きくなっていった。

「う……っ、く、つっ──」

「ほら、ほらほら！　つらいなら蓮センパイを呼んだら!?　失敗作のおねーちゃん!!」

　嗜し虐ぎやく的な響きを含ませながら、楽しそうに杖つえを繰り出すナイエに──ユウリはまるで蓮れん也やがするかのように微笑んだ。

「──っ！」

　その笑顔が、ナイエに距離をとらせた。

　圧倒的優位からの撤退。ナイエ自身がどうしてそうしたのかわからない行動に、ユウリは痛みを堪えるように懸命に笑顔を作りながら言う。

「先輩を呼ぶ必要はありません。……先輩はちゃんといてくれていますから」

　ナイエではなく、自分のそばに。

　その意味するところを正確に読み取った妹は、表情を消した。

「……ああそう」

　冷たい声。ヘタに感情をあらわにするよりも伝わる声音に、ユウリは今までのそれがまだ本気ではなかったのだと直感する。

　背筋を伝う怖おぞ気け。足の付け根が震えそうになる圧倒的な気配。

「イライラする……イライラするなあ、ほんとうに！」

　ぶつぶつと呟つぶやく声が、ダイレクトメッセージを口にしているのだと気づくのにそれほど時間はかからなかった。

「──いーよもう。どーせこれが最後だから」

　ナイエは鋭く目を細め、低く構える。

　杖を持った手は後ろに。残った手は地面に。

「ぜんぶ。壊してあげる」

　その言葉をきっかけに引き起こされた現象に。

　ユウリは大きく目を見開いた。
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『ＨＩＴＳＵＧ』こそが技術者ハツカーという事実は、蓮れん也やたちにとって有効に働いた。

　まず、これまでに抱いていたただのサポート役という印象は完全に払ふつ拭しよくされる。

　彼女が《最弱の百騎ナイツ》の一人だという認識はすでにあったが、その部分に対する警戒は一段階も二段階も引き上がった。

　だからナイエとその閃せん獣じゆう相手にユウリ一人を残したのは、決して無茶な信頼のみからなしたものではない。

　現実問題として、妃ひ継つぎを先に倒せさえすればユウリの援護へ回ることができる。

　舞まい花かも当然そのことは理解しているだろう。

　だが、そういった雑念をまとめて吹き飛ばす現象はすぐに蓮也たちを襲った。

「『ＨＩＴＳＵＧ』──！」

《幻影の兎姫ミラージユラビツト》が跳躍して急接近しようとしたにもかかわらず、変わらず床に座り続けていた『ＨＩＴＳＵＧ』は、そちらに一いち瞥べつをくれると中空に浮いたエンターキーを叩たたく。

　瞬間、彼女とのあいだに無数の騎士たちが出現した。

「──!?」

　屋上に設置された機器によるもの──？

　突然の騎士たちの出現。それらは不慮の事態ではあるが、完全な想定外ではない。

　なにより、蓮也たちはすでに十分すぎるほど《最弱の百騎ナイツ》と戦ってきた。一度も敗れていない相手に、今さら遅れをとるわけもない。

　そしてそれは妃継でも予想できる。

「……『黒こく獣じゆう天てん恵けい』」

　唐突な起動言ランワードは、ようやく立ち上がった少女の気のない呟つぶやき。

　起動言ランワードにしたがって生じた閃獣は──二、四……八！

　情報にない妃継の閃獣スキル。

　しかもナイエ以上の数を喚よび出したということに、蓮也は驚きを禁じえない。

　それはクランメンバーだった舞花にとっても同じ──ではなかった。

「『ＨＩＴＳＵＧ』──なんで……なんで」

　足を止めた舞花は、下ろした薙刀なぎなたを両手で掴つかみ、怒りにか悲しみにか声を震わせる。

「今までのあたしたちの関係はなんだったの……！」

　悲痛な声は、夜空に吸い込まれて消える。

　仲間だった舞花の訴えに、羊をモチーフにしたコスチュームの少女は視線を落とした。

「……『ＭＩＣＡ』とのかんけいは、ずっと、いまもかわっていない」

「ずっと嘘うそを吐いていたの!?」

　張り上げた声が、妃継の無表情にわずかな亀き裂れつを入れる。

　戸惑うような、悲しむようなその表情はそらされた視線と共にすぐにうつろって。

「うそは……ついてない。いっていなかっただけ」

　空虚な言葉。その実感がおそらく妃ひ継つぎにもあるのだろう。

　だから舞まい花かを見られない。表だって強く想おもいを訴えることができない。

　ぐっと杖つえを握った妃継は、なにかを決意したように再び舞花をまっすぐ見つめた。

「──いったはず。わたしは『ＭＩＣＡ』のためにうごく」

「だからそれは──」

　舞花の言葉を遮るように、妃継は幾何学的な杖を横たえ、その形状を自身を取り囲むようなキーボードへと変化させる。そうして高速タイプが始まると同時に、金色の光をまとった黒の閃せん獣じゆうたちがいっせいに襲いかかってきた。

「わかんない……わかんないよ妃継！」

　叫びながら、舞花は緻ち密みつな連携を取る閃獣たちを的確にさばいていく。

　そこから戦闘は一種の膠こう着ちやく状態に陥った。

　蓮れん也やたちの目的は妃継に辿たどり着くことで、すべての本体である彼女を倒しさえすれば勝利は確約される。だが、だからこそ妃継はこれまでに打ったあらゆる手を駆使してその状況を作らせないためだけに動いた。

　おそらく屋上のどこかに階下で使っていたような外部補助装置があるのだろう。《最弱の百騎ナイツ》はどれだけ倒しても現れ続け、閃獣もまた倒された先から補充されていく。

　もちろん、それら『壁役』をいくら倒しても意味がないことは蓮也たちもわかっている。隙すきがあると思えば目の前の敵は無視し、まっすぐに妃継へと攻撃をしかけたが、敵のブレインは、あの手この手を使い、間一髪のところで窮きゆう地ちを脱していた。

『──きりがない！』

　ただの呟つぶやきのような舞花のダイレクトメッセージは、苛いら立だつ彼女の感情と『それ』を放つための合図の両方を担っていた。

　騎士三人と閃獣三体を相手取っていた蓮也は、瞬時に転身。

　前衛と後衛を入れ替えたと同時に、彼女は『それ』を放った。

「『白しら薙なぎ風かぜ・円えん麗れい散さん華か：破は』」

　薙刀なぎなた技スキルレベル９『円麗散華』、その応用系『破』。

　通常であれば単体への最上技である乱舞系スキルは、ｖｅｒ．バージヨン２以降のクラン戦重視の戦いにあたって、一度に複数が攻撃可能な応用技を派生させた。

　それが応用技『破』だ。

　研ぎ澄まされた《幻影の兎姫ミラージユラビツト》の肉体が、次々と超高速の攻撃を放っていく。

　不可避の大ダメージ技で騎士と閃獣を残らず蹴け散ちらす舞花を尻しり目めに──蓮也は。

「『縮しゆく地ち・光こう矢や』」

　高位の反応速度上昇技。舞い踊るように乱舞を繰り出すパートナーを隠かくれ蓑みのにするようにして、一気に目標との距離を縮める。

　──もらった。

　同位の反応速度上昇技を使用しなければ、まず反応できないタイミング。

　片手剣を短剣へと変化させた蓮れん也やは、

「『燐りん火か迅じん衝しよう』！」

　これ以上ないほど近づいた相手に必殺の一撃を叩たたき込もうとして──

「──『フルカウントリフレクション』」

　聞き覚えのない起動言ランワードに疑念を抱いたのは一瞬。驚きは遅れて訪れた。

『縮しゆく地ち・光こう矢や』から『燐火迅衝』へとつなぐ回避不可能な《アイソレーションリンケージ》。

　その絶対現実を、《最弱の百騎ナイツ》『ＨＩＴＳＵＧ』はねじ曲げた。

「──!?」

　蓮也が突き出した掌底のような突きを、ぴったり紙一重のタイミングでかわす。

　驚きよう愕がくと、システム上の縛りによって硬直状態に陥った蓮也に、希代の奇術師はすぐにその背後へと視線を滑らせた。

『屈かがんで！』

　反射で動いた蓮也ごと刈り取るように、舞まい花かが妃ひ継つぎに向かって最速の一突きを繰り出す。

　だが、その矛先はあっさりと見切られた。

　まるではじめからそこに来るのがわかっていたかのように。

　──なんだ？

　蓮也の脳裏に警鐘がガンガンと鳴らされる。

　──今の現象をどこかで見たことがなかったか？

　なにかに気づきかけた感覚。常識を覆す、途方もない事実を目の当たりにした直感。

　急速に回転する脳が答えを出す前に、《幻影の兎姫ミラージユラビツト》が動いた。

「『白しら薙なぎ風かぜ・舞ぶ踏とう桜おう花か閃せん乱らん』──！」

　薙刀なぎなた技最高ランク、スキルレベル10の超大技エンドスキル。

　舞い散る桜のエフェクト。最高度の補正を受けた技が発動する──その前に。

「それをまってた」

　声は遅れて聞こえてきた。

　反応速度の補正を受けていない状態では、ほとんどなにが起きたかわからない。

　ただ、決して動きが早いとは言えなかった『ＨＩＴＳＵＧ』が、蓮也の認識速度を超えた動きで《幻影の兎姫ミラージユラビツト》を捉とらえ、弾はじき飛ばしたのだ。

　冗談のように吹っ飛ばされた舞花は、屋上の入り口に叩きつけられ、そのままくずおれて動かなくなった。





　　　†×†






『ＨＩＴＳＵＧ』──芹せり川かわ妃ひ継つぎは待っていた。

　ブレードを使ってあらゆる情報を入力インプツトし、データを元に出力アウトプツトした『予測』の力で可能な限り攻撃を避け、じっと待ち続けた。

　その決定的な瞬間が訪れるのを。

　不完全燃焼に終わった二年前のあのときからずっと。

　そうして、そのときは訪れた──。





　　　†×†






「……ずっと、まってた」

　至近距離からの声に、蓮れん也やは正気を取り戻して距離をとる。

　妃継からの追撃はなかった。それどころか、すべての騎士と閃せん獣じゆうが消えている。

　そして、『ＨＩＴＳＵＧ』自身の変化にも今さら気づいた。

　金色のエフェクトに包まれた『ＨＩＴＳＵＧ』は、ふわふわとした衣装や手足の一部にキラキラとした破片──半透明化したブレードキーボードをまとっていて、その鋭角な印象は、頭の横についた角と相まって禍まが々まがしいものへと変わってしまっている。













　その姿はもはや可愛かわいらしい羊というより──

「……魔王」

　蓮れん也やの呟つぶやきに妃ひ継つぎは目を細め、うっすらと、本当にわずかに──笑った。

「いいえて、みょう。もともと『Ｋ／ＮＩＧＨＴ』というＰＮプレイヤーネームは、ブレードリンクの影夜陰をしはいする奇術師の王……《夜天の王ナイトロード》をイメージしてつけたものだったから」

「《夜天の王ナイトロード》……？」

　いや、それよりも『Ｋ／ＮＩＧＨＴ』というＰＮプレイヤーネームをつけた？

　共有したのではなく、つけたというのは。

「まだ、きづかない？」

　淡々と言葉を紡ぐ《夜天の王ナイトロード》は、伸びた長い髪をかきあげて決定的な事実を口にした。

「これが正々堂々正面から正攻法で裏をかくということ」

　それは。そのフレーズの先を口にしたということは──。

　瞬間、蓮也の頭の奥で足りなかったピースがカチリとはまった。

　ナイエの協力者である妃継ではなく、妃継の協力者であるナイエ。

　彼女ナイエが主体で、彼女ナイエこそ主犯で、彼女ナイエこそ首謀者で──彼女ナイエこそがあのときの『Ｋ／ＮＩＧＨＴ』だと思い込ませる。

　その決定的な勘違いが彼ひ我がの能力差を、能力差を考慮した戦術の構築を──瓦が解かいさせる。

　一度気づけば、どうして今まで騙だまされていたのかと疑問に思うほど単純な仕掛け。

　本人は堂々と正面に立っていたのに、そこが正面だと思わせない振る舞い。

　それこそが──正々堂々正面から正攻法で裏をかくということの意味。

「そういえば……『Ｋ／ＮＩＧＨＴ』は顔を隠してたんだな」

　無骨な兜かぶと。素顔を隠す仮面。アイドルクラン《鳥ちよう獣じゆう戯ぎ画が》に所属し、アイドルであるということすら仮面の下に隠した究極の奇術師。

「……それでお前はどんな奇術チートを使って舞まい花かをあんな状態にしたんだ？」

　半ば答えの予想できている問いに、《夜天の王ナイトロード》は細かい金色のエフェクトを撒まき散らしながら、右手を広げて、そこだけにキーボードを出現させる。キーを弾はじいた先から表示されたのは、一見しただけではなにが書いてあるのかもわからない、数式とグラフだった。

「たんじゅんな理屈」

　妃継の《スリープレスセプター》は情報の分析と伝達に秀でたブレードではない。

　その場にあるすべての要素をデータとして打ち込めば、確度九九、九％を超える未来予測すら可能な、超高度の解析インプツトとその実践アウトプツト。

　杖つえという知恵の象徴が究極の形で為なしえる、限りなく全能に近いブレード。

　そしてその力を応用すれば、蓮也と舞花の戦闘データを蓄積することで、彼らのあらゆる行動に対する完かん璧ぺきな対策と対応を構築するオートアームズと化すこともできる。

　妃ひ継つぎというＵＩユーザインターフエースを使用して作る自動機械──。

「それがわたしの『フルカウントリフレクション』」

　機械であるのだから、人を前提とした理屈は通用しない。

『完全にして無欠の鎧ナイトアーマー』。

　データを入力した時点で勝負が決してしまうという文字通りのチートを知って、蓮れん也やは。

「……ふざけるな」

　ふつふつと身体からだの奥底から沸き上がる真っ赤な感情に、強く強く唇を噛かむ。

「データを打ち込めば終わる？　自動的にすべてに対応する？　──なめてるのか」

　そんな馬ば鹿かげた理由でリンケージというシステムは辱められたのか。

　舞まい花かは──あんな状態にされたのか。

「……なめてない。ぜったいてきな現じ実じつとして、そうなるだけ」

　あくまで淡々と口にする妃継に、蓮也は大きく息を吸い、

「そんな馬鹿げた現実は──俺が変えてやる」





　　　†×†






　ユウリの目の前で、自らの妹を名乗る少女が異様な行動を取っていた。

　起動言ランワードや小さなステップと共に生み出した閃せん獣じゆうを、片っ端からその身に浴びせ続ける。

　公式のルールに乗っ取れば即座に反則負けを宣告されることを繰り返し──そのたびに、まとうエフェクトの濃さを増していっている。

　はじめは気のせいかとも思った。単なるダメージエフェクトの延長ではないかと。

　だが、それが気のせいではなく、自や棄けを起こしているのでもないとわかったときには、彼女の準備は完了していた。

「……ふう。それじゃー──」

　やや苦しそうに顔をゆがめたナイエは、

「──これでおしまい」

　次の瞬間、ユウリの真後ろに現れた。

　瞬間移動──？　そう思う間もなく、振り返るどころか声を出すこともできずに、すさまじい速さと威力の杖つえの一閃がユウリの脳を激しく揺さぶり、その意識を刈り取った。





　　　†×†






『ＹＯＵ　ＷＩＮ』

　表のブレードリンクならそんな声が聞こえてきそうな特大ダメージエフェクトに、ナイエは大きく息を吐きだす。

　ナイエ自身が見つけ、妃ひ継つぎによって昇華されたナイエオリジナルのスキル『餓が獣じゆう焔えん喰しよく』。

　閃せん獣じゆうを自らにぶつけることで生じる不可解なバフ効果ステータスアツプ。

　公式のルールでは自らへの攻撃が反則となっている場合が多いので使えることはほとんどないが、プライベートルームと同じ状況下のＯＢＭアウトブレイクモードでなら、ナイエはこのバグのような現象を利用することで絶大な力を発揮できることがわかっていた。

　デメリットは閃獣を自らに当て続けることでダメージが蓄積することだが、自分への攻撃ほど手加減の容易なことはない。

　ぎりぎりまでバフをかけた結果、この通り一撃死ワンターンキルまで可能になった。

　この力をもってすれば、ＯＢＭアウトブレイクモードなら二つ名持ち相手でも十分戦える。

「だから、ナイエを選んだほうがいいに決まってるのに……！」

　一人呟つぶやいたナイエは、そのまま妃継のバトルへ向かおうとして。

「──それを、決めるのは……先輩、です」

　ありえない、聞こえるはずのない──弱々しい声に、驚きよう愕がくと共に振り返った。
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　──危なかった。

　ユウリは絶え間ない頭痛に顔をしかめながら、あらかじめ自身に走らせていた強制覚かく醒せいプログラムをオフにする。

　ＯＢＭアウトブレイクモードだからこそ使える、自作のツール。

　ナイエに眠らされたとき、散ちる葉はが使ったと思おぼしきプログラムを応用して作ったもの。

　保険のために使用していた、昏こん倒とう状態から無理矢理覚醒状態に移行させるプログラムは功を奏したが、どうやら二回以上の使用には肉体のほうが耐えられそうにない。

　次に同じ一撃を食らえば今度こそ負ける──その恐怖感をおくびにも出さず、これまで見た中でもダントツで驚いている妹に、不敵な微笑ほほえみを見せつける。

「どうしました？　そんなにわたしが立っていることが不思議ですか」

　ユウリの言葉に、ナイエはこちらが驚きそうになるほど、びくりと身体からだを震わせた。

　ただの言葉なのに、威圧されている。

　ユウリがただ立っていることに、これ以上ないほど恐怖を感じている。

　──ここにつけこむしかない。

　そう判断すると同時に、ユウリは同じフィールドで戦う『自らの剣道化の偽剣』のことを思い浮かべ、必死に自分を奮い立たせた。

「あなたに奥の手があることなど予想していたに決まっているでしょう」

　普段のユウリなら絶対にしない皮肉げな口調。

　蓮れん也やの自信に満ちた振る舞いを、意識して真ま似ねる。

「まさか、これで終わりですか？」

「…………なん、なの」

「そんなわけないですよね？」

「なんなのっ、なんなの!?　わけわかんないっ!!」

「わからないなら、あなたはその程度の人間で──だから選ばれないんですよ」

「────っ」

　決定的な言葉を口にした自覚があった。

　絶望に目を見開くナイエを見て、胸の辺りがキリリと痛む。

　たとえ敵であっても、傷つくとわかっている言葉を口にして実際に傷つけるのは、思いのほかつらかった。

「…………うる、さい」

「なんですか？」

「……うるさい」

「もう少し大きな声で言ってくれないと──」

「ううううーっ、うるさいうるさいうるさいうるさいいいっ!!」

　声と共に、ナイエが動いた。

　──きた。

「『クイックリープ』！」

　瞬間、反応速度上昇技を口にしたユウリは、正面からのナイエの攻撃にビタで動いた。

　どれだけその速度が驚異的でも、一度それを体感し、発動のタイミングを完かん璧ぺきに予測できていれば、対処するのは難しくない。

「『バインドスネーク』」

　身を翻しながら鞭むち先さきを加速させたユウリに、ナイエは見事に足を取られ、その場でつんのめるように倒れる。

「『リバースエクスキュート』」

　紫のエフェクトでその視界を奪い、

「『ディープエンゲージ』!!」

　鞭先を一つにまとめ、視界の利かない中で完璧に打ち据える。

「あ──ぐっ」

　小さくはないダメージエフェクト以上に、なにかを削られたナイエは、そのまま立ち上がることができなくなった。

「……なん、で……なんで……」

　同じ言葉を呟つぶやきながら小さくなって震える少女を、ユウリは眉まゆ尻じりをさげながら見おろし、薄くため息を吐ついた。

　息を吐くと、また激しい頭痛がして、その場に膝ひざをついてしまいそうになる。

　気力を奮い起こし、痛む頭を押さえながら顔を上げると、いまだ激しい攻防の続くもう一つのバトルへと意識を移した。





　　　†×†






《夜天の王ナイトロード》──『ＨＩＴＳＵＧ』が完成させたＯＢＭアウトブレイクモードでの最適オリジナルスキル『フルカウントリフレクション』は、その想定通りの効果を発揮した。

「はああああっ!!」

　何十度目かの蓮れん也やのアタック。

《インディフィニット》を自在に変化させ、様々な組み合わせのリンケージを繰り出してくる《不敗の王剣クラウン》に、『ＨＩＴＳＵＧ』は自身がなにと思うこともなくそのすべてを完かん璧ぺきにいなし、そらし、打ち合い──的確に反撃を繰り出していく。

　もはや『ＨＩＴＳＵＧ』が自らの意志で動くことは一切ない。

　文字どおり全自動で『フルカウントリフレクション』がデータ通りの対応をしてくれる。

　勝負になっていない、戦いとすら呼べないもの。

　それを妃ひ継つぎが続けざるを得ないのは、対たい峙じし続ける彼の心が折れないからだ。

　──はやくおれてくれればいいのに。

　そうは思っても、不敗の名を持つ王剣が簡単に折れるわけもない。

（……どうして、ひとの心はこうもふかかいなんだろう）

　蓮也が繰り出す回避不能のリンケージを発動前に潰つぶして、妃継はひそかにため息を吐つく。

　今回、芹せり川かわ妃継は、徹頭徹尾舞まい花かのために行動を起こした。

　表向きはナイエとの協力関係だが、優先順位は妃継の中で明確に決まっている。

　それはナイエとて同じだろうし、だからこそそこに罪悪感はない。

　あるのはただ──想おもいだけ。

　もう数えるのも面倒になったアタックをいなしたあとで、妃継は戯たわむれに聞いてみた。

「あきらめるつもりはない？」

「──ないな」

　予測できていた即答には気を払わず、本命の問いを口にする。

「わたしのほうからまけをせんこくしてもいいといっても？」

　蓮也の鋭い目が細められる。先を話せと促された気がして、妃継は続けた。

「千せん宮ぐう蓮れん也や。あなたには──なによりもさいしょに兎と神がみ舞まい花かのことをかんがえてほしい」

「…………は？」

「『ＭＩＣＡ』のためにうごいて、『ＭＩＣＡ』のためにじぶんのみをまもって、『ＭＩＣＡ』のためにいきてほしい」

　蓮也は完全に目を丸くしていた。

　意味がわからない──。そんなことは、妃ひ継つぎ自身が一番わかっている。

「りかいできなくてもいい。なにをおもってもいい。ただ──わたしがのぞんでいるのはそれだけだから」

　芹せり川かわ妃継にとっての兎神舞花をこんなところで語ることはできないし、その意味もない。

　簡単に話せることではないし、話していいことでもない。

　ただ妃継は──

「誰だれがそんなことお願いしたの」

　少なくとも妃継は、声の主が自分の直上に跳んでいたことなど気づいていなかった。

　だが、妃継が気づいていなくても『フルカウントリフレクション』は機能する。

　長い戦闘のあいだに意識を回復していた《幻影の兎姫ミラージユラビツト》の一いつ閃せんは、『ＨＩＴＳＵＧ』が伸ばした指先、ＶＲのキーボードを形成していた杖つえの一部によって完全に防がれた。

　そのありえない反応速度に体勢を崩した舞花を、回し蹴げりで弾はじき飛ばす。

「……ぐっ」

「舞花！」

　再び屋上の床に叩たたきつけられた舞花は、先ほどのダメージの影響もあるのだろう、すぐには立ち上がれなかった。

　蓮也の手を借りて、どうにかこちらを見た舞花は、悲しげにその顔をゆがめる。

「妃継……妃継があたしのことを考えてくれてるのはわかる。でも、そんなの全然嬉うれしくない」

　はっきりと告げられた言葉に、妃継の心は動かない。

「『ＭＩＣＡ』がうれしいかどうかはもうかんけいない」

「だから──！」

「話し合えよ」

　簡潔な一言。感情を交えない言葉に、二人が絶句する。

　絶句させた張本人は、口にするのもバカらしい当たり前のことを続けた。

「なんで話し合わない？　聞いても話してくれないというなら、話してくれるまで聞き続ければいい。舞花は本当に知りたいと思っているのか？　もし思っているのなら死ぬ気で聞き出せばいいし、思っていないのに聞き出せないと嘆くのはおかしい」

「おかしいのは、千宮蓮也のほう」

　言葉のない舞まい花かの代わりに呟つぶやいた妃ひ継つぎに、蓮れん也やは少しも動じない。

「そうかもな。だが実際に問題を起こしているのは誰だれだ？」

　徹底的な正論。

　感情を排した、非人間的な言い分に、妃継は自分が少し苛いら立だっていることに気づいた。

「……なにもしらないくせに」

「知ってもらおうとしないのはお前のほうだろ」

「しってもらおうなんておもってない」

「だったら知らないくせになんて言うな。それは知ってもらおうと伝えた上で伝わらなかったときに使う言葉だ」

　揚げ足取りのような言葉に、鼻白む。

「意味も知らないくせに、『知らないくせに』なんて言葉を使うな」

「──っ」

　妃継は自分が久しぶりに大きく表情筋を使ったことを自覚した。

　それは外から見た人間にとっては、少し眉まゆをひそめた程度のものでしかないだろう。

　だが、心の中では違う。

「──わたしに勝てもしないくせに、おおきなことをいわないで」

　感情を込めた言葉。自分でもわかっている。勝っているのは『フルカウントリフレクション』で、妃継自身はそもそも勝負すらしていない。

　けれど、少しでも蓮也の眉をひそめさせて、嫌なことを言うと思わせなければ──

　そう思って蓮也を見た妃継は、彼の浮かべる表情にわずかに目を見開いた。

　千せん宮ぐう蓮也は──




「どうして勝てないだなんて思った？」




　傲然と唇をつり上げていた。

　その表情に怖おぞ気けだって、妃継は慌てて口を開く。

「く……口では、なんとでもいえる」

「ああそうだ。そしてその傲ごう慢まんが──お前の命取りだ」

　言って、屋上の床を蹴ける。舞花もその後に続いた。

　もう百を数えるかもしれない。気の遠くなるような数のトライ。

　妃継自身はまったく目で追えなくても、自動的に対応するオートスキル。

　さけられ、かわされ、いなされ、すかされ、打ち返され、叩たたき返され、切り返され、それでも立ち上がって、立ち上がって、立ち上がって──

　ふと、妃継は気づく。攻撃のバリエーションに変化が生じている……？

　入力インプツトの段階とは違って、もはや蓮れん也やたちの行動など真面目まじめに見てもいないが、対応する『フルカウントリフレクション』の動きが明らかに変化していた。

　自発的に起動しないオートスキルは基本的に相手の攻撃をかわしてから反撃を入れる。

　もちろん、打ち返したりする等など、物理的に弾はじく行動でもいいが、その段階で一行動消費しての反撃は、相手側にも対応されやすい。

　蓮也たちの行動に対しても『フルカウントリフレクション』は、テンプレートに回避行動から反撃を入れるところまでを一連の動きとしているのに──

　明確に反撃できる回数が減ってきている。

「はああっ！」

　妃ひ継つぎでは対応できない速度で繰り出された《インディフィニット》の鋭い剣けん閃せん。

　ガキン、という音は、『フルカウントリフレクション』に動かされた妃継が、《スリープレスセプター》をほとんど杖つえの状態に復元してまで対応したことで起きたもの。

　──舞まい花かが加わったことで対応に苦慮し始めている？

　当初、気絶した舞花はバトルに加わっていなかった。

　もちろん妃継が打ち込んだインプツトしたデータの中には蓮也と舞花によるリンケージが予測も含めて数万とある。

　またその傾向を数式で具現化し、実際には使われなかったが、取り得る可能性があるパターンまで自動的に算出しているのだから、予測はもう未来予知と言っていいレベルだ。

　その未来予知まで含んだ『フルカウントリフレクション』に誤差など生じえない。

　生じえない、はずなのに。

「──っ」

　妃継の顔面を、蓮也の蹴けりが捉とらえようとして、寸前のところで『フルカウントリフレクション』が防いだ。

　反撃は、できない。そんな余裕はない。

　顔面寸前で蹴りを妨げられた蓮也は、その妨げた《スリープレスセプター》を足場にして、その場で縦に一回転すると、大上段から大剣ツーハンデツドソードの一撃を叩たたきつけてきた。

　ずしん、という衝撃、完全復元された杖によってすんでのところで受け止められる。

「ああああああ!!」

　その瞬間を狙ねらってきた薙刀なぎなたは、妃継の意志でかわすことでどうにかことなきを得た。

「──」

　オートガードの機能ではなく、自分で避けたという確かな実感が、妃継に混乱と驚きよう愕がくを生み、後退という選択肢を選ばせる。

　どこまでいけば安全なのか。いや、そうじゃない──今の現象はなんだ？

『フルカウントリフレクション』が働いているにもかかわらず、自分で回避行動を取らなければならないなんてことは起きるはずがない。

　データが間違っていたのか？

　違う。もしそうなら、ここまで躱かわし続けることはできないはず。

　データがあっているのならなぜ──

　疑念の海に沈みそうになった妃ひ継つぎの意識を掬すくいあげたのは、敵である蓮れん也やの声だった。

「お前が入力インプツトしたデータはなにを条件にした？」

「じょうけん……？」

「俺たちの能力は指標がなければ測定できない。当然そこには客観的条件が必要になる」

　なにを当たり前のことをと思う妃継に、蓮也は淡々と続ける。

「その条件の中には──物理法則も含んでいたんじゃないか」

　当たり前だ。いくらブレードリンクと言えど、ＯＢＭアウトブレイクモードが現実に行われているのは──そこまで考えて、妃継は思い至った。

　ＯＢＭアウトブレイクモードが行われているフィールドはＲ２拡張現実だ。それ自体は物理法則も加味した客観的指標によって算出される。

　だがそこでプレイしているのは、重ねあわされた可能世界の人間だ。

　もちろん、可能世界の能力を引き出せる人間でも物理法則に縛られる。基本的には。

　人間は想像可能なことしか実行できない。その想像可能性は物理法則に基づく。実体験に基づく物理法則は信じられるからだ。

　けれど──もし想像不可能なことを心から信じ、実行しようとした人間がいたら？

　翼が生えて空を飛ぶ、超跳躍で空を飛ぶという因果関係に縛られた結果としてではなく、端的にただ空を飛べるなどという、想像できても心からは信じられないような事象が実行可能だったら──。

　その人間は物理法則に縛られない。

　──ありえない。妃継は知らずかぶりを振る。

　人は因果関係によって、物事を正確に把握している。

　物理法則はその最たるものだ。日常から物理法則に縛られない──縛られる、縛られないの領域から解放されているということは、ただ道を歩くだけでも『このアスファルトは今まで歩けていたのだから次の一歩も確実に踏み出せる』という、当然と言うのもバカらしい論理的な予測すらできないことになる。

「そんなにんげん、まともにいきられるわけがない──」

　妃継の呟つぶやきに、蓮也は笑った。

「たとえば病的な集中力で、意図的に思考の一部を限定することができたとしたら？」

《超過集中Exceed Concentration》。意図的に思考の一部を限定し、ただ目的の達成のためだけに己の身体からだすら一つのパーツにできる人間がいたら──。

　その人間の行動を完かん璧ぺきに推測することなど、神話に登場する万能の神も不可能だ。

「自分の驕りに気づけたか？」

　すべてを予測する神。妃ひ継つぎは自分で意識することなく、そう豪語したことになる。

「────」

　神になどなれるわけがない。

　拡張認識レイヤードリアルを忌避し、物理現実にこだわらざるをえなかった芹せり川かわ妃継と彼女の作りだした『フルカウントリフレクション』は、神の領域に踏み込んだ《不敗の王剣クラウン》の一撃を、なすすべもなく食らうしかなかった──。





　　　†×†






「どうやら……終わったみたい、ですね」

　小声で呟つぶやくだけでかなりの体力を消費する。冷たい風が熱を持った頭に心地いい。

　ユウリはいまだに痛みの引いてくれない頭を押さえながら背後の少女へと視線を移す。

「大丈夫ですか」

　気づかわれたナイエは、すでに起こしていた身体からだをユウリと反対側へと向けたままで、なんの反応も示さない。

　仕方なく、ふらふらとした足取りで彼女の正面へと回りこんだユウリは、それでもそっぽを向こうとするナイエに言った。

「もし大丈夫なら──どうしてこんなことをしたのか、あなたの目的は本当はなんだったのか……話してください」

「いや」

　短く、けれど確かな拒絶の意志に、ユウリは頭を下げる。

「お願いします」

「……やだ」

　ふてくされた子供そのままに、かたくなにうなずかないナイエに、ユウリはふと本当に妹ができたような気がして苦笑する。

　そのため息は呆れを込めたつもりだったのに、なぜかあたたかなぬくもりを含んでいた。

「……話してください。はじめからわかりあえている人に言葉は必要ありません。でも、もしそうでないなら──言葉を尽くすべきだとわたしは思います」

　その上でわからないなら仕方がない。それは本当に理解不可能なのだと諦あきらめるしかない。

　けれど、ユウリはナイエの問題がそうではないと半ば確信していた。

「…………どうせ、おねーちゃんにはわからないもん」

「なぜそう思うんですか」

「おねーちゃんは生まれつき《虚構書記特別な力》を持っていて、選ばれた人間だから」

「それはあなたにも──」

「ナイエにはないの！」

　急にはね上がった声に、ユウリはズキリと頭が痛んでかすかに目を細める。

　思わず注意しそうになって、そのナイエが涙を浮かべていることに目を見張った。

「本当は、ママmammaとだって一緒に暮らしてない……ママはいつもおねーちゃんと一緒にいて、帰ってくるのは数年に一度だけで……ナイエはほうっておかれたまま」

「ナイエ……」

「おねーちゃんがうらやましかった……特別な力を持っていて、おねーちゃんにしかできないことがあって────だから！」

　必死に涙をこぼすまいと堪える妹を慰めようとしたユウリは、思いもよらないその身軽な動きに、対応できなかった。

　ナイエは瞬時にユウリの背後に回りこむと、慌てた姉の手を取り背中でねじり上げる。

「つっ──！」

　そのままユウリの腰を抱え、三角飛びの要領で給水塔の壁を蹴けると、一っ飛びで屋上端のフェンスを飛び越えた。

「な……なに、して」

「代わってよ……ナイエと代わって！」

　そのまま屋上の端からユウリを突き落とそうとしたナイエを、どこからか飛来した黒い塊が打ち据えた。

「あっつっ！」

　黒い塊は、その場で限定的な小さな放電現象を起こし、ユウリの拘束を解く。

　とっさにフェンスを掴つかんだユウリと裏腹に、ナイエは──

「あ──」

　なにもない中空へとその身を投げ出した。

　無防備な状態での屋上ダイブ。

　たとえＯＢＭアウトブレイクモードで強化された肉体をもってしても、それは投身自殺となんら変わらない。

「ナイ──」

『ユウリはそこにいろ!!』

　頭に響いたのは蓮れん也やからのダイレクトメッセージ。

　次の瞬間、クラン《ＲＹＭ（仮）》は一つの目的に向かって完全にシンクロした。

「『飛ひ足そく・流りゆう星せい』！」

　屋上の縁に一瞬で到着した舞まい花かが床を踏みしめ、その場で鋭い蹴りを繰り出す。

「『縮しゆく地ち・光こう矢や』!!」

　舞花の蹴り足を自らの足裏で蹴って、蓮れん也やは打ち出されたロケットのように加速した。

　そのまま狙ねらい違わず空中でナイエを抱きしめると、即座に右手をつきあげる。

　つきあげた右手にはジャストタイミングでユウリの伸ばした鞭が絡みついた。

　屋上に落ちていた妃ひ継つぎのＰＣケーブルを束ね、『バインドスネーク』で包んだ鞭ウイツプ。

　可能な限り反動は殺したが、それでも訪れた重力との均衡に、蓮也は腕が引きちぎられそうな痛みに顔をしかめる。

「くっ……」

　苦鳴をもらした蓮也に、胸の中の少女は心底困惑して呟つぶやいた。

「な……なんでナイエを──」

　この期に及んでそんなバカげた言葉を呟くバカに、蓮也は率直に叫んだ。

「バカか！」

　胸の中で目を見開いたナイエは。

「人を助けるのに理由はいらない。同じように、誰だれかが誰かの代わりになることもできない。そんな当たり前のこともわからないから──お前は負けるんだよ！」

　蓮也の強い言葉に、泣きそうに顔をゆがめて力なくうなだれた。
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　激動の週末を終え、それからさらに数日後。

　蓮れん也やたちは久しぶりに昼休みの屋上に立ち入っていた。

　まだＯＢＭアウトブレイクモードの戦いの跡が色濃く残っている様子は、快晴の空が眩まぶしいせいで、余計に非現実感を増している気がする。

　その原因を作った少女を投身自殺未遂から救ったあと──。

　お礼だけはしっかりと言ったナイエは、結局「……それでも、諦あきらめないから」という言葉を残して蓮也たちの前から去っていった。

　一応朱しゆ天てん寺じ学がく園えんに籍は残しているらしいが、あれ以来一度も学校には来ていない。

　気にはなるが、あそこまで散々に暴れ、それでいて自発的な懐柔を目的としていたナイエがすぐになにか行動を起こすとは思えなかった。

　そのナイエを巻き込んだ妃ひ継つぎは、驚いたことにあのときのことなどなかったかのように普通に《鳥ちよう獣じゆう戯ぎ画が》のアイドル活動を続けていた。

「ちょっとみうごきがとりづらくなった」と言っていたが、とてもそうは思えない。

　今も、拡張認識レイヤードリアル上で動画の検索をかければ、『ＨＩＴＳＵＧ』オンリーのファン動画をいくらでも視聴することができるし、そんな『ＨＩＴＳＵＧ』の姿を見るたび、蓮也にはあの日のことが夢のように思えてくる。

　非日常の合間に訪れた平和な日常。激動のストーリーに挟まれた閑話休題。

　ぼんやりとそんなことを考えていると。

「あの……あらためて、ご迷惑をおかけしました」

　ベンチの隣に座るユウリが突然頭を下げてきて、蓮也は虚を突かれたようにまばたく。

「なんだ急に。お前が単身乗り込んだ挙げ句捕まって、道化のようになったのはもう──」

「そ、それもそうですが……その、妹がご迷惑をかけて、という意味です」

　妹。ユウリの口から直接そんな単語が飛び出したことに、蓮也は大きく目を見開いた。

　そんな蓮也を見て恥ずかしくなったのか、ユウリは頬ほおを赤くして視線をそらす。

「そういうことのフォローをするのも、姉の役割だと思いますから」

「…………そうか」

「そうです」

　妙に気恥ずかしい空気に、蓮也もまた視線を落として。

「……なにいちゃついてんの」

　冷めた声で割り込んできたのは、ユウリの反対側に座っていた舞まい花かだ。

　遅めの昼食を黙々と口に運びつつ、ジト目でこちらを突き刺すように見てくる。

　その気まずい眼まな差ざしに、蓮れん也やは声を抑えて言った。

「あー、まあとりあえず被害が出なくてよかったな」

「…………それはぞんざいすぎる言い方だと思いますけど」

　微妙に頬ほおを膨らませたユウリが二回目の昼食を開くのを見て、内心で「まだ食うのか!?」と突っ込んでいると、

「でも──確かに先輩の言う通りかもしれませんね」

「……あ？」

　一瞬、まだ食うのかと思っていたことが見抜かれたのかと思って驚いた蓮也は。

「道化のよう、ということです」

　続けられた言葉に真顔に戻る。

「先輩方にあれだけ大きなことを言っておきながら、敵の罠わなにはまってしまう……その行動は滑こつ稽けいですし、道化と言われても仕方ありません」

　蓮也はさして意識せずに使った言葉だが、よく考えればユウリにとってはそれなりに気になる言葉だったのだろう。

　腹違いの兄──かたるにもそう呼ばれ、侮ぶ蔑べつされていたから。

　ほんの少し自分の言葉のチョイスを後悔した蓮也は、謝る代わりに淡々と続けた。

「お前が道化なら俺も道化だな」

「……え？」

　呆ほうけたように声を出したユウリを、蓮也はちらりと横目で確認して言う。

「俺はお前に使われる剣として契約した。主が道化ならその剣だって同じだろ」

《不敗の王剣ＣＲＯＷＮ》ではなく、《道化の偽剣ＣＬＯＷＮ》になれ──そう言ったのはユウリだった。

　別にかばうつもりもなく、事実としてそう指摘した蓮也は。

「…………」

　目を見開いたユウリがなぜか頬を赤らめていることに気づいて、ぎょっとした。

「お前──」

「え……？　な、なんですか？」

「…………いや、気づいてないならいい」

「え？　え？　な、なんですか、気になります！」

　不可解なやりとりを拒否した蓮也が頑かたくなにユウリのほうを見ずにいると、

「お取り込み中悪いけど」隣の舞まい花かから顔をのぞき込まれた。

「そろそろこっちの話に戻してもいい？」

　舞花の言葉に、蓮也は目を細める。

　今回の件の首謀者は妃ひ継つぎで、その妃継は舞花にとっては同じクランメンバーだった。

　その上、舞花は蓮也たちのクランに入るために《鳥ちよう獣じゆう戯ぎ画が》を抜けようとしていたのだが。

「そっちは解決したのか」

「……うん、まあ。なんとか穏便にすんだって感じ」

　視線を床に落とした舞まい花かからはなんの感情も読み取れないが、二回目の《鳥ちよう獣じゆう戯ぎ画が》の話し合いは、どうやら平穏に進んだらしい。

　前回は急なことでメンバーが動揺したのと、舞花自身が詳しく説明しなかったことでこじれたが、きちんと抜けなければならない理由を話したら、あっさりと解決策が生まれた。

《鳥獣戯画》は《世界変革計画プロジエクトシフト》本大会への出場を辞退する──。

　そうすれば、舞花は蓮れん也やたちのクランと《鳥獣戯画》を掛け持つことができるのだ。

　掛け持ちに難色を示すメンバーもいたらしいが、完全に抜けてしまうよりはいいということで、お許しが得られたらしい。

「なんか、あたしが思ってたより、みんな大事に考えてくれてたみたいで……その、すごく申し訳ない気持ちになった」

　そう口にする舞花は口調こそ重かったものの、どこか晴れやかな表情を浮かべていた。

「……そうか」

　一件落着とは言え、舞花を取り巻く環境は複雑さ。思わず神妙につぶやいた蓮也に。

「──よし！」

　舞花はぱんと一度手を打って切り替えるように笑顔を浮かべると、いきいきと言う。

「ずっとじめじめしててもしょうがないし、いろいろ解決したところで本題に入ろっか」

「本題？」

　首を傾かしげた蓮也に、舞花が冷めた視線を向けてくる。

「まーた蓮也ボイチャ見てないでしょ……会議チャットもしてたのに」

　ため息を吐つく舞花の代わりに、ユウリが朗らかに続ける。

「クランの名前です」

　前回の大会はあまりに急だった上、舞花もとりあえずの仮登録だったためユウリが適当につけた（と本人が必死に主張している）が、こうして正式なクランになったところで、ちゃんとした名前をつけたいということらしい。

　正直クランの名前などどうでもいい蓮也からすれば、女性陣の異様に高いテンションはかなり理解に苦しむが、民主主義に訴えても負けることは目に見えている。

　どうでもいいことは極力長い物に巻かれ、低燃費でやり過ごす──こだわると強い執着を持ってしまうがゆえに体得した蓮也の経験則は、しかしここでは悪い方向に働いた。

「まあ、二人になにか意見があるならそれで──」

　できるだけ適当さを感じさせない声でそう言った蓮也は。

「本当に!?」「いいんですか？」

　と食い気味に口を開いた二人に違和感を抱きつつも、気け圧おされてうなずいてしまった。

「あ、ああ……まあ意見があるならって話で」

「あるよ」「あります」

　再び声を被かぶせた二人は、めずらしく互いを見つめあって笑みを浮かべる。

　そうして同時に口にされた言葉は、

「「《クラウン・クラウンズＣＲＯＷＮ‐ＣＬＯＷＮＳ》」」

　蓮れん也やの想定を越えたものだった。

「…………ちょっとまて。それだと俺だけが──」

「はい決定ー」

「会議チャットが無駄にならなくてよかったです」

　聞いてない。

　蓮也はあまり見ることのない、女子だけで盛り上がるという光景を目の当たりにして、すぐに抵抗を諦あきらめた。

　民主主義で勝てるわけがない。

　……それ以外の方法でも勝てそうにないが。

　負けが決まっているのなら、それはもう受け入れるしかない。

《不敗の王剣クラウン》らしからぬ結論に深々とため息をつくと、

「わかったよ」

　蓮也は一度目を閉じてから、ゆっくりと開いて言う。

「道化らしく踊りきってやろう──世界の変革を止めるために」

　誰だれからともなく可視化したブレードに、三人のブレードが重なった。





　　　†×†






　教室に戻った蓮也が席に着くと、クラスメイトたちが話しかけてきた。

「千せん宮ぐうくーん、次はなんの大会に出るの？」「直近だとＨ＆Ｓハイドアンドシーク戦？」

　蓮也が《不敗の王剣クラウン》だとわかって以来、こういった話題で話しかけられることが日常茶飯事になっている。正直面倒だが、授業が始まる直前は回避しようがない。

　眠気を誘う質問の数々をいつものように適当に聞き流していると、




「でも《世界変革計画プロジエクトシフト》優勝が目標ってことはさ、ゆくゆくは『第六機関』に入るってことだよねー」




「────は？」

　到底聞き流せない単語を、耳にした気がして。

「え？　《世界変革計画プロジエクトシフト》で優勝したら『第六機関シツクスオルガン』への参加資格が得られるんだよね？」

　目の前で首を傾かしげる女子のしゃべる言葉が、急にわからなくなった。

　なにを。

　なにを今こいつは──。

　そんな蓮れん也やの疑心を尻しり目めに、クラスメイトたちは当然のように会話を続ける。

「『第六機関シツクスオルガン』のメンバーとか将来超安泰だよなー」「一般人は絶対に手が届かないし」「《世界変革計画プロジエクトシフト》で好成績を残すのが『第六機関シツクスオルガン』メンバーの最低条件とかマジ無理ゲー」

「ちょ──ちょっと待て！」

　声を張り上げるという、蓮也にしては珍しいリアクションに、クラスメイトたちが目を丸くしてこちらを見た。

「ど……どうしたの千せん宮ぐうくん？」「なんだなんだ？」「クラウンご乱心？」

　会話に参加していなかった生徒たちまで、なにごとかと視線を向けてきて、蓮也は彼らにも聞こえるように声を張った。

「なんで『第六機関シツクスオルガン』のことを知ってる……!?」

『第六機関シツクスオルガン』は《世界変革計画プロジエクトシフト》──ブレードリンクの公式大会ではない、文字どおりの《世界変革計画プロジエクトシフト》を立案し、実行に移そうとしている『こちら側』の存在だ。

　当然その存在は表側に知られることなく──そう思って語句検索にかけた蓮也は。




「なんでって、『第六機関シツクスオルガン』は一般常識でしょ？」




　表示された辞書の『第六機関シツクスオルガン』の項目に、言葉を失った。




『第六機関シツクスオルガン』は世界変革憲章の下、二〇四〇年に設立された世界統治機構である──。


〈了〉







あとがき




　三ヶ月ぶりに失礼します、刈かり野のミカタです。今回もスペースがない！

　さて二巻でございます。お楽しみいただけましたでしょうか。

　二巻は前巻以上にフルーツパンチ様からいただくイラストでキャラの内面が大変深まりました。特にナイエは↓のような性格がバッチリイメージできまして、本当はそういった個性がフィーバーする日常シーンも書きたいんですが、スペースが（略）。ともあれ、今巻もアレな展開で終わっていますので、全力全速で次巻をお届けできればと思います！

　そんな次巻の前に、アプリゲーム『ファルキューレの紋章』とコラボをしていただいております！　ぜひぜひプレイしてみてください～！（挟み込みチラシをチェック！）

　以下謝辞であります。担当編集大おお類るい様。大類様からいただく「面白いです」の一言で刈野は今日も生きております……！　これからもよろしくお願い致します。

　キャラの創造神フルーツパンチ様。ナイエもそうですが、もう一人の新キャラも悶もん絶ぜつするほど可愛かわいくて……急な新デザインにもご対応いただき本当にありがとうございました！

　万ゆる木ぎ編集長をはじめとした、表でも裏でも本書の出版に携わって下さった皆々様。

　なにより、ここまで読んで下さった貴方あなた様に最大限の感謝を。

　また三巻でお会いできますように！


刈野ミカタ



















　著者

　刈野ミカタ（かりの・みかた）

　　ほう……この俺とやるつもりか？




　　訳：第五回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞でデビューさせていただきました。某モンスターを狩るゲームが大好きです。プレイ時間がえらいことになっています。ただ持っているのがポータブルなサードなので古すぎて周りにやっている人がいません。どなたか一緒に遊んでください。お願いします。




　イラスト

　フルーツパンチ

　　１月14日生まれ好きなものはゲーム・絵を描く事・小鳥、愛鳥のマンゴちゃんに相手をされない毎日を送ってます。スリスリ相手してほしいッピ
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